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　公立大学法人首都大学東京は、大学の学
術研究成果を広く社会に還元し、産業界に
おける先端的・独創的な技術や製品の開発
につながることを目指して、企業や研究機
関等との連携活動を推進しております。ま
た、東京都や区市町村等公共団体（行政）
とも連携を進め、大学の学術研究成果が住
民サービスの向上にお役に立てるよう積極
的に取り組んでおります。
　このたび、共同研究等のさらなる推進を

図るため、昨年度に引き続いて「首都大学
東京研究紹介Ⅱ」を発行しました。この研
究紹介Ⅱは、公共団体（行政）の皆様との
連携に取り組んでいる研究室を重点に、最
新の研究活動を紹介させていただくことと
しました。
　産学公連携センターでは、従来の研究紹
介と併せて、この研究紹介Ⅱもご利用いた
だき、企業等の皆様との連携強化に努めて
まいりますので、今後ともご支援とご協力

を賜りますようお願い申し上げます。
　本誌の発行にあたりご協力をいただいた
関係の皆様に厚く御礼申し上げます。

 平成20年3月

 公立大学法人首都大学東京
 産学公連携センター

あいさつ

発行にあたって
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ものづくり・バイオ

情報通信

環境・都市基盤

健康・福祉

地域

ライフサイエンス

研究室索引

多様な環境問題に対処するための
法的役割と政策手法

奥 研究室

革新的構造材料FRP（繊維強化プラスチック）による
インフラストラクチャーの再構築

前田 研究室

INDEX

本誌で紹介する研究室は52。
環境・都市基盤、健康・福祉、ものづくり・バイオ、情報通信、ライフサイエンス、地域の
6カテゴリーに分けて紹介します。あわせて研究内容をお読みになり、シーズを探してください。
所属は、上行が大学、下行が大学院です。

海洋波動と海岸保全
海岸海洋 研究室

動的に変化する交通流現象の
調査･解析･予測･評価手法の開発と適用

大口 研究室

地域公共施設ネットワークの最適配置計画
吉川 研究室

建築コンバージョンの調査と実践
小林 研究室

建築物のエイジング
橘高 研究室

都市の健康
星 研究室

省エネ・CO₂削減等の環境対策に関わる研究
川上 研究室

医療福祉施設の建築計画に関する研究
都市の公共施設空間を利用者の視点で再構築する研究

竹宮 研究室

若年認知症への地域デイケアサービスプログラムの開発に
関する研究、高度実践専門看護：老人看護専門看護師コース

勝野 研究室

神経難病療養者、肝移植のドナーに対する
QOLの高い在宅看護

在宅看護学 研究室

東京の地域性、
とりわけ世田谷区の町丁目別地域特性の析出

森岡 研究室

機能的磁気共鳴画像法（fMRI）を用いた「母性愛」と
「母性行動」の神経メカニズムに関する研究

菊池 吉晃 研究室

3次元計測によるMRIの動き補正
篠原 研究室

運動と情動の脳科学、環境とストレスの脳科学
北 研究室

導電性超分子ワイヤーおよび
ナノファイバーの形成と機能

伊與田 研究室

光合成に学ぶ光機能性材料・素子の開発
分子物質化学専攻・無機化学 研究室

物質と電磁波の相互作用に関する電子状態理論
波田 研究室

野生植物・野生菌類（キノコ類）の
遺伝子情報に基づく分子分類

村上 研究室

現代社会を下支えする精密周波数発生とその応用技術
（圧電デバイス、電子計測、原子周波数標準および生体医用工学に関する研究）

関本・渡部・五箇・佐藤 共同研究室

化合物半導体デバイス構造の
ウェット加工プロセス技術の開発

電子デバイス工学 研究室

マイクロクラックの動的検出に基づいた
材料の長期信頼性保証

若山 研究室

トンネル・地下構造物の設計・施工・数値解析
トンネル・地下空間 研究室

前後輪独立駆動型電気自動車
FRID Electric Vehicles

武藤 研究室
生体移植のドナーとレシピエント双方のQOL（生活の質）を保障するための看護職の移
植コーディネーター（CTC）の確立生体移植における看護職の倫理的対応モデルの構築

看護倫理学 研究室

PNF（神経筋促通法）
柳澤 研究室

離散時間予見スライディングモード制御を用いた
スピーカ振動板の広帯域振動制御

森 研究室

サービス工学、知識処理システム
下村 研究室

血管内超音波法（IVUS）のための要素技術の開発
田川・大久保 研究室

人間の生体特徴を利用した個人認証法に関する研究
西内 研究室

情報通信ネットワークを利用した
社会ネットワークの構造解明とその応用技術の研究

會田 研究室

インタラクティブ・メディアアートの
作品制作・表現と技術の研究

串山 久美子 研究室

貧困層に対する社会保障や公的扶助についての研究
岡部 研究室

高齢者虐待防止
副田 研究室

感覚間相互作用
市原 研究室

人の感情の理解とその心理学的応用
認知心理学 研究室

地域臨床
臨床心理学 研究室

実験考古学
山田 昌久 研究室

燃焼研究と推進機関の融合
湯浅 研究室

東京の新しい発展
森本 研究室

ゲーム理論
渡辺 研究室

風水思想研究
渡邊 研究室

都市政策とコミュニティ研究
和田 研究室

住民参加と地域自治を重視したまちづくりのあり方、
住民・行政の協働とローカル・ガバナンスに関する研究

羽貝 研究室

大学と地域連携による子育て支援ボランティア活動
助産学・母性看護学 研究室

生活習慣病予防を目的とする肥満に関わる
遺伝子多型解析とリスク評価の検討

遺伝子多型による生活習慣病リスク評価研究チーム

数学の啓蒙活動を中心とした
高大連携事業への取り組み

高大連携プロジェクトチーム

文化的景観を活かした町づくりに関する基礎的研究－
奥多摩（御嶽・日の出町）観光町づくりでの取り組み

山田 幸正 研究室

都内の観光資源・地元有識者・本学の「知」の連携による、
野外体験講座を通じた新たな総合的価値の創出

学際的教育・研究開発フロンティアグループ

言語の脳科学と教育
萩原 研究室

トヨタ生産方式の体系化と
その適切な導入方法の確立

小谷 研究室

14-15頁

16-17頁

18-19頁

20-21頁

22-23頁

24-25頁

26-27頁

28-29頁

30-31頁

32-33頁

34-35頁

36-37頁

40-41頁

38-39頁

44-45頁

46-47頁

48-49頁

50-51頁

52-53頁

54-55頁

56-57頁

58-59頁

60-61頁

62-63頁

64-65頁

66-67頁

70-71頁

72-73頁

74-75頁

76-77頁

78-79頁

80-81頁

82-83頁

84-85頁

86-87頁

88-89頁

102-103頁

90-91頁

92-93頁

96-97頁

98-99頁

100-101頁

104-105頁

110-111頁

112-113頁

116-117頁

106-107頁

108-109頁

114-115頁

68-69頁 94-95頁

42-43頁
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本誌に登場する52研究室の教員を紹介します。
見聞きした名前から、教員がどのような研究をしているかを
知ることができます。

健康福祉学部
鈴木享子 準教授 112-113頁

システムデザイン学部
會田 雅樹 教授 78-79頁

都市教養学部
浅野 素子 准教授 52-53頁

都市教養学部
市原 茂 教授 86-87頁

都市環境学部
梅山 元彦 教授 20-21頁

都市教養学部
伊與田 正彦 教授 50-51頁

都市環境学部
大口 敬 教授 22-23頁

システムデザイン学部
大久保 寛 助教 74-75頁

都市教養学部
岡部 卓 教授 82-83頁

健康福祉学部
恵美須 文枝 名誉教授 112-113頁

都市環境学部
小根山 裕之 准教授 22-23頁

健康福祉学部
勝野 とわ子 教授 36-37頁

システムデザイン学部
川上 満幸 教授 32-33頁

健康福祉学部
金 壽子 准教授 38-39頁

オープンユニバーシティ
北 一郎 教授 48-49頁

健康福祉学部
菊池 吉晃 教授 44-45頁

都市環境学部
橘高 義典 教授 28-29頁

都市教養学部
奥 真美 教授 16-17頁

都市教養学部
黒川 信 准教授 114-115頁

都市環境学部
小泉 明 教授 114-115頁

システムデザイン学部
串山 久美子 教授 80-81頁

都市教養学部
小柴 共一 教授 114-115頁

都市環境学部
小林 克弘 教授 26-27頁

都市教養学部
小谷 重徳 教授 94-95頁

健康福祉学部
清水 準一 准教授 40-41頁

健康福祉学部
習田 明裕 准教授 38-39頁

システムデザイン学部
下村 芳樹 教授 72-73頁

都市教養学部
下川 昭夫 准教授 102-103頁

都市教養学部
佐藤 隆幸 助教 58-59頁

健康福祉学部
篠原 広行 教授 46-47頁

オープンユニバーシティ
篠田 粧子 教授 116-117頁

健康福祉学部
志自岐 康子 教授 38-39頁

システムデザイン学部
桜井 毅司 助教 68-69頁

都市環境学部
新谷 哲也 助教 20-21頁

都市教養学部
奥村 次徳 教授 60-61頁

都市教養学部
五箇 繁善 助教 58-59頁

都市教養学部
杉浦 健一 教授 52-53頁

都市教養学部
関本 仁 教授 58-59頁

都市教養学部
高桑 史子 教授 114-115頁

都市教養学部
高桑 昇一郎 教授 106-107頁

都市教養学部
高瀬 雅祥 助教 50-51頁

システムデザイン学部
田川 憲男 教授 74-75頁

都市環境学部
竹宮 健司 准教授 34-35頁

都市教養学部
津村 博文 教授 106-107頁

オープンユニバーシティ
菅又 昌実 教授 114-115頁

都市教養学部
副田 あけみ 教授 84-85頁

健康福祉学部
安達久美子 准教授 112-113頁
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健康福祉学部
福士 政広 教授 114-115頁

都市教養学部
波田 雅彦 教授 54-55頁

都市教養学部
萩原 裕子 教授 92-93頁

オープンユニバーシティ
福家 洋子 教授 116-117頁

都市教養学部
服部 久美子 教授 106-107頁

都市環境学部
西村 和夫 教授 64-65頁

都市教養学部
西長 亨 准教授 50-51頁

システムデザイン学部
西内 信之 准教授 76-77頁

都市環境学部
星 旦二 教授 30-31頁

都市環境学部
前田 研一 教授 18-19頁

健康福祉学部
松下 祥子 准教授 40-41頁

健康福祉学部
三輪 聖恵 助教 38-39頁

都市教養学部
村上 哲明 教授 56-57頁

システムデザイン学部
森 泰親 教授 70-71頁

都市教養学部
森岡 清志 教授 14-15頁

都市教養学部
森本 博行 教授 96-97頁

システムデザイン学部
武藤 信義 教授 66-67頁

健康福祉学部
柳澤 健 教授 42-43頁

都市教養学部
山下 健一 助教 52-53頁

都市環境学部
山田 幸正 教授 108-109頁

システムデザイン学部
山中 仁寛 助教 32-33頁

システムデザイン学部
湯浅 三郎 教授 68-69頁

オープンユニバーシティ
ロング ダニエル 准教授 114-115頁

健康福祉学部
中村 美幸 助教 38-39頁

都市環境学部
羽貝 正美 教授 110-111頁

都市教養学部
中村 成志 助教 60-61頁

都市環境学部
中村 一史 助教 18-19頁

都市環境学部
中林 一樹 教授 114-115頁

都市環境学部
吉川 徹 准教授 24-25頁

都市教養学部
渡邊 欣雄 教授 114-115頁

都市教養学部
渡邊 欣雄 教授 100-101頁

都市教養学部
渡部 泰明 教授 58-59頁

オープンユニバーシティ
渡邊 容子 助教 116-117頁

都市教養学部
和田 清美 教授 104-105頁

都市教養学部
渡辺 隆裕 教授 98-99頁

都市教養学部
若山 修一 准教授 62-63頁

都市教養学部
山下 利之 教授 88-89頁

都市教養学部
山田 昌久 教授 90-91頁

ト

都市環境学部
土門 剛 助教 64-65頁
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52研究室が行っている研究のキーワードを紹介します。
単語・熟語から該当する研究室に案内します。

CAD 72-73頁

DNA 56-57頁

fMRI（functional magnetic 
resonance imaging）

44-45頁

FRID：Front and Rear Wheel 
Independent Drive Type 66-67頁

FRP 18-19頁

IVUN 74-75頁

MEMS 60-61頁

NPO 104-105頁

OD交通量推定 22-23頁

POE（Post Occupancy 
Evaluation）

34-35頁

QOL 36-37頁

QOL 40-41頁

SNP 116-117頁

医用画像処理

インタフェース

インタラクティブ

インフラストラクチャー

インターネット 78-79頁

18-19頁

80-81頁

80-81頁

46-47頁

ヴァナキュラー

ウルトラマイクロガスタービン

運動療法

越波

沿岸流

円二色性

オークション

音韻

海岸防災

革新的構造材料

核磁気共鳴

覚醒

可視化・PIV実験

画像位置合わせ

画像再構成

画像処理 76-77頁

46-47頁

46-47頁

20-21頁

48-49頁

54-55頁

18-19頁

20-21頁

92-93頁

98-99頁

54-55頁

20-21頁

20-21頁

42-43頁

68-69頁

108-109頁

環境アセスメント 100-101頁

環境政策 16-17頁

環境対応材料 28-29頁

環境法 16-17頁

看護 36-37頁

観光資源 114-115頁

看護倫理 38-39頁

感情 88-89頁

感性評価 88-89頁

緩和ケア医療施設（ホスピス） 34-35頁

器具効力測定 90-91頁

急性期医療施設 34-35頁

急速施工 18-19頁

競争状況下での
リアルオプション 98-99頁

協働 110-111頁

キラリティー 54-55頁

均衡解析 64-65頁

金属燃焼 68-69頁

組合せオークション 98-99頁

クラスター図 14-15頁

携帯電話 78-79頁

言語教育 92-93頁

建築デザイン 26-27頁

原子標準器 58-59頁

語彙の獲得 92-93頁

広域的な都市連携 110-111頁

高温構造用セラミックス 62-63頁

高機能材料 28-29頁

公共施設 24-25頁

高校生の健康行動 30-31頁

高周波半導体デバイス 60-61頁

高性能コンクリート 28-29頁

国策 100-101頁

広帯域 70-71頁

交通渋滞 22-23頁

交通対策効果評価 22-23頁

行動 48-49頁

高齢者養護 84-85頁

高齢期の生活支援施設
（高齢者福祉施設、高齢者居住施設） 34-35頁

高齢者の健康長寿 30-31頁

極微小燃焼器 68-69頁

子育て 112-113頁

子育て支援施設 34-35頁

子育て支援シンボルマーク 112-113頁

コミュニティ形成・まちづくり

コミュニティ政策
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森岡清志教授
Kiyoshi Morioka
修士。東京都立大学大学院博士
課程終了。北海道大学助手、東
京都立大学助教授、教授を経て、
05 年より現職。

世田谷区クラスター地図

東京都クラスター地図

研究テーマ

キーワード

東京の地域性、とりわけ世田谷区の町丁目別地域特性の析出

社会地図、社会地区分析、主題図、クラスター図

　今後、世田谷区はせたがや自
治政策研究所が調査、データ収
集して作成した主題図・クラス
ター図を福祉政策に反映させて
いこうと考えている。
　「例えば、保育課の職員は社
会地図を見て次にどこに保育所
を作ればいいのか、コミュニテ
ィセンターのような施設は高齢
者が多い地域に開きたいが…な
どの判断をするときに役立てた
いと話していました」
　区の職員は異動が頻繁なため
に中長期的な視点で区の動向を
観察することは難しい。その中
で森岡教授の調査、研究が役立
っている。また、収集したデー
タは区民の生の声を調査してい
るため、信頼度が高く、ぶれの
ない施策が期待される。

連絡先 ◎ 042-677-2056
E-mail ◎ moriokas@bcomp.metro-u.ac.jp

区、第3クラスター（高階層成
熟郊外）は多摩東部と練馬区、
第4クラスター（新興郊外）は
多摩西部と稲城市、第5クラス
ターは多摩山間部を示す。析出
したクラスターは一部を除いて
空間的にも近接していることが
わかる。このような空間的配置
が確認できれば、都市計画や町
づくりをどのように展開すれば
よいのかが見えてくる。

　クラスター図は区市町村の行
政単位でも作成し、自治に役立
たせることができる。
　「私たちの研究室は、平成19
年度から世田谷区が立ち上げた
『せたがや自治政策研究所』と
の連携研究を始めています。こ
の研究所には調査・政策研究機
能、情報の収集と発信機能、政
策立案支援機能、人材育成機能

　近未来都市形成のための社会
科学的考察では、地域特性を可
視化する社会地図を応用して都
市計画を研究する。社会地図と
は、地図上に地域の社会的特性
をマッピングすることによって
地域特性を可視化する技法だ。
　「社会地図には大きく分けて
2種類あります。1つは単一のテ
ーマごとに色分けをした主題
図、もう1つは複数の要素を合
成して似通った特性を持つ地域
をグループ化（クラスター）し
て色分けしたクラスター図で
す。東京都の場合、市区町村を
類型化すると5つのグループに
分けられます」
　第1クラスター（ホワイトカ
ラー）は23区の中心部から西部
にかけて、第2クラスター（ブ
ルーカラー）は城北・城東地

があり、関係所管課・大学・民
間が連携して研究を進めていま
す」
　せたがや自治政策研究所は、
森岡教授が所長を務め、区民主
体の町づくりの発展を目指して
いる。その中で世田谷区の各町
丁を類型化してクラスター地図
を作成し、世田谷区の施策・政
策立案の基礎資料として使われ
ている。平成20年度実施予定の
世田谷区住民を対象とした個票
アンケート調査と組み合わせ、
「地域福祉力」の指標化を目指
している。
　「このほか、主題図やクラス
ター図があれば、区がこんな政
策を立てたいといったときに、
それに必要なデータだけ地図の
上に特化して示すことができま
す」

URL ◎ http://www.tmu.ac.jp/staff data/MA/1950.html

近未来の都市形成に向けて東京都政の社会科学的考察を展開。
社会地図の応用の可能性を追究し地域特性を析出して
町づくりの基礎を構築する。

森岡研究室
都市教養学部 人文・社会系 社会学コース
人文科学研究科 社会行動学専攻

環境・都市基盤

研究概要
都市計画・町づくりに役立てる
社会地図の調査、研究を展開

最近のトピックス
公・学・民が連携して住民主体
の自治政策研究を進める

今後の展望
社会地図が中長期的な視点で
自治・行政の施策に貢献
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奥真美教授
Mami Oku
法学修士。横浜国立大学大学院
国際経済法学研究科修了。㈶東
京市政調査会研究員、長崎大学
環境科学部講師、同助教授を経
て、06 年より現職。

代表的な著書環境マネジメントシステム（EMS）の対象となり得る環境影響／側面の範囲の例

EMS

環境規制

・　排水
・　排気
・　廃棄物
・　化学物質
　　　　　など

・　物流や移動にとも
     なう環境負荷
・　省エネ
・　省資源
・　環境配慮設計
     （DfE）
・　グリーン購入
・　サプライチェーン
　　　　　など

研究テーマ

キーワード

多様な環境問題に対処するための法的役割と政策手法

環境法、環境政策、政策手法

　例えば、規制的措置と環境マ
ネジメントシステムを組み合わ
せる場合、ISOを取得している
からといって、果たして公害や
事故を引き起こすような危険性
はないのか、環境パフォーマン

連絡先 ◎ 042-677-3143
E-mail ◎ oku-mami@tmu..ac.jp

ション21）という認証制度があ
る。これは環境省が作ったガイ
ドラインに基づいてIGES（地
球環境戦略機関）が運用してい
る制度で、中小の事業者でも取
り組みやすいように配慮されて
いる。
　「日本の企業の99％以上は中
小企業ですから、そこが環境問
題に取り組むことが、産業界全
体の環境保全への取り組みの底
上げにつながります。その意味
で、中小企業レベルにおける仕
組みの構築を浸透させていくた
めに法政策的に何ができるのか
を研究しています」具体的に
は、グリーン購入と環境マネジ
メントシステムを組み合わせ
る、ISOやEA21を取得してい
る企業に対して一部規制上の優
遇措置を講じるなどの政策手法
の組み合わせが考えられてい
る。

　「最近では、気候変動、廃棄
物管理、化学物質等、今日的な
環境問題に関わる法政策を研究
しています。自然環境保全分野
より、都市や生活に密接に関連
する環境問題に焦点を当ててい
ます」
　この他、事業者による環境マ
ネジメントシステムの構築を、
いかに政策的に誘導していくか
についての研究にも力を入れて
いる。特に中小の事業者を対象
にし、環境保全の取り組みとパ
フォーマンスの改善を継続的に
図ることができる体制作りを法
政策的に誘導していくために、
どのような政策手法の組み合わ
せがあり得るのかを、EUの事例
等を参考に検討する。
　日本では、EA21（エコアク

　EA21では、環境マネジメン
トシステムを構築して、一定期
間運用した成果を環境活動レポ
ートにまとめて公表しなければ
ならない。そのうえで、EA21審
査人が、マネジメントシステム
とレポート等について検証す
る。法令違反もなく、ガイドラ
インに照らして問題もなけれ
ば、EA21の認証を受けること
ができる。
　EA21は、EUのEMASになら
って作られた。単に仕組みを作
るだけでなく、それを運用した
成果が見えるような工夫と外部
とのコミュニケーションの要素
を組み込んだものとなってい
る。

URL ◎ www.urbanpolicy.tmu.ac.jp

　今後は、EU等の諸外国の動
向もフォローしながら、気候変
動問題をはじめとする今日的な
環境問題に対処していく上で、
政策手法をいかに組み合わせて
いくことが考えられるのかを法
政策的に検討していく。

スは改善されているのかなど、
実態を検証できなければ、安易
に規制上の優遇措置を講じるべ
きではない。日本ではこうした
実証的な研究が十分には行われ
ていない。マネジメントシステ
ムとパフォーマンスやリスク管
理等の向上とのつながりを見極
める調査、研究が求められる。

環境政策に熱心なEUの事例等を参考に中小の事業者による
継続的なパフォーマンスの改善に向けた体制作りや
気候変動問題の解決を法政策的に研究。

奥研究室
都市教養学部 都市政策コース
社会科学研究科 基礎法学専攻

環境・都市基盤

研究概要
中小の事業者を含む幅広い組織
による環境マネジメントシステ
ムの構築を法政策的に研究

最近のトピックス
日本版EMASを目指す
エコアクション21

今後の展望
EUの環境法政策等を参考にし
ながら実証的な研究を進める
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中村一史助教
Hitoshi Nakamura
修士（工学）。東京都立大学大学
院工学研究科土木工学専攻修
士課程修了。東京都立大学助手
を経て、05 年より現職。

前田研一教授
Ken-ichi Maeda
工学博士。大阪大学大学院工学
研究科土木工学専攻博士課程
修了。川田工業㈱研究室長、東
京都立大学助教授、教授を経て、
05 年より現職。

線路上空自由通路
JR 東日本「コスモスプラン」より

ハイブリッドFRP主桁の破壊実験

低コストGFRP 歩道橋の開発
低コストGFRP 歩道橋の実大模型
実験

コの字型積層CFRP 板

CFRP 板接着補修工法の疲労試験体

FEM解析モデル

研究テーマ

キーワード

革新的構造材料FRP（繊維強化プラスチック）による
インフラストラクチャーの再構築

革新的構造材料、FRP、繊維強化プラスチック（ポリマー）、
インフラストラクチャー、新素材・新形式、急速施工、長寿命化、
コンパクトシティ、サステナブルシティ

ネックになるのが歩道橋です。
例えば、FRP製の自由通路やペ
デストリアンデッキのようなも
ので必要な場所をつなげばどう
でしょう。エスカレータやエレ
ベータも使えるようにすれば誰
でも利用できます」
　ハイブリットFRP主桁の実用
化の目途がつけば、将来的には
都市高速道路上のスカイウェイ
をはじめとする乗用車専用道路
橋への発展も期待される。
　「乗用車専用道路にして、荷
重を歩道橋並みにすれば、スカ
イウェイ構想は夢ではありませ
ん。耐久性も問題なく、未来型
の都市づくりに貢献できると考
えています」
　構造物の長寿命化を保証する
とともに、メンテナンスの面で
持続性のある都市にふさわしい
インフラストラクチャーの再構
築が期待できる。

連絡先 ◎ 042-677-2784
E-mail ◎ maeda-kenichi@c.metro-u.ac.jp

けたり切ったりする作業も簡単
にできるため、近年では、建設
分野の新素材として非常に期待
されています。私の研究室で
は、FRPを建設材料としてどう
使っていくかを研究・開発して
いるのです」
　その1つとして、ガラス繊維
と炭素繊維を融合させた高剛
性・低コストのハイブリッド
FRPを開発し、線路上空自由通
路の主桁への実用化に向けて動
き出している。次に、ガラス繊
維を融合させたGFRPを使った
歩道橋を開発。たわみ変形を
約1／5まで低減し、経済効率
の高い設計を実現させた。3つ
めがインフラ鋼構造物の長寿命
化を目的とした炭素繊維を融合
させたCFRP板による疲労き裂
の新補修工法を開発し、超重交
通下で多発する疲労き裂の
CFRP板接着補修工法を生み出
した。

　FRPとは繊維強化プラスチッ
ク（ポリマー）である。非常に
軽量でスチールの1／5、アルミ
の3／4程度、重量比の強度も高
い。この素材を構造物に使用す
れば、上部が軽くなり、地震時
の慣性力が小さくなることから
高い耐震性を得られる。日本の
ような地震国でその有効性を発
揮できる素材である。また、この
ような超軽量素材は、大型重機
を使用できない狭

きょう

隘
あい

な都市再開
発現場や、作業時間の厳しい制
約を受ける線路上空の架設現場
などでもその威力を発揮する。
　「このほかにFRPは耐食性に
も優れています。スチールのよ
うな錆を生じないし、酸による
腐食にも強い。その意味では理
想的な素材です。着色性や、成
形性、加工性にも優れ、穴を開

　炭素繊維を用いたCFRPケー
ブルの研究・開発において、中
国の浙江大学と学術交流協定を
締結し、それぞれの研究成果を
議論しながら、より高度の技術
開発を目指している。
　CFRPは非常に軽量であり、
強度も優れていることからケー
ブルに利用する点で将来性を期
待されている。今後の研究の進
み具合によっては、長大吊構造
の分野でも前田教授の研究が一
翼を担うことになるだろう。

　「文化的な生活をする上で必
要な場所に、どんな人でも行け
るような歩行空間ネットワーク
を持ったコンパクトシティがで
きればと思います。そのときに

URL ◎ http://www.ues.tmu.ac.jp/civil/

連絡先 ◎ 042-677-2783
E-mail ◎ nakamura-hitoshi@c.metro-u.ac.jp

超軽量で比強度・耐震性・施工性・耐食性・加工性に優れた革新的な
構造材料FRPを用いて、そのハイブリット化、低コスト化、インフラの
長寿命化を実現させ、あらゆる建設現場での利用法を研究・開発。

前田研究室
都市環境学部 都市基盤環境コース
都市環境科学研究科 都市基盤環境工学専攻

環境・都市基盤

研究概要
理想的な建材FRPの使途を開
発し、それに伴う工法をも研究

最近のトピックス
CFRPを使ったケーブルの研究
で中国・浙江大学と学術交流

今後の展望
歩行空間ネットワークを形成し
コンパクトシティを創造
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新谷哲也助教
Tetsuya Shintani
博士（工学）、東京都立大学 工学
研究科土木工学専攻修了。東京
都立大学助手を経て、05 年より
現職。

梅山元彦教授
Motohiko Umeyama
Ph.D., University of Hawaii School 
of Ocean & Earth Science and 
Technology. Delft University of 
Technology東京都立大学助教授、
教授を経て、05 年より現職。

WAVEWACH III による波浪シミュレーション 可視化・PIV 実験 水上住宅

研究テーマ

キーワード

海洋波動と海岸保全

非線形波動、乱流、波浪推算、内部波、砕波、沿岸流、
越波、海岸防災、可視化・PIV実験

湾の流動解析も進行中である。
計算はトンキン湾まで計算領域
を広げ、ハロン湾へのネスティ
ングによるシミュレーションを
行っている。ハロン湾は、汚染
が深刻化しつつあるため、日本
とベトナムが協力してこの問題
を解決することが望まれてい
る。

連絡先 ◎ 042-677-2778
E-mail ◎ umeyama-motohiko@tmu.ac.jp

ダのデルフト工科大学が開発し
たSWANや米国の海洋大気庁が
採用しているWAVEWACHⅢが
有名であるが、我々の研究室で
も、早い時期からWAVEWACH
Ⅲのコードを使って波浪予測を
行ってきた。例えば、2004年に
日本を直撃した巨大台風群や
2005年のハリケーン・カトリー
ナの追算も行い、観測値と比較
しても高い整合性を得ている。
最近では、気象庁が公表する大
気データをモデルと組み合わ
せ、モデルの性能をさらに向上
させている。

　基礎研究としては、海洋波の
非線形現象の理論的解法、波と
流れの相互干渉による乱流場の
変化に関する理論および実験的
考察、内部波の可視化実験およ
びPIV解析、内湾や閉鎖性湾内

　地球温暖化やそれに伴う海面
上昇は、高潮や波浪による被害
を増大させることが予測され
る。そのため、沖での波浪の成
長過程や沿岸域での波の変形メ
カニズムに関する科学的知識の
上に立った、高潮や波浪の推算
方法についての研究が注目され
ている。
　最近、台風の規模が大きくな
っていることも温暖化に起因す
るが、台風の通過に伴う波浪予
測はもっぱら第3世代波浪推算
モデルを用いて行われている。
シミュレーションモデルには、
過去50年間に海岸研究者によっ
て蓄積された理論が組み込まれ
ている。その理論を知らなけれ
ば、コンピュータを使えるだけ
では十分な予測はできない。波
浪推算のモデルとしてはオラン

での流動解析等を行っている。
最近では、海洋モデルROMSと
プリポストツール群AGRIFを導
入し、外洋から閉鎖性湾に及ぶ
流動解析が行えるシミュレーシ
ョンモデルを完成させ、メソス
ケール気象モデルMM5を導入
することで、局所的な海上気象
を想定した海洋流動場の再現計
算をも可能にした。
　その一方で、ハノイ水利大学
と連携し、ハノイ市を流れるホ
ン河の水質に関する研究を進め
ている。その研究では、エスチ
ュアリーの20箇所でサンプリン
グを行い、今まで手に入れるこ
とが困難であった貴重なデータ
を採取した。この調査により、
潮汐によるホン河流域の海水遡
上と農業・工業用水への影響が
確認できた。現在は、世界遺産
に登録されているハロン湾での
流れの観測を引き続き行い、同
時に、ROMSを用いて、ハロン

連絡先 ◎ 042-677-1111
E-mail ◎ shintani-tetsuya@tmu.ac.jp

だった。海面上昇を抑えること
ができない場合の対策も研究を
続ける。
水路を作ってその中にフローテ
ィングの基礎を付け、その上に
家を建てる。例えば、ホテルを
乗せても浮く。

　温暖化によって海面が上昇し
た場合の研究も進行中だ。水面
より低い0m地帯を掘り、そこ
に水を入れて浮体式住居を建て
る。いわゆる水上都市だが、こ
の考え方こそが海洋工学の本質

将来起こりうる巨大台風による様々な事象を適正に評価し、
海岸水害の防御策を研究。
海外の大学との共同プロジェクトにも参加しながら、水上都市構想を推進。

海岸海洋研究室
都市環境学部 都市基盤環境コース
都市環境科学研究科 都市基盤環境工学専攻

環境・都市基盤

研究概要
過去50年の海岸研究の理論を基
に波浪被害のメカニズムを研究

最近のトピックス
海洋の現象の理論的解析、海外
の大学と連携した海洋調査観測

今後の展望
フローティングシステムの上に
水上住宅を計画
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小根山裕之准教授
Hiroyuki Oneyama
博士（工学）。東京大学大学院修
士課程修了、国土交通省、東京大
学助手、東京都立大学助教授を
経て、05 年より現職。

大口敬教授
Takashi Oguchi
博士（工学）。東京大学大学院博
士課程修了、日産自動車㈱、東京
都立大学講師・助教授、首都大
学東京准教授を経て、07年より
現職。

ドライビングシミュレータを用いた標識の効果評価 交通流シミュレーションによる交通渋滞発生状況

研究テーマ

キーワード

動的に変化する交通流現象の調査･解析･予測･評価手法の
開発と適用

道路ネットワーク、交通渋滞、道路交通観測、ドライビングシミュレータ、
ネットワーク交通流シミュレーション、OD交通量推定、道路交通環境評価、
交通対策効果評価

　また、ネットワーク交通流シ
ミュレーション技術は、ネット
ワーク交通量や渋滞状況の推定
などにより、交通施設の整備効
果評価を可能にする。さらに、自
動車排出ガス量を的確に評価で
きる排出ガスモデルと交通流モ
デルの組み合せる手法について
も検討している。

連絡先 ◎ 042-677-2781
E-mail ◎ oguchi@tmu.ac.jp

ではなくて時間的な集中に問題
があるのだと分かってきまし
た。渋滞は何時間かで解消する
わけですから道路は足りている
わけです。例えば、10人の内1
人は2時間ぐらいずらせないか
と、そういう働きかけをするた
めに効果的な方法はないかと検
討しています」
　しかし、時々刻々と交通需要
が変化することで、渋滞も伸び
たり縮んだりと、広がりのある
動的な現象が起こる。その実態
を把握するには限界がある。
　「道路上にセンサーを設置し
通過した車を観測しています
が、1つのセンサーでせいぜい数
メートルぐらいしか把握できま
せん。カーナビも人工衛星によ
る観測も極めて断片的です。広
範囲にわたる道路状況を知りた
くても、それを瞬時に把握する
技術はまだ確立されていませ
ん」

　交通渋滞は、ある意味で簡単
な理屈で起きるが、その解決は
決して簡単ではない。その理由
の1つが人間の気まぐれな行動
に起因するからである。一方で
は、朝のピーク時や帰省ラッ
シュ等の交通渋滞は、ある程度
の特徴を物理現象として数学的
に記述することができる。
　「交通渋滞は、交通ネット
ワーク上のボトルネックと呼ば
れる細くなった場所に集中する
と言われています。それに対応
する方法は、理屈としては簡単
で1つは細くなっている箇所を
少しでも広げればいい。もう1
つには集中する時間をずらせば
いいという考え方です。今まで
は、代わりの道路を造ったりほ
かの道路へ行くよう情報提供を
出したりしていましたが、そう

　そこで大口研究室では、場所
的・時間的に限界がある実現象
の観測と推定技術の開発をして
いる。また、ドライビングシ
ミュレータとネットワーク交通
流シミュレーションを用いた実
用的な適用評価についても検討
している。

　「ドライビングシミュレータ
は、実際の道路を走っているよ
うな環境を作り、どのような行
動が渋滞の原因を作るのか、交
通情報を出すとどう反応するか
など、そこで行動した結果を
データ化していきます。これに
より実現象の観測では計測困難
だったことが、いろいろと実現
してきました」
　その成果は、標識や図形情報
板などの評価への適用として新
たな展開をみせている。

URL ◎ http://www.eng.metro-u.ac.jp/civil/ip/

連絡先 ◎ 042-677-2780
E-mail ◎ oneyama-hiroyuki@c.metro-u.ac.jp

　交通渋滞は、環境負荷の面で
も利用者にとって大きな損失で
ある。しかし、実態を的確に観
測・モニタリングして適用でき
る技術・体制の確立には、まだ
ほど遠い。
　「この分野は、心理学や制御
的な分野、応用数学、経済学

等、様々な分野の知見を応用す
ることが求められます。今後は
学際的な連携を図るとともに、
実態を把握するセンシング技術
の開発を進めていかなければな
りません。あらゆる情報を効率
的にリアルタイムに把握しなが
ら、技術を適用できるようなシ
ステム開発に貢献していきたい
と考えています」

交通渋滞とは何か、その対応として何が必要か…
広範囲にわたり、時々刻々と変化する交通流の実態を的確に把握する
技術を追求。環境負荷にも考慮した交通運用の工夫や方法論を模索する。

大口研究室
都市環境学部 都市基盤環境コース
都市環境科学研究科 都市基盤環境工学専攻

環境・都市基盤

研究概要
動的な現象の実態を的確に把握する
センシング技術を求めて

最近のトピックス
シミュレーション技術による
新たな展開と可能性

今後の展望
学際的な知見の応用と
センシング技術の進化を目指して
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吉川徹准教授
Tohru Yoshikawa
博士（工学）。東京大学大学院工
学系研究科都市工学専攻修士
課程修了。東京都立大学助手、助
教授を経て、05 年より現職。

多摩ニュータウン諏訪・永山近隣センターに公共施設を設置した場合、後期高齢者の歩行距離帯
は標準的な速度の歩行者に比べてどれだけ縮小するのか

  

研究テーマ

キーワード

地域公共施設ネットワークの最適配置計画

地理情報システム、最適配置、公共施設、少子高齢化

実態について算出しました｣
　傾斜地を歩くためにはどの程
度の負担がかかるのか、算出す
る手法を開発した。高齢者が徒
歩可能な施設の配置計画を行う
際などに、有用な方法の1つと
して生きてくる。

　これからの地域公共施設は、
地域住民のニーズをどこまで満
たすかについて、地域住民自身
の意志決定が求められる。研究
チームは、多摩市の市民団体
「多摩ニュータウン学会」のイ
ベントや行政との勉強会に参加
し、問題点の整理や情報提供を
行っている。
　「今後も、住民の方々の意志
を反映した公共施設をどこまで
整備できるか、さらに研究を進
めて情報提供の可能性を追求し
ていきたいと思います。また、

連絡先 ◎ 042-677-2813
E-mail ◎ yoshikawa-tohru@c.metro-u.ac.jp

　そこで、既存公共建築物のス
トックを利用した柔軟な地域公
共施設システムの構築手法につ
いて、建築生産の角田准教授、
建築計画の竹宮准教授とチーム
を組み多角的に検討している。
吉川准教授は、ニーズの地域分
布構造と既存公共建築物を活用
した地域公共施設の再配置につ
いて研究している。
　「自治体では、時代の要請に
応じた制度の拡充や変更のたび
に、各所轄の部署がそれぞれに
いろいろな種類の施設を近い距
離に建設してきました。その中
には、廃校になった学校や需要
の変化で閉鎖されたままの施設
もたくさんあります。一方、高
齢者サービスの需要は増加する
ばかりです。そこで、用途によ
って不足する種類の施設を、種
類によっては余っている施設の
転用で設置することが求められ
ます。そのとき、どこにどのニ

　わが国は、戦後の高度経済成
長期による急激な拡大ととも
に、都市部へ人口が集中した。
それに伴い、大量の地域公共施
設が建設されてきた。近年は、
少子高齢化やライフスタイルの
多様化により、地域公共施設に
対する住民のニーズも変化。高
齢者需要や子育て支援など、公
共施設に求める機能や計画も建
設当初とは異なってきた。さら
には建物の老朽化も深刻な問題
になっている。
　「ニーズの変化に対応するた
めに、新たな公共施設を建設す
るのは、財政的に困難です。壊
して建て替えることも環境負荷
の観点から問題があります。そ
うなると、既存の施設全体を見
直し工夫して使うしかないわけ
です」　

ーズに応じた施設を配置すれば
良いか、最適な再配置の手法を
探っています」

　研究チームは、開発に伴い多
くの公共施設を有している多摩
ニュータウンを重点的な研究対
象地域としている。大都市の急
激な膨張により数多くの郊外型
住宅市街地が開発されたが、そ
の中には多摩ニュータウンのよ
うに丘陵地帯に開発され傾斜を
伴う地域が少なくない｡
　「急激な高齢化で、住民の多
くは階段や傾斜路の上り下りが
困難になり、自動車の運転も危
険になってくると日常的な生活
圏が縮小し、孤立が懸念されて
きます。そこで、多摩ニュータ
ウンの最初期に開発した住宅地
を例として、階段や傾斜地が高
齢者の徒歩圏の縮小をもたらす

URL ◎ http://www.comp.tmu.ac.jp/yoshikawa

様々な自治体が所有する公共施
設の課題について、問題点の整
理や必要情報の提供を通してお
役に立ちたいと考えています」

少子高齢社会に応え、地域公共施設をどのように配置するべきなのだろうか。
既存の公共建築物を活用した地域公共施設の最適な配置を研究。

吉川研究室
都市環境学部 建築都市コース
都市環境科学研究科 建築学専攻

環境・都市基盤

研究概要
公共建築物ストックを転用して
需要に即した地域公共サービスの配置を

最近のトピックス
傾斜が高齢者の徒歩移動に与える
影響を算出し、施設配置に適用

今後の展望
住民のニーズに応える
公共施設の整備を支援
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小林克弘教授
Katsuhiro Kobayashi
工学博士。東京大学大学院工学
系研究科建築学専攻博士課程
修了、東京都立大学講師、助教
授、教授を経て、05 年より現職。

アメリカにおける工場から大学へのコンバージョン例
（カリフォルニア美術工芸大学）

オフィスビルから集合住宅へのコンバージョンを行った実作（蒲田プロジェクト）

研究テーマ

キーワード

建築コンバージョンの調査と実践

建築デザイン、コンバージョン、転用、実地調査、アメリカ、ヨーロッパ

しました」近年のコンバージョ
ンをまとめた本としては日本初
で、レベルが高く世界的にみて
も貴重な存在として注目を集め
ている。
　実際のコンバージョン・プロ
ジェクトとしては、蒲田のオフ
ィスビルのコンバージョンを実
施した。ごくありふれたオフィ
スビルに新しい価値を加えて集
合住宅に転用した結果、斬新な
スタイルに生まれ変わり、好評
を得ている。

連絡先 ◎ 042-677-2816
E-mail ◎ kobayashi-katsuhiro@c.metro-u.ac.jp

ます。日本でも数年前から、賃
貸オフィスビルを集合住宅に転
用したり、小学校をコミュニテ
ィ施設にするなどの試みがなさ
れています」
　日本では、使われなくなった
り古くなった建築物は、壊して
建て替えるスクラップ＆ビルド
を繰り返してきたが、コンバー
ジョンすることにより、資源の
無駄使いや廃材（産業廃棄物）
発生を大幅に減らすなど、地球
環境との共生・調和を図ること
もできる。
　「新築には新築の良さがあり
ますが、コンバージョンは、今
まである建物をより魅力的に性
能や価値を高め、新しい用途に
生まれ変わらせる面白味があり
ます。そこには、建築当初の使
用目的では思いつかなかった
発想が重なり、“意外性の美学”
が生まれます」
　建築設計・近現代建築研究を

　近年、建築ストックの有効活
用の手法として、コンバージョ
ン（用途変更・転用）が注目さ
れている。「建築は、ある目的
や機能に基づいて造られます
が、時代の変遷や社会状況の変
化等で、建設当初の使用目的が
失われたり必要とされなくなる
ことがあります。そういった建
築を別の用途に転用する手法を
『建築コンバージョン』と言い
ます。ヨーロッパでは、あえて
コンバージョンとは言わなくて
も、何百年も前に建てられた建
築物を転用することで魅力的に
甦らせ、長い間にわたり大切に
使ってきました。アメリカも最
近、コンバージョンが一般的に
なりつつあり、工場や倉庫を展
示施設とか教育施設に転用する
など、様々な例が増えてきてい

専門とする小林研究室では、文
部科学省から支援を受ける21世
紀COEプログラムの一環とし
て、世界各地の優れたコンバー
ジョン・デザインの実地調査を
行っている。並行して実際に設
計を行うコンバージョン・プロ
ジェクトも展開している。

　日本において建築コンバージ
ョンは、まだ新しい研究分野の
ため、世界の事例調査は重要な
意義を持っている。「どこにど
んなものが存在するのかわから
ない状態から、建築雑誌をくま
なく調べてピックアップし、イ
タリア、フランス、ドイツ、オ
ーストリア、フィンランド、ア
メリカの優れた事例を実地調査
しました。最終的に世界各地の
他の事例も併せて分析し『世界
のコンバージョン建築』を出版

URL ◎ http://www.eng.metro-u.ac.jp/kobayashi-arch/

違います。
　世界には、まだまだ沢山の優
れたコンバージョン事例がある
ので、今後も実地調査を重ねて
本で紹介していくとともに、日
本におけるコンバージョンの普
及・浸透のために研究と実際の
設計を続けていきたいと思いま
す」

　「コンバージョンの概念は、
日本ではまだ浸透していないの
で、一般の方には建築の面白い
一手法として知っていただきた
いと思います。専門家の方に
は、世界中でどれだけコンバー
ジョンが進んでいて、魅力的な
ことが起きているのかを知って
いただきたい。各国の都市の特
性によって、デザインの特徴も

建築ストックに新たな価値を生み出す、コンバージョンの魅力を追求。
建築としての面白味と社会的有用性について広く普及・浸透を目指す。

小林研究室
都市環境学部 建築都市コース
都市環境科学研究科 建築学専攻

環境・都市基盤

研究概要
建築ストックを有効活用し魅力的
に甦らせるコンバージョンの研究

最近のトピックス
世界のコンバージョン事例を紹介する
著書出版と設計プロジェクトの実施

今後の展望
コンバージョンの社会的有用性と
その価値の普及・浸透を目指して
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橘高義典教授
Yoshinori Kitsutaka
工学博士。東京工業大学大学
院、宇都宮大学助手・同教授、
MIT 研究員、東京都立大学助教
授、同教授を経て、05 年より現
職。

集合住宅の緑化シミュレーション結果。
写真右下は、壁面緑化パネルの実験結果。

超高層集合住宅のシミュレーション試料。
外壁の色、分割割合などを変えて良い評価
となるものを検討する。

研究テーマ

キーワード

建築物のエイジング

美観、色彩設計、壁面緑化、環境対応材料、耐久性、補修・補強、
高機能材料、高性能コンクリート

　ランドマーク性の高い超高層
集合住宅の外壁の色彩計画につ
いても検討している。「建物の
配色構成は、水平分割より垂直
分割の方が好印象になること。
垂直分割で2色配色の場合は、
両側の基調色を無彩色・高明度
とし、その面積率を大きくする
ことで、垂直形状が強調され、
より印象が良くなることが明ら
かになりました」。これらの成
果は、関連条例、景観色彩ガイ
ドラインなどに役立てることが
できる。
　さらに、200年以上の耐久性
を誇る「高性能コンクリート」
を開発した。粘性・弾性がある
ため曲げにも強く、軽量でしか
も高強度を備えている。国が取
り組む200年住宅の構想とも合
致し、その活用が大いに期待さ
れる。

連絡先 ◎ 042-677-2797
E-mail ◎ kitsu@tmu.ac.jp

も総合的に考慮した建物の美観
改善方法を検討している。これ
らの成果から、建築群の空間
的・時間的変化の多様性と建物
の価値向上との関係を分析し、
学術的に新たな建築工学の方法
論の確立も目指している。
　プロジェクトでは、建物改修
の具体的な外装素材として、レ
ンガ風タイル仕上げ、石材仕上
げ、アルミ系パネル仕上げ、各
種色彩の塗料仕上げ、屋根葺き
仕上げ、ランバス状表層仕上
げ、壁面緑化仕上げなど広範囲
なものを対象とした。「一般的
な団地型集合住宅だけでなく、
超高層集合住宅や様々な建物の
美観向上について、人間の感覚
や心理的な評価も考慮しながら
行いました。その結果、どのよ
うな素材や色彩、表面模様、壁
面緑化方法などが、長期的に外
観の美観を向上させることが可
能かを明らかにしました」

　建物が、良い状態で年を重ね
ることをエイジングという。一
般的に外壁の補修・塗り替えを
考えるが、それだけでなく、時
間の経過とともに新築時とは違
う長期的な建築の価値向上とい
う意味もある。「私たちの研究
室では、街の景観に調和するよ
うに美しくエイジングするため
には外壁をどうするか、色彩、
緑化、美観を維持する方法など
を研究しています。またエイジ
ングには、耐久性を上げる必要
もあり、高機能材料やメンテナ
ンス技術についても開発してい
ます」
　橘高教授が研究代表を務める
「団地型集合住宅の外観美観の
改善手法プロジェクト」では、
エイジングに配慮し、建築素材
だけではなく、環境、デザイン

　現在の壁面緑化方法は、植物
が均一に育たず緑化にも時間が
かかる。そこで、合成床板に使
用する空胴プレストレストコン
クリートを溝型パネルに加工
し、植栽可能な緑化パネルを開
発した。「横方向の溝を持つパ
ネルは、溝に土壌を固定でき、
雨が降っても土壌流出が少ない
ために実験で使ったセダムと張
り芝は1年を通じて良好な生育
を示しました」
　夏季の屋外試験では、パネル
の温度上昇を抑制する効果も認
められ、ヒートアイランド現象
の低減にも有効であることが証
明された。集合住宅の妻壁（側
面）、一般的な外壁、道路の遮
音壁などへ適用することで、都
市の景観を向上させることが期
待される。

URL ◎ http://www.eng.metro-u.ac.jp/kitsulab/index.htm

員などの経験を生かし、建物の
長寿命を実現する高性能コンク
リートや、美観を維持するメン
テナンス技術などのエイジング
手法を駆使して、調和のとれた
美しい街の景観づくりに貢献し
たいと思います」

　建物を長く､強く､美しく維持
するエイジングは、環境への配
慮や防災対策など時代が求める
建築手法として、今後ますます
重用視される。「国の調査会委

長期間にわたり、美しくタフな建物を！
エイジングの視点から、調和のとれた街の景観づくりと
快適な暮らしを支える技術を研究・開発。

橘高研究室
都市環境学部 建築都市コース
都市環境科学研究科 建築学専攻

環境・都市基盤

研究概要
建物が魅力的に老いるための
エイジングについて研究

最近のトピックス
耐久性と美観を維持する
効果的な技術を開発

今後の展望
エイジングに配慮した
街全体の調和を目指して
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星旦二教授
Tanji Hoshi
医学博士。福島県立医科大学卒
業後、東京大学医学部研究生、東
京都立大学教授を経て、05 年よ
り現職。
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ご自身の健康感と生存率

★自分で健康と感じる人は長生きしている

生
存
率

「病は気から」という諺があり
ますが、多少の支障あっても
「自分は健康である」と自信を
持つ方は、「健康でない」と考
える方に比べ、長生きすること
が示されました。健康と感じる
ように心がけたり、相互支援
する環境づくりが大事です｡
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85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

とても健康

まあまあ健康

ふつう

健康でない

厚生労働省
地域総合研究費に基づく、

全国16市町村
22,167人二年間追跡研究

星　旦二ら

　高齢者の外出頻度が多いほど、その後の生存が保たれています
が、高齢者の外出を規定する要因は、足腰の痛みとか、疾病で
はなく、主観的健康感と知的能動性でした。楽しいことをしたり
財布を自己管理することがもっと大事です。
　交通支援整備の直接効果は少ないようです。

研究テーマ

キーワード

都市の健康

高齢者の健康長寿、高校生の健康行動、ヘルスプロモーション、住民参画

　日本は、ますます高齢者人口
が増加する超高齢社会に突入す
る。健康で幸せな高齢者である
ために必要な環境因子は、自然
環境に加えて、友達やコミュニ
ティ、ネットワーク等の社会環
境だ。
「友達がいて、役割があり、社
会と繋がり、生きがいを持つ人
が長寿」という研究成果は、
日々の暮らしを根本から見つめ
直し、福祉行政も考え直す必要
があることを示唆している。
　その意味で、今後、住民参画
と協働を重視したヘルスプロモ
ーションを展開させることが重
要になる。各自治体と連携しな
がら、研究成果の普及とヘルス
プロモーションの啓蒙が期待さ
れる。

連絡先 ◎ 042-677-2355
E-mail ◎ star@onyx.dti.ne.jp

者の就労率が高い長野県は『ピ
ンピンコロリの高齢者』が、病
院や特別養護老人ホームの数が
際立って多い沖縄県は『ネンネ
ンコロリの高齢者』が多い。ピ
ンピンコロリは寿命が尽きるま
で元気で健康的な生活を送りま
すが、ネンネンコロリは寝たき
り生活が長い。仮に寿命が同じ
でも、内容はまったく異なりま
す」
　前向きで、自立度の高い高齢
者の日々の暮らしこそが、健康
かつ長寿のポイントと指摘す
る。

　「高齢者が、自立した生活を
送るために必要なものは、医療
もその一つではあります。加え
て、今後『ヘルスプロモーショ
ン』という考え方が大きく影響
してくるでしょう」1986年、WHO

　「私達の調査研究から解明さ
れたことですが、平均寿命は、
山間部や無医村等の地域が健康
長寿傾向で、これは投薬による
C型肝炎が発症せず、癌になら
ないという理由が一つと考えら
れます」
　無医村という過酷な現実が、
住む人々に医療への依存心を抑
制し、生活を見つめ直した結
果、暮らしの中で健康を育んで
きた。従来では見えにくかった
事実が、顕著になってきたと言
える。
　「寿命という観点では、便利
な生活ができる都市部は比較的
短命で、長野と沖縄が長寿県な
のです」
　健康長寿に必要な要素は①小
太り、②コレステロールが少々
高め、③前向きに生きようとす
る力の3点が挙げられる。「高齢

（世界保健機関）が提唱した
「ヘルスプロモーション」は、
まだまだ日本国内では充分には
認知されていないようだ。オタ
ワ憲章によれば、ヘルスプロモ
ーションとは、「人々が自らの
健康とその決定要因をコントロ
ールし、改善することができる
ようにするプロセス」と定義し
ている。「高齢者が自立し、自
分らしい生活を送る主役となる
には、例えば『ヨメに財布を渡
さない』『1年に1度は新しい場
所へ旅行してみる』等、高齢者
自身が心身ともに健やかである
ことが必要です。従来のように
医療のみに頼らず、高齢者の生
活全体から健康長寿を支える取
り組みは、今後の日本にとって
も重要度が高まるでしょう」地
域住民、行政等関係諸機関が、
密接に連携してヘルスプロモー
ションに取り組む必要性が求め
られる時代となっている。

URL ◎ http://www.onyx.dti.ne.jp/~star/

過度に医療依存する現状を打破し日々の生活を見直し、重視。
ヘルスプロモーションを取り入れた新たなくらし重視の施策を目指す。

星研究室
都市環境学部 建築都市コース
都市環境科学研究科 都市システム科学専攻

環境・都市基盤

研究概要
健康長寿な高齢者の暮らしとは

最近のトピックス
世界の潮流「ヘルスプロモー
ション」という考え方

今後の展望
過度の医療への依存からの脱却
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山中仁寛助教
Kimihiro Yamanaka
博士（理学）。甲南大学博士課程
修了。首都大学東京リサーチ・ア
シスタントを経て、06 年より現
職。

川上満幸教授
Mitsuyuki Kawakami
工学博士。神奈川大学助手、東京
都立科学技術大学助教授、教授
を経て、05 年より現職。

容量18㎥の輸送用コンテナの外部にセラミック系塗料を塗布した場合と塗布しない場
合のコンテナ内部温度を比較した結果、平均で－10℃の効果が認められた。（グラフは
外気温がピークの時間帯のデータを使用）

立地、建物が同様の集合住宅にて外壁にセラミック系塗料を塗布した場合と塗布しな
い場合でのエアコンの消費電力を比較した結果、夏場においては平均で10.3 kW/day
の削減効果が認められた。（空調機は室内温度 26℃設定で運転）

研究テーマ

キーワード

省エネ・CO₂削減等の環境対策に関わる研究

ヘルス&エコロジー

品質保持や航空機の軽量化等、
建築物以外への利用も期待され
る。また、集合住宅で行った実
験では、エアコンを26℃に設定
して、2つの住宅を比較した場
合、1ヵ月当たり約200kgのCO₂排
出量の削減につながる結果を証
明した。
　「平均的な一般家庭が1ヵ月約
400kgのCO₂を排出しているとい

連絡先 ◎ 042-585-8601
E-mail ◎ kawakami@tmit.ac.jp

のセラミック系材料を利用した
高反射塗料は、外壁塗料などへ
の適用が検討されている。さら
に、内装材や床冷暖房装置、給
排気装置等、住宅を構成する
様々な装置の研究開発を進め、
建物全体としてみたCO₂削減
と、それにより軽減が予想され
る電化製品のエネルギー消費も
含めた省エネ・CO₂削減を目指
している。
　「住宅に有効可能なシステム
を開発するために、まず災害時
の緊急仮設に対応できる自立エ
ネルギー型の住居設計を行って
います。その技術開発や検証を
行うために、国際交流協定を結
んでいるモンゴル国立大学との
関わりから、モンゴルの遊牧民
が住居にしている『ゲル』を
使って検証実験を行う予定で
す」　
　このプロジェクトは、東京都
が推進している｢カーボンマイ

　本研究は、CO₂削減に関わる
異分野産業の優れた要素技術を
統合し、総合的な都市環境シス
テムの提案を通して、環境問題
に貢献することを目的としてい
る。
　｢通常、産学公連携の研究は、
大学が持つ特許を企業が活用す
る形が一般的です。この研究
は、様々な異分野産業に研究室
が声をかけて、システムのプロ
デュースとコーディネート、及
び研究内容の検証などを担当す
る新しい試みの産学共同プロ
ジェクトです｣
　このプロジェクトは、東京都
が行ったCO₂排出量の調査結果
から、家庭の排出量が約25%に
も及ぶという事実に着目。住環
境システムに重点を置いた研究
を進めている。すでに実証済み

ナス10年プロジェクト｣の支援
も得られ、産学公が連携して取
り組む共同研究として、大きな
期待が寄せられている。

　最近、セラミック系材料を応
用した高反射塗料について、大
きな研究成果が得られた。｢貨
物輸送用コンテナの全面に塗料
を塗って実験した結果､真夏の
外気温がピーク時に、全く塗装
していないコンテナに比べて、
内部温度が平均10.5℃低下する
という驚くべき結果が得られま
した。これをコンテナと容積が
同じくらいの倉庫で、エアコン
を使って10℃低下させた場合、
ガソリンに換算すると1ヵ月間
で約246ℓのCO₂排出量に相当
します｣
　断熱によりコンテナ内の結露
を抑えるため、輸送業界の商品

URL ◎ http://www.sd.tmu.ac.jp/ielab/

連絡先 ◎ 042-585-8696
E-mail ◎ kiyamana@cc.tmit.ac.jp

われているので、空調だけで約
半分の削減が可能になります」

　今後は、セラミック系材料を
応用した高反射塗料のほかに、
セラミック系断熱クロス・シー
ト、冷水による超省エネ型床冷
暖房装置、有害物質除去給排気

装置などの基礎実験と効果検証
に取り組み、約3年後をめどに
試作品の開発を目指している。
　「それぞれの装置の効果が実
証できれば、最終的に全てを組
み合わせることで、住居全体の
省エネ・CO₂削減システムを構
築したいと考えています」

大学が総合プロデュースする、産学公の新しい形
省エネ・CO₂削減対策に呼応した住環境システムの共同開発を展開。

川上研究室
システムデザイン学部 経営システムデザインコース
システムデザイン研究科 システムデザイン専攻

環境・都市基盤

研究概要
産学連携の優れた技術を結集して
環境問題に取り組む

最近のトピックス
セラミック系塗料による
優れた断熱効果を実証

今後の展望
新しい製品・装置を開発して
総合的な住環境システムを構築
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竹宮健司准教授
Kenji Takemiya
博士（工学）。東京大学工学系研
究科博士課程後期修了。東京都
立大学助教授を経て、05 年より
現職。

宮城県立がんセンターの緩和ケア病棟。病室か
らベッドごとデッキに出られる

病棟の設計図

できるだけ家庭に近い雰囲気を取り入れた病室

研究テーマ

キーワード

医療福祉施設の建築計画に関する研究
都市の公共施設空間を利用者の視点で再構築する研究

精神科医療施設、緩和ケア医療施設（ホスピス）、周産期医療施設、小児医療施設、急性期医
療施設、高齢期の生活支援施設（高齢者福祉施設、高齢者居住施設）、子育て支援施設、使わ
れ方調査、POE（Post Occupancy Evaluation）、ユニバーサルデザイン

研究にも取り組んでいる。精神
疾患の患者の社会復帰を支援す
るための環境がどうあるべきか
を、先進的な医療施設を対象に
継続的な調査を始めた。
　もう1つは子どものホスピス
の研究だ。現在、大人のホスピ
スは国内に178施設あるが、子
どものホスピスはない。
　「2003年に文部科学省の在外
研究員として半年間、イギリス
に留学して14の小児ホスピスを
訪問して調査してきました。ぜ
ひ、日本でも小児ホスピスを実
現させたいです。そのお手伝い
をしたいと考えています」
　このほか、子育て支援施設、
中高生の居場所づくり等の研究
も継続的に進めている。これら
の知見は今後の建築分野にとっ
て大きな宝となるだろう。

連絡先 ◎ 042-677-2795
E-mail ◎ takemiya-kenji@tmu.ac.jp

的な設計を考えていきます」

　竹宮准教授の研究は、宮城県
立がんセンター緩和ケア病棟
（ホスピス）のプロジェクトに
も活かされている。このホスピ
スは中庭型の病棟にし、ウッド
デッキを作って病室からベッド
に寝たままで外へ出られるよう
になっている。病室は家族も泊
まれるように畳のスペースを設
け、できるだけ病室的な雰囲気
をなくしている。
　中庭型の病棟にすることで看
護動線が長くなると病院側か
ら指摘があったが、ナースス
テーションを2つに分けること
によって看護動線をできるだけ
近くした。また、よく使う汚物
処理室も分散して配置すること
で看護動線が近くなった。
　一般の総合病院の中にある

　「私は、不特定多数の利用者
が使う公共施設を建設する際、
利用者の声を収集し、それをき
ちんと計画化していくという調
査・研究をしています。特に医
療施設や高齢者福祉施設等を中
心に、終末医療のホスピスや
精神科の医療施設もその対象で
す」
　施設利用者の声を計画化して
いくためには、医療現場に入っ
てかなり踏み込んだ調査が必要
になる。
　「私ひとりでは到底調べられ
ないので、学生と協力しながら
研究を進めています。例えば、
病院では医師や看護師の視点が
重視されるため、患者さんの声
が設計に反映されません。私は
病院のスタッフに了解を得て、
患者さんの話を聞きながら具体

小児病棟、子ども専用の病院、
周産期医療施設も対象にして
いる。医療的な管理が必要な
NICU（新生児集中治療室）で
も、できるだけ母親が子どもと
接することができるような環境
を作れないかという視点で調査
研究を進めている。
　「NICUに入った新生児の場
合、母親と子どもが長期間離れ
ているために、母親の中で子ど
もに対する愛情が生まれないこ
とがあります。すると、退院後
に子どもを虐待してしまうとい
う不幸な事件が起こることもあ
るのです。ですから、患者さん
だけでなく、家族を含めた支援
ができる環境はどうあるべきな
のかを、学生と一緒に研究して
います」

　ここ数年、精神科医療施設の

URL ◎ http://www.comp.metro-u.ac.jp/takemiya/

不特定多数の利用者の意見が反映されにくい医療施設や高齢者福祉施設
等を対象に求められている環境（空間・しつらえ・設備等）を調査し、
これからの施設計画のあり方を提案する。

竹宮研究室
都市環境学部 建築都市コース
都市環境科学研究科 都市システム科学専攻

健康・福祉

研究概要
医療現場に入って患者さんから
直接声を聞き、研究に反映

最近のトピックス
患者さんだけでなく家族支援が
できる環境のあり方を研究

今後の展望
地道な調査研究から小さな声も
しっかり受け止めて医療・福祉に貢献
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勝野とわ子教授
Towako Katsuno
博士（看護学）。University of Illinois 
at Chicago 博士課程修了。東京
都立保健科学大学助教授、教授
を経て、05 年より現職。

若年認知症者への地域デイケアサービス

研究テーマ

キーワード

若年認知症への地域デイケアサービスプログラムの開発に関
する研究、高度実践専門看護：老人看護専門看護師コース

認知症、地域、QOL、医療の質、支え合い高齢者、看護

タッフにはきちんとしたスキル
が望まれる。
　「学生も成長し、自主的に活
動を始めています。首都の大学
だからこそできること、地元に
貢献できることはないかと考え
てきました。もう少し研究が進
めば、オープンユニバーシ
ティーを通した地域還元を考え
ています。
　医療は人づくりなので、すぐ
に成果が出るわけではありませ
ん。重要なのは社会的貢献を広
げていくことだと思っていま
す」

連絡先 ◎ 03-3819-1211
E-mail ◎ katsuno@hs.tmu.ac.jp

　「アメリカで、初期認知症者
を対象としたデイケアプログラ
ムの開発に携わってきました。
その成果として、認知症者の自
尊心低下の改善や社会参加促進
のためには、地域ボランティア
活動、ピアサポートグループ活
動等の有効性が明らかになった
と考えています」
　それらの成果をもとに、若年
認知症の心理的ニード、社会的
ニードに応えるため、人と人と
の関係、また意味のある活動に
焦点を当てたプログラムを実践
しつつ、研究を進めている。

　2006年にNPO法人若年認知
症サポートセンター主催で、勝
野教授が中心となり、地域のミ
ニデイサービスが始められた。
若年認知症者に対する有効な活
動プログラムとして、買物、調

　若年認知症者は高齢者の場合
と比べ、その絶対数が少ない。
そのためもあり、認知症者を対
象とするサービスから外れる
か、受けたとしても高齢認知症
者と同一のサービスであること
がほとんどだった。その固有の
ニードについては、これまで国
内外ともにほとんど認識されて
おらず、若年認知症者のみを対
象とした地域デイケアサービス
のプログラム開発・評価などに
ついての実証研究も、ほとんど
行われていない状態だった。
　しかし、ここ数年の間に国内
において先駆的な実践報告がな
され、若年認知症者の固有の
ニードとして、高い身体能力、
社会的役割喪失による自尊心の
低下、うつ、経済的負担の深刻
さ等が挙げられるようになって
いる。

理、食事、スポーツ、音楽等を
通じ「笑い」、「安全・安心」、
「生きがい」、「支え合い」を目
指したプログラムの開発および
検証が進められている。
　「2007年12月には看護科学学
会において交流集会を開催し、
高度実践専門看護の視点から、
若年認知症者へのデイケアサー
ビスプログラム開発を紹介しま
した。全国的なネットワーク形
成の試みも始めています」

　デイケアサービスをサポート
するのは、学生を中心としたボ
ランティアである。看護師や保
健師の資格をもつ大学教員や介
護福祉士、ヘルパーも参加して
いる。若年性認知症者をサポー
トするには、プログラムを疾患
別や重症度別にきめ細かに変え
る必要があり、そのためにもス

若年認知症者固有のニードをもとにより良いケアサービス提供を目指す
地域デイケアプログラムを開発し教育、研究、実践に取り組む

勝野研究室
健康福祉学部 看護学科コース
人間健康科学研究科 看護科学系

健康・福祉

研究概要
若年認知症への取り組み

最近のトピックス
デイケアサービスプログラム開発の紹
介と全国的なネットワーク形成の試み

今後の展望
活力ある長寿社会創出のため、
教育および実践を行う
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習田明裕准教授
Akihiro Shuda
修士（保健学）。東京医科歯科大
学大学院医学系研究学科保健
衛生学領域修了。東京都立保健
科学大学講師を経て、05 年より
現職。

三輪聖恵助教
Masae Miwa
修士（看護学）。首都大学東京大
学院修士課程修了。07年より現
職。

中村美幸助教
Miyuki Nakamura
修士（看護学）。東京都立保健科
学大学大学院修士課程修了。05
年より現職。

金壽子准教授
Sooja Kim
修士（心理学）。明治学院大学大
学院修士課程修了。東京都立保
健科学大学助手を経て、05 年よ
り現職。

志自岐康子教授
Yasuko Shijiki
博士（看護学）。聖路加看護大学
大学院看護学研究科看護学専
攻博士課程修了。東京都立保健
科学大学教授を経て、05 年より
現職。

第 3回日本移植・再生医療看護学会学術集会長講演－志自岐康子

研究テーマ

キーワード

ものではない。
　「現在、このような状況を少
しでも改善するため、CTCの
存在に注目しています」
　専門職としてドナー、レシピ
エント双方に必要な情報を提供
し、彼らの意思決定を伝え、術
後のケアにも気を配るCTCは、
患者を医学的観点からだけでは
なく、心理社会的な側面からも
捉え、問題に対して予防し、か
つ迅速に対応する役割を持って
いる。

　欧米においてCTCは、生体
ドナーおよびレシピエントの自
己決定の権利が十分に擁護され
るよう、アドボケーター（権利
擁護者）として高い評価を得て
いる。
　「わが国では生体移植を提供
する病院の2割程度にしか配置
されておらず、専任となるとさ

連絡先 ◎ 03-3819-1211
E-mail ◎ shijiki@hs.tmu.ac.jp

　臓器移植がほかの医療と大き
く異なるのは、他者から提供さ
れた臓器を使うことである。わ
が国は欧米と比べ、健康なドナ
ーから臓器提供を受ける生体臓
器移植が多いのが特徴で、近
年、腎臓のほかに生体肝移植の
件数が増加している。
　「わが国には生体移植に関す
る法的規定が存在しないため、
今後、様々な問題が起こる可能
性が高いのです。代替え治療法
のない患者にとって福音である
はずの生体移植治療は、同時
に、治療を受ける患者や家族の
安全や人権、尊厳を損なうとい
うリスクを常に抱えています」
　現場で患者の苦しみを見てき
た看護者の立場から生まれた看
護倫理学は、看護の中でも新し
い分野で「科学の発達も重要だ
が、同時に人間としてのモラル
も大事」という考え方を基本と
している。「ドナーとレシピエ

　看護は「人」を対象とする実
践の科学であり、人間を尊重す
ること、つまり人権を尊重する
ことが看護が看護たり得る基盤
となる重要な理念である。看護
倫理学研究室では、こうした理
念のもと、志自岐教授を中心に
医療現場が抱える様々な倫理的
課題、例えば高度先進医療にお
ける「インフォームド・コンセ
ント」の問題、患者の安全を守
るという名目で黙認されてきた
「身体抑制」の問題、療養の場
が施設から在宅へとシフトする
中で行われてきた「訪問看護師
の葛藤」など、その実態を探る
とともに、看護職としてどう対
応していけばいいのか探求して
きた。現在は、臓器移植、特に
健康な人から臓器提供を受ける
生体移植における倫理的問題に
ついて研究を進めている。

ント双方が生命や人間としての
プライド、権利が尊重され、移
植後も生活の質（QOL）が保
てるよう、移植チームの中での
看護者の役割や機能も含め、目
下多面的な研究を進めていま
す」

　手術が成功した場合でも、肝
臓の半分以上を摘出されたドナ
ーが様々な合併症に悩まされる
ことは多い。術後の死亡例も報
告され、また身体以外にも精神
的なプレッシャーや経済的負担
が非常に重いことがわかってき
た。家族のうち誰がドナーとな
るかは、その家族に任されるた
め、様々な葛藤が生じ、離婚や
家族の断絶、崩壊に至ることも
決して珍しくない。またレシピ
エントにとっても、術後の節制
やドナーに対する罪悪感は軽い

URL ◎ http://www.metro-hs.ac.jp/department/kango/tmu/message_u.htm

らに少ないのが現状です。私た
ちの研究室では、ここ数年にわ
たってCTCの活動内容や抱え
る課題を明らかにしてきまし
た」
　高い能力を求められるにもか
かわらず、CTCとして研鑽を
積むことも現状では簡単ではな
い。「今後も教育や資格制度、
雇用条件等を視野に入れた公的

枠組みについて検討するととも
に、教育カリキュラム構築に向
け、研究を進めていきます」

生体移植のドナーとレシピエント双方のQOL（生活の質）を
保障するための看護職の移植コーディネーター（CTC）の確立
生体移植における看護職の倫理的対応モデルの構築

看護倫理、生体移植、倫理的課題（ジレンマ）
キーワード

看護倫理学は発展しつつある学問です。
看護倫理学研究に取り組む大学院は、国内でも数校しかありません。

看護倫理学研究室
健康福祉学部 看護学科
人間健康科学研究科 看護科学系

健康・福祉

研究概要
生体肝移植における倫理的課題

最近のトピックス
重要性を増す看護職のクリニカル移
植コーディネーター（CTC）の役割

今後の展望
CTCの意義を啓発するために
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清水準一准教授
Junichi Shimizu
修士（保健学）。東京大学大学院
医学系研究科博士課程修了。東
京都立保健科学大学講師を経
て、05 年より現職。

松下祥子准教授
Sachiko Matsushita
博士（医学）。東医歯大卒、東医歯
大病院、東京都神経研、東京都立
保健所での勤務、東京都立保健
科学大学講師を経て、05 年より
現職

経皮血液ガス分圧測定装置
（ラジオメーター株式会社）

研究テーマ

キーワード

神経難病療養者、肝移植のドナーに対する
QOLの高い在宅看護

在宅看護、QOL、神経難病、肝移植ドナー

いる在宅医療・在宅看護に対応
するため、本学では大学院の博
士課程（前期）で在宅看護専門
看護師（CNS）コースを設置し
ています。在宅療養には医療・
保健・福祉の専門職の高い技術
力と、そのチームワークが必須
です。このためより実践力や研
究、倫理的思慮、教育、相談・
調整機能の能力が高い看護師が
必要になってきています。」
 （松下）
　「専門看護師コースの設置に
は、より高度な能力を持つ専門
職の養成を掲げる人間健康科学
研究科にとって、大変重要な意
義があります。神経難病や癌末
期の緩和ケア、リハビリなど本
学での研究成果が活かされた養
成課程で学んだ専門看護師を輩
出することは社会貢献にもなり
ます。」 （清水）

連絡先 ◎ 03-3819-7240
E-mail ◎ matsu@hs.tmu.ac.jp

　「例えば、在宅療養している
患者さんの中には、人工呼吸器
など生命を維持するために必要
な医療機器を使いながら生活し
ている方も多くいます。このよ
うな医療機器を使用しながら自
宅で安全で安楽、そして安定し
た生活を行うことが可能となっ
てきています。一方、病院と違
い自宅は医療設備も揃っておら
ず、医師や看護師などの専門職
も常時いるわけではありませ
ん。訪問看護師は病状の進行や
悪化の早期発見や予測をするこ
とで、大事に至らないようにし
ています。安全や安楽をより高
めるため、事故を防ぐ人と物の
システムの構築や、自宅ででき
る新しい看護技術や測定機器の
開発などの課題があります」
 （松下）
　「生体肝移植での臓器提供者
（ドナー）のサポートをどうす
るかが、この数年の中心的な研

　近年、病気や障害を有しなが
ら自宅で生活し、最期の時を迎
える人々が増えてきている。そ
の人らしい人生を送るために、
自分たちに適した医療・保健・
福祉サービスを活用する必要が
ある。なかでも、よりよい療養
生活について共に考え必要なケ
アを提供し、主治医と連携を取
りながら医薬品や医療機器を用
いた高度な医療を安全に提供す
る在宅看護はなくてはならな
い。患者の居宅で行われる訪問
看護は、病院で目にする看護と
は一味違うようだ。
　「訪問看護は、訪問看護師が
１人で患者宅へ訪問し、医療処
置や病状の観察、日常生活の看
護、リハビリテーションを行い
ます。このため、より広い知識
と技術や判断力が必要となって
います」

究課題です。生体移植は治療法
の一つとして定着してきました
が、家族に肝臓の一部を提供し
たドナーの全国調査を行い、気
になる体の症状や将来的な健康
不安を有する人たちが少なから
ずいる実態を明らかにしまし
た。また体への負担以外にも並
大抵ではない負担があり、家族
の中での問題だからこそ口に出
せず悩み、手術が成功しても家
族関係が悪化してしまう場合も
あるのです。」
　「現在、入院期間の短縮化が
図られ、人々が病院にいるのは
ごく限られた時間になってお
り、病院にいない方の安全や健
康の質を維持しながら継続的に
支えていくことが課題です。」
 （清水）

　「現在国が急速に進めてきて

連絡先 ◎ 03-3819-7267
E-mail ◎ jshimizu@hs.tmu.ac.jp
URL ◎ http://www.j-shimizu.net/

きていけることが在宅療養の醍
醐味ではないでしょうか。その
ために安全で安楽、そして安定
した療養生活は最低限必要で
す。患者さんのQOLを高める
ため、病状の把握や予後の予測
がよりわかりやすくなるよう、
自宅で訪問看護師が簡易に測定
可能な方法を検討し、データ解
析を行っています」 （松下）

　介護保険制度が始まって、在
宅看護は飛躍的に伸びている。
国も入院病床を減らし、在宅看
護に切り替える方針で進めてい
る。訪問看護の需要はさらに増
えるだろう。
　「臓器移植は在宅看護の対象
としては特殊な例ですが、訪問
看護の質をより向上し、病院か
ら離れたところで大変な思いを
されている方々のお手伝いをし
たいです。将来への希望として
は、荒川キャンパス内に訪問看
護ステーションを設立し、実際
にケアの提供も行う一方で、よ
り困難な問題を抱えた方への対
応について地域の医療機関から
相談をうける体制を整備し、地
域に貢献できるとよいと思いま
す。」 （清水）
　「在宅療養される方にとっ
て、自分の家でその人らしく生

神経難病療養者や肝移植のドナーなどに対し、人工呼吸器や
モニターなどの機器、医療機関との連携で補いながら行う在宅看護

在宅看護学研究室
健康福祉学部 看護学科
人間健康科学研究科 人間健康科学専攻

健康・福祉

研究概要
ますます必要とされる在宅看護

最近のトピックス
大学院で在宅看護の専門看護師
の養成に着手

今後の展望
データ解析などでＱＯＬを高める
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柳澤健教授
Ken Yanagisawa
博士（医学）。Long Island 大学
大学院修士課程修了。東京都立
医療技術短大助教授、東京都立
保健科学大学教授を経て、05 年
より現職。

促通要素と期待される主な効果

①PNF運動パターン

②筋の伸張
③関節の牽引
④関節の圧縮
⑤抵　　抗
⑥発散と強化
⑦正常なタイミング
⑧他動運動、自動介助運動
⑨用手接触（皮膚刺激）
⑩口頭指示（聴覚刺激）
⑪視覚刺激

→
　
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→

促通要素 期待される効果

筋収縮力の増大・反応時間の短縮・
加速度の増大
筋収縮力の増大・柔軟性の改善
筋収縮力の増大・可動域の増大
筋収縮力の増大
筋収縮力の増大・柔軟性の改善
筋収縮力の増大
協調性の改善
協調性の改善
筋収縮力の増大
筋収縮力の増大
協調性の改善

研究テーマ

キーワード

PNF（神経筋促通法）

理学療法、リハビリテーション、運動療法

んでいます。その中でも継続的
にPNFの実証・研究を行って
いるのは、首都大学東京だけで
しょう。理学療法を組み込んだ
教育として、PNFを30時間教
えているところはほかにありま
せん。今後も教育と研究には力
を入れていきます。
　今、理学療法はEBM（根拠に
基づく治療）に対応したEBPT
（根拠のある理学療法）が求め
られています。2009年東京で開
催される第44回日本理学療法学
術大会では、経験技術から一歩
踏み出し、EBPTの構築を目指
していく予定です。PNFはま
さにEBPTに応えられる治療手
技であり、科学でもあります」
　運動の促通要素を右に示しま
す。

連絡先 ◎ 03-3819-7294
E-mail ◎ yanagisw@hs.tmu.ac.jp

これを改善するために触覚・聴
覚・視覚などの感覚に刺激を与
え、関節の牽引や圧縮、運動抵
抗、伸張、螺旋的・対角線的な
運動パターンなどの操作を行
う。刺激することで神経や筋の
働き、身体機能を高めている。
　「特徴的なのは、回旋を伴う
独自の運動パターン、つまり捻
りの運動を用いることです。人
間本来の動きである対角線・螺
旋状の動きが重要視され、それ
が片マヒ、運動失調症、パ－キ
ンソン病などの中枢神経疾患、
脊髄損傷、顔面・嚥下などの神
経・筋疾患、股関節などの骨・
関節疾患、スポーツ障害等にも
効果を発揮しています。これま
で治療法がなかった運動失調症
に対しても、PNFの効果が認
められているのです。様々な病
気・障害、またその予防につい
て日々研究を重ねています」

　運動療法は、電磁波を当てる
ような物理療法を別にすれば、
理学療法の大半を占める。なか
でもPNFは、セラピストが自
身の身体を用いて1対1で患者を
治療する際の代表的なテクニッ
クだ。
　「PNFは約50年前にリハビ
リテーション医学の手技として
アメリカで開発された運動療法
です。生理学的な裏づけのある
治療テクニックで、筋肉を意識
しながら動かすことで、効率よ
く神経や筋力を強化し、関節の
動きも良くします」
　運動発達の遅れや外傷、神経
疾患等、欠陥のある神経筋機構
は、筋力の低下・協調不全・筋
の短縮・関節可動域の制限等を
もたらす。PNFの治療原理は、

　捻れを加えた関節運動は、脳
波の覚醒レベルを増大させる。
「例えば、構えをさせて脳波を
取ると、その動きだけで大脳の
働きが活発になることがわかり
ました。その刺激が脊髄の運動
細胞をも誘発し、興奮させて、
筋肉の反応時間を短縮させるな
どの効果があることも筋電図に
よって判明しています」この結
果は、アスリートや健常者だけ
でなく、脳卒中等によって身体
に障害を持った方々にも応用さ
れ、高い評価を得ている。
　

　「アメリカではPNFの臨床
と教育は行われていますが、研
究はさほどされていません。日
本は世界で最もこの研究が進

生理学的裏づけをもつ治療法PNFは全身の動きをスムーズにし
高齢者・障害者のリハビリテーション、スポーツ障害の治療や
予防等にも効果を発揮。

柳澤研究室
健康福祉学部 理学療法学科 
人間健康科学研究科 理学療法科学系

健康・福祉

研究概要
PNF（神経筋促通法）の効果
を解析し筋肉を効率よく働かせ
る方法を研究

最近のトピックス
捻れを加えた関節運動が脳や脊
髄を刺激することが明らかに

今後の展望
日本におけるEBPTの構築を目
指して
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わが子を見るだけで、母親の眼窩前頭
皮質が活動する。この部位は報酬系
（reward system）の中枢であり、母親
にとってわが子がきわめて大きな報酬対
象であることがわかる。眼窩前頭皮質
は母性愛にとって大きな役割を果たすこ
とが最近の研究でわかってきた。
（Biological Psychiatry 63; 415-423, 
2008）

菊池吉晃教授
Yoshiaki Kikuchi
医学博士、工学博士。東京大学大学院
工学系研究科計数工学修士課程修
了。東京医科歯科大学難治疾患研究
所助手、同講師、東京都立保健科学大
学教授を経て、05 年より現職。

研究テーマ

キーワード

機能的磁気共鳴画像法（fMRI）を用いた「母性愛」と
「母性行動」の神経メカニズムに関する研究

母性愛、脳、fMRI（functional magnetic resonance imaging）、
愛着、脳機能イメージング

んな感情を抱いたか、11項目か
らなる主観評価をした。
　その結果、脳のさまざまな部
分が働くことがわかったが、こ
の多くの部位から、「母性愛」
に関連する部位だけを抽出しな
ければならない。11項目の主観
評価から、「母性愛」はこども
の状況によらず不変であること
がわかった。この結果にもとづ
いて、あらためて脳機能画像を
解析しなおすことで、「母性愛」
と関係する4つの部位をみつけ
ることに成功したのである。

連絡先 ◎ 03-3819-7270
E-mail ◎ ykikuchi@hs.tmu.ac.jp

に関連する脳領域を詳しく解析
すると、脳科学的にも、母親に
とってわが子は大きな「報酬」
対象であることがわかった。こ
の研究論文は、2008年Biological 
Psychiatry誌に発表されるや否
や、アメリカ、ヨーロッパ・ア
ジア諸国など世界中で報道され
大きな反響を呼んでいる。
　最近、深刻な社会問題となっ
ている母親によるわが子への虐
待など、現代社会の精神病理を
明らかにする上でも、重要な研
究テーマだといえる。

　母性行動の神経メカニズムに
関しては、これまで動物を使っ
た実験はたくさんあったが、人
間ではなかなか調べることがで
きなかった。菊池吉晃研究室で
は、博士後期課程の則内まどか
さんを中心として2004年からこ
れまで母親の脳に関する研究を

　「健常者を対象に高次脳機能
の研究をしています。脳の神経
活動を、fMRI（機能的磁気共
鳴画像法）などで画像化する脳
機能イメージングという方法で
実施しています。これまでは脳
研究のテーマとしては躊躇され
てきた「感動」、「愛」、「自己」
というような人間の真に迫るよ
うなことでさえも、研究対象に
することができるようになって
きました」
　この極めて難しい研究テーマ
のなかでも、人類にとっての最
重要課題の1つである「母性愛」
の脳メカニズムについて、最
近、菊池吉晃研究室で研究がお
こなわれている。その研究成果
として、「母性愛」に関連する
脳領域を4つに絞り込むことに
成功した。これらの「母性愛」

継続している。では、どのよう
にして母親の愛情を脳で観るこ
とができたのか。
　「こどもが母親に対して明確
な愛着行動を示す時期、それは
1歳から3歳ぐらいの間です。た
とえば、この時期、こどもは母
親の姿が見えなくなると泣き出
します。この時期のお子さんを
持つ母親13名を対象に研究をお
こないました」
　母親の家に訪問し、2つの場
面を撮影した。1つは笑い。母
親がシャボン玉で子どもと遊ん
でいるところ。もう1つは母親
がいなくなるととたんに泣き始
める状況を撮影した。これはい
わゆる分離不安という場面であ
る。その後、母親にfMRIの中
に入ってもらい、自分の子ども
と他人の子どもの映像をランダ
ムに見せ、脳機能画像を計測し
た。さらに実験終了後、同じ映
像を見せ、そのときに自分がど

URL ◎ http://weber.hs.tmu.ac.jp/neuroscience/

ーチャルで有害な報酬が氾濫し
ている現代社会において、今こ
そ、人間にとって本当に必要な
報酬とはなにかを脳科学的に明
らかにしていきたいと考えてい
ます」
　人間の脳に関する研究テーマ
は尽きることがなく、極めて魅
力的な研究領域であり、今後の
研究が期待できる。

　今後は、さらに「愛とは」「感
動とは」「自意識とは」など、
人間固有の高次の精神機能の脳
科学的意味を明らかにしていき
たいと考えている。「脳には、
報酬に関係するさまざまな場所
があり、その中でも一番高次な
場所といわれているのが前頭前
野眼窩皮質です。ここは、人間
の行動を支えるあらゆる動機を
コントロールする場所です。バ

脳機能イメージング法によって、「母親の愛情」の脳機能に関する研究を展開。
母性愛に関連する脳領域を4つに絞り込むことに成功。
虐待等の現代社会の精神病理の解明に臨む。

菊池吉晃研究室
健康福祉学部 作業療法学科
人間健康科学研究科 フロンティアヘルスサイエンス系
脳機能解析科学分野

健康・福祉

研究概要
脳機能イメージングを用いて
人のさまざまな高次脳機能を研究

最近のトピックス
fMRIで母親の脳に「母性愛」を観る

今後の展望
人間固有の高次精神機能の
脳科学的意味を明らかにする
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篠原広行教授
Hiroyuki Shinohara
博士（理学・医学）。東京都立大学
理学研究科博士課程修了。昭和大
学藤が丘病院放射線科助手、講師、
助教授、東京都立保健科学大学教
授を経て、05 年より現職。

3次元MRI 計測法の原理
（断層イメージング）

研究テーマ

キーワード

3次元計測によるMRIの動き補正

画像再構成、医用画像処理、画像位置合わせ

ト）計算することによって、高
速に画像再構成する手法であ
る。この手法を2次元ラジアル
スキャンMRIに応用し、45度離
れた8方向のデータを1つのサブ
セットとし、合計16のサブセッ

連絡先 ◎ 03-3819-1211
E-mail ◎ sinohara@hs.tmu.ac.jp

め、画像再構成の方法を研究中
です」

　これまでの3次元MRI計測法
にはフーリエ変換法、ラジアル
スキャン法等があり、頭を平行
に動かす動きには対応できてい
る。しかし、人がうなずくよう
な動きに対しては、画像の補正
が困難である。
　今回提案された3次元MRI計
測法は、ラジアルスキャン法を
基本としながら、データ収集を
直方体状にとる特徴がある。こ
のためk空間（周波数領域）の
原点付近のデータを必ずとるこ
とができ、そのデータからぼけ
画像を作成することができる。
そのぼけ画像を用い、相互相関
法で位置合わせを行い、動きを
補正して画像の劣化を防ぐこと
が可能になることが確認され
た。

　より正確に、早期に病気の発
見、診断に欠かせないX線、CT、
MRI、SPECT、PET等様々なデ
ータから画像を再構成する技術
は、素晴らしい発達を遂げてい
る。しかし、診断に役立つより
正確な画像をつくるためには、
まだ克服すべき問題がある。
　「脳の内部を撮影する場合、
現在ではMRIが最先端の医療技
術と言われています。そのMRI
検査の最大の欠点として動きに
弱いことがあるのです。画像を
撮るには、比較的長時間、装置
の中で静止している必要があ
り、子どもや不随運動のある患
者が急に動いてしまった場合、
画像がぼける危険性が高まりま
す。
　少々の動きにも対応し、ぼけ
画像を補正して、診断可能な程
度までMRIの画質を上げるた

　「今、動きについていろいろ
な状況を想定した計算機シミュ
レーションの段階です。これを
さらに良い画像に近づけるよ
う、いろいろな要因を最適化し
ていく必要があるでしょう」

　2次元ラジアルスキャンMRI
は、患者の周囲を0度から360度
と回転しながらデータを収集す
る。画像再構成のひとつに、は
じめに解を仮定し、繰り返し計
算によって真の解に近づける逐
次近似法がある。逐次近似法は
核医学に用いられてきたが、発
展してOS－EM法やDRAMA法
などの高速演算法が開発され
た。これらは例えば360度につ
いて128方向の放射状のデータ
が収集された場合、データをい
くつかの組に束ねて（サブセッ

URL ◎ http://www.metro-hs.ac.jp/rs/sinohara/

の考えをデータ収集に応用する
ことで動きの補正ができる可能
性があります。そして、将来、
3次元MRI計測法へと発展させ
たいと思っています」

トで360度全体をカバーするよ
うな ‶サブセットラジアルス
キャンMRI” を考えている。「1
本ずつ順にデータ収集する2次
元ラジアルスキャン法では動き
の補正が難しいが、画像再構成

1

ーMRIの診断能の向上を目指してー
MRIの3次元計測法による被写体の動き補正 

首都大学東京大学院
人間健康科学研究科放射線科学系 教授

篠原広行

3

kx

ky
kz

3次元MRI計測法2

2

3次元MRI計測

kz

kx

kykx

ky
kz

↓3次元
ラジアルスキャン法

↑3次元
フーリエ変換法

→ 限定した動きに対してのみ補正が可能

4
X-Y平面（Axial）Y-Z平面（Sagital）X-Z平面（Coronal）

ETL= 30×30

Blade = 48
平行移動：
-5～5 pixel
回転移動：
-5～5 °

３次元MRI計測法２の再構成画像
補正なし

補正あり
 RMSE＝14.70

RMSE  ＝5.33

5

まとめまとめ

■直方体状に3次元空間を原点を含みな
がらデータ収集する3次元MRI 計測法
を考案した

■提案する3次元MRI 計測法は2次元
MRI計測では補正が困難であった，ヒト
がうなずくような動きによる画質劣化を
補正できることを確認した

脳を診る最先端技術MRIにおいてラジアルスキャンを基本とした
3次元MRI 計測法を用い、データを直方体にとって動きを補正

篠原研究室
健康福祉学部 放射線学科
人間健康科学研究科 放射線科学系

健康・福祉

研究概要
動きによる画像のぼけを補正する

最近のトピックス
3次元MRI計測法によって

今後の展望
画像再構成の考えを応用した
サブセットラジアルスキャン
MRIの提案
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北一郎教授
Ichiro Kita
博士（医学）。金沢大学大学院教
育学研究科修了。東京都立大学
助手、助教授、首都大学東京准教
授を経て、08 年より現職。
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脳内神経活動からみた自発および強制運動の心理的効果

Hip
海馬

PFC
前頭前野

PVN LC
DRN

VTA

日頃の運動によって変化する脳

脳内神経活動から見た自発および強制運動の心理的効果

視床下部室傍核：CRH
ストレス反応の中枢

＜強制

縫線核：セロトニン

抑うつ症状・覚醒

自発 >強制

青斑核：ノルアドレナリン

ストレス・不安・恐怖
自発＝強制
（運動自体の影響）

腹側被蓋野：ドーパミン

多幸感・動機づけ・報酬

自発 >強制
自発

研究テーマ

キーワード

運動と情動の脳科学、環境とストレスの脳科学

ストレス、情動、覚醒、行動、自律神経

　情動、覚醒、ストレスは脳で
コントロールされている。たく
ましく生きていくために、脳は
大変重要な役割を果たしてお

連絡先 ◎ 042-677-2973
E-mail ◎ kita-ichiro@tmu.ac.jp

とで、脳の活性化やリラクゼー
ションをコントロールし、『こ
ころの健康』、こころの状態と
密接に関わる『健やかなから
だ』の維持・増進に貢献できる
よう、研究を進めている。

１ ．運動による心理的効果の脳
内神経機構
　 　ラットに自発的に運動させ
た場合と、同じ運動を強制的
にさせた場合、脳の中で活動
する箇所が異なっていた。こ
れは同じ運動でも、自分が納
得して行ったほうが、ストレ
スの緩和により効果的である
ことを示している。運動でス
トレスが解消されるといわれ
る点については、どのくらい
の運動強度がよいのか、まだ
はっきりとはわかっておら
ず、研究の余地がある。

　ヒトを始めとする生物の行動
は、脳内の多種多様な神経シス
テムが複雑に相互作用すること
によって調整されている。多く
の場合、行動の発現は無意識の
うちに感情の変化や自律神経反
応などの情動反応を伴う。また
行動の際に適度の覚醒状態でい
ることが、行動を適切に遂行す
るための重要な要因となってい
る。さらに環境要因や様々な物
理的・精神的・社会的刺激、つ
まりストレスが脳に作用するこ
とにより、その行動パターンは
変化する。
　現在、北研究室ではこのよう
な生物の行動に関わる情動、覚
醒、ストレス、自律機能の働き
について、脳科学の観点から解
明しようとしている。これらの
脳内神経機構を明らかにするこ

２ ．背景音（雑音）と学習効率
の脳内神経機構
　 　ラットに迷路を覚えさせる
過程で雑音を流し、そのとき
の脳を調べて、学習に関係す
る箇所が適切に活動していた
か、また雑音からくるだろう
ストレスに関係する箇所が、
過剰に反応していないかどう
かなどを研究している。
３ ．あくびに伴う覚醒反応の脳
内メカニズム
　 　あくびの元は何で、どうい
う経路で起こるのかを探るこ
とから、覚醒のメカニズムが
わかるのではないかと考えて
いる。あくびは近くにいると
うつるが、これは共感が元で
あるという説もあり、まだ謎
の部分が多い。

URL ◎ http://www.sci.metro-u.ac.jp/sport/personal/kita/kita.html

応や適応現象の脳内神経機構を
調べながら、『こころの健康』
に役立つような、きわめて自然
な刺激が見つけられないかと考
えているところです」

り、これらの脳をうまく使った
り鍛えたりするのは、今の社会
で健全な心の状態を保つために
必要である。「からだの健康は、
こころの健康と表裏一体です。
研究の展望としては、様々な刺
激や環境要因に対する生体の反

生物の行動に関わる情動、覚醒、ストレス、自律機能の働きと
環境要因による適応現象の脳内メカニズムについて、
生理学（機能）と組織学（構造）の両面から解明。

北研究室
オープンユニバーシティ 身体健康栄養
人間健康科学研究科 ヘルスプロモーションサイエンス系

健康・福祉

研究概要
人間の行動パターンを脳科学の
観点から解明する

最近のトピックス
運動と情動、環境とストレス、覚醒の
神経機構についての更なる研究

今後の展望
「こころの健康」に役立つ
̶自然な刺激̶ を探求
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西長亨准教授
Tohru Nishinaga
工学博士。京都大学大学院工学
研究科博士課程修了、京都大学
化学研究所助手を経て、05 年よ
り現職。

伊與田正彦教授 高瀬雅祥助教
Masayoshi Takase
理学博士。京都大学大学院理学
研究科博士課程修了。ドイツ・フ
ンボルト財団研究員などを経て、
08 年より現職。

Masahiko Iyoda
理学博士。大阪大学大学院理学
研究科博士課程修了、大阪大学
理学部助手、大阪大学理学部助
教授、東京都立大学教授を経て、
05 年より現職。

超分子（弱い相互作用によって分子が規則的に
並んだ集合体）を用いるナノサイズの分子導線

絶縁コーティングされたナノ電線
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直径数ナノメートルの巨大な単分子リング中を
電子が動く

超分子相互作用と磁場相互作用を使うと、ナノ
繊維を強磁場中で並べることができる

研究テーマ

キーワード

導電性超分子ワイヤーおよびナノファイバーの形成と機能

分子導線、導電性ミクロファイバー、超分子ナノワイヤー

か、基礎的な部分を調べている
段階です。『電気導電性を示す
ねじれた超分子テープ』と『蛍
光特性を持ったミクロリング』
も最近の成果として得られまし
た」

　「導電性ナノファイバーに、
外部から酸化物の蒸気や光など
をあてると電気を流して、それ
をやめると電気が流れなくなり
ます。スイッチのようにON／
OFFができ、将来的にはナノ
デバイスとかナノスイッチに組
込んで利用することも可能にな
るでしょう。実際の応用につい
ては、まだまだ改善の余地があ
るので、今後もさらに研究を進
めていきます。また、蛍光特性
を持ったミクロリングの大量合
成も可能にしたいと思います」
　ナノテクノロジーの世界にお

連絡先 ◎ 042-677-2547
E-mail ◎ iyoda@tmu.ac.jp

た有機分子は、酸化力をもつ少
量の薬品を添加すると電気伝導
性を示すようになりました」さ
らに、絶縁被膜を持つナノ導線
も作成し、電気伝導性について
も研究している。
　導電性の有機材料は、工業的
な観点からいくつかの大きな利
点がある。その1つが柔らかさ
である。無機物質よりも分子構
造がフレキシブルで、いろいろ
な形をとるため自由に加工・成
形できる。しかも金属のように
電気を流すため、高性能な電子
材料の候補として期待されてい
る。これがナノサイズの素材と
して実現すれば、工業的に飛躍
的な展開が望める。「私たちの
研究は、まだ初期の段階です
が、今後、ナノテクノロジーが
進化を遂げる中で、様々な可能
性を秘めた基礎研究として役立
つでしょう」　

　いくつかの有機分子が重なり
合って、1つの集合体になる化
合物を超分子という。伊與田
研究室は、その超分子を使っ
て『ナノサイズのワイヤー』や
『ミクロサイズのファイバー』
を作る研究をしている。
　分子が、カッチリと3次元の
構造できれいに並ぶ状態を結
晶、逆に形の定まらない無定形
の状態を非晶質という。ワイ
ヤーはその中間的な存在で、あ
る規則性を持った1次元の状態
である。そのワイヤーを超分子
化学的手法を用いて作ることに
より、有機分子でありながら電
気伝導性を持たせることに成功
した。
　「有機物は、金属などの無機
物と違い、本来、電気を流しま
せん。しかし、この研究で使っ

　「ナノサイズのワイヤーを、
強い磁場の中に入れると、『ナ
ノファイバー』として一方向に
並べることができました。ナノ
サイズのものを思い通りに並べ
るのは極めて難しく、研究者が
苦労している点で、まだあまり
報告例はありません」目に見え
ないナノサイズのワイヤーを並
べ、ファイバー構造の形成まで
達成したことは、新しい化学の
潮流となる画期的な成果であ
る。
　「超分子は、重なって1つの
集合体を形成しているので、溶
かすと元に戻る特徴がありま
す。それが、ある条件の下では
分子の相互作用によって集ま
り、ワイヤー状になったり、リ
ングになったりします。どう
してそのような構造体になるの

URL ◎ http://www.sci.metro-u.ac.jp/chem/org

連絡先 ◎ 042-677-2546
E-mail ◎ nishinaga-tohru@tmu.ac.jp

連絡先 ◎ 042-677-2541
E-mail ◎ mtakase@tmu.ac.jp

けるワイヤー電線の発見は、将
来的に暮らしを支えるテクノロ
ジーの一端を担うことが大いに
期待される。

ナノテクノロジーの世界には存在しなかったワイヤー電線を発見。
新技術の芽として、次世代を担う電子材料の可能性を拡げる。

伊與田研究室
都市教養学部 理工学系 化学コース
理工学研究科 分子物質化学専攻

ものづくり・バイオ

研究概要
超分子の特徴を生かした研究を
ナノサイズで展開

最近のトピックス
新技術の芽となる
画期的な研究成果

今後の展望
ナノテクノロジーの将来へ向けて
さらなる可能性を追求
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浅野素子准教授
Motoko Asano
理学博士。東京工業大学大学院
博士課程修了。東京工業大学助
手を経て、06 年より現職。

杉浦健一教授 山下健一助教
Ken-ichi Yamashita
博士（工学）。東京大学大学院博
士課程修了。07年より現職。

Ken-ichi Sugiura
博士（理学）。総合研究大学院大
学卒業。大阪大学産業科学研究
所助手、東京都立大学助教授を
経て、05 年より現職。

ポルフィリン、ヘム、クロロフィルの分子構造。ポルフィリン分子の中央
の「M」は金属を意味している。ポルフィリンは、鉄やマグネシウムをはじめ、
多くの金属元素と結合を作ることが出来る。

分子Aと分子 Bの分子構造。分子Aには、21個ものポルフィリン分子
が含まれている。一方、分子 Bは四つのポルフィリンを環状に配列させて
いる。

N

NN

N
M

N

NN

N
Fe

HO2C CO2H

N

NN

N
Mg

Me

Me

Me

O
OMeO

Me

Phytyl
O O

ポルフィリン

ヘム クロロフィル

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N
N N
NM N

N N
NM N

N N
NM

N
N N
NM

N
N N
N
M

N
N N
N
M

N

NN

N
M

Ar

Ar
N

N

N

N
M Ar

Ar

N

N N

N
M

Ar

Ar
N

N

N

N
MAr

Ar

分子A
分子B

研究テーマ

キーワード

光合成に学ぶ光機能性材料・素子の開発

光合成、クロロフィル、ポルフィリン、ナノサイエンス、光励起状態

くのクロロフィルが必要なの
か？”、あるいは、“なぜ、クロ
ロフィルは環状に配列しなけれ
ばならないのか？” について
は、答えが用意されておりませ
ん」これらの理由を明らかにす
ることが出来れば、効率良く光
を集める分子を手にすることが
出来るでしょう。そのような分
子を、例えば既存の太陽電池と
組み合わせることができれば、
その発電効率を大幅に向上させ
ることも不可能ではない。

連絡先 ◎ 042-677-2550
E-mail ◎ sugiura@tmu.ac.jp

う共通の分子を用いて酸素呼
吸、あるいは光合成という生命
活動を維持しているのです。
　ポルフィリン類は生物の重要
な機能を担っているため、しば
しば、「生命の色素」と呼ばれ
ております。
　「いくつかの理由から、私た
ちは、「生命の色素・ポルフィ
リン」を使って半導体素子のよ
うな電子機能材料が出来るので
はないかと考え、研究を開始し
ました。また、ポルフィリン自
身は有機化合物ですが、分子の
中央に金属元素を導入すること
が可能です。ヘムでは鉄が、ク
ロロフィルではマグネシウムが
結合しています。従いまして、
ポルフィリンを研究することに
より、全く新しい無機化学、あ
るいは有機化学と無機化学の垣
根を取り払ったような研究を拓
くことが出来るのではないかと
期待しています」

　有機化合物は炭素原子を基本
とした物質であり、医薬品やプ
ラスチックのように、私たちの
日常に欠かすことが出来ません。
　「私たちは、ポルフィリンと
呼ばれる紫色の色素分子に注目
しております（図参照）。哺乳
類の血液が赤色であることは御
存知でしょう。この赤色は、ヘ
ムと呼ばれる分子に由来してい
ます。ヘム分子は酸素と結合す
る能力を持っており、血液の流
れに従って体の隅々まで酸素を
運搬します。実は、ヘムの基本
骨格がポルフィリンなのです」
　植物の光合成を司っている葉
緑体の中の緑色の色素・クロロ
フィルも、ポルフィリンの一種
であることは、大きな驚きで
す。動物と植物、全く異なった
生物がともにポルフィリンとい

　研究の端緒を開くために、ま
ず、クロロフィルが活躍してい
る光合成に注目した。植物が光
合成を行う際には、3つのステ
ップを経ることが知られてい
る。まず、クロロフィルが光を
集める［ステップ1］、集めた光
をイオンに変える［ステップ
2］、変換されたイオンを用いて
二酸化炭素と水を酸素と糖に変
換する［ステップ3］です。
　この分野のこれまでの研究か
ら、［ステップ2］と［ステップ
3］については、詳しい事柄が
明らかにされつつある。「私た
ちは、未解明の部分が多い［ス
テップ1］に注目しました。こ
の機能は、多数個のクロロフィ
ルが環状に配列した構造により
実現されていると言われていま
す。しかしながら、“なぜ、多

URL ◎ www.sci.metro-u.ac.jp/chem/in1/

連絡先 ◎ 042-677-2549
E-mail ◎ motoko@tmu.ac.jp

連絡先 ◎ 042-677-1111（内 3567）
E-mail ◎ yamashita-kenichi@tmu.ac.jp

す。現在までに、分子Aや分子
Bを合成するための実験条件の
詳細を明らかにすることに成功
しており、次のステップとし
て、「なぜ、クロロフィルは植
物の中で環状に配列するの
か？」という問いかけを明らか
にするような実験を計画してい
ます」

　前項に記した「ステップ1」
のキーワードは、①多数個のク
ロロフィルが、②環状に配列し
て機能を発現する、と二つに分
けることが出来る。「そこで、
①と②の条件を満たした新しい
人工分子AやBを合成しました。
分子Aには、合計21個のポルフ
ィリンが含まれております。ま
た、分子Ｂでは、四つのポルフ
ィリンが環状に並んでおりま

生物が織り成す完全無欠な生体化学反応を手本とし、
生命の色素・ポルフィリンを用いた電子素子実現を目指す。

分子物質化学専攻・無機化学研究室
都市教養学部 理工学系 化学コース
理工学研究科 分子物質化学専攻研究

ものづくり・バイオ

研究概要
生体物質の構造にヒントを求め、自然を
凌駕できるような分子の合成を目指す

最近のトピックス
完璧な分子マシンとして
機能する光合成機能部位に注目

今後の展望
自然に学び、自然を超える
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L-アラニンの円二色性スペクトルの精密計算

理論計算によりシミュレ
ートしたスペクトルは実験
値をよく再現し、各ピーク
の由来を精密に予言

各ピークの由来から、アラニン
の光を当てた時の反応経路が予
測される

イミダゾール

ヘム

プローブ分子
NMR観測

ヘムの単純モデル ヘム蛋白モデル系

配位子効果

周辺蛋白効果近接アミノ酸効果

波田雅彦教授
Masahiko Hada
工学博士。京都大学工学研究科
石油化学専攻修了。
京都大学助教授、東京都立大学
教授を経て、05 年より現職。

単純モデル系から実在系までの様々な近似モデルによって物性
を計算

スペクトルピークの由来を調べることによって、アミノ酸の光化学反応のメカニズムを理
論的に予測することが可能に

研究テーマ

キーワード

物質と電磁波の相互作用に関する電子状態理論

量子化学計算、分子軌道計算、電子状態理論、励起状態、
核磁気共鳴、分子発光、円二色性、施光度、キラリティー、
アミノ酸、ヘム蛋白、相対論効果

　このほかウラン、水銀等の重
い原子物質・超原子物質を計算
するために、相対論を考慮した
計算手法を開発中。「重原子物
質は、原子と原子核の引力が強
く、原子が非常に速く原子核の
周りを動くので、相対論が必要
になります。この研究では、相
対論を含めた新しい理論を構築
し、重原子・超重原子を含む化
合物の分子物性を完全な精度で
計算する理論の開発に取り組ん
でいます」

連絡先 ◎ 042-677-2554
E-mail ◎ hada@tmu.ac.jp

磁気共鳴は、MRIなど医療用イ
メージングに使われている。
　「私たちの研究室は、物質と
電磁波の関係について、ミクロ
な分子レベルで理論的に解析す
る研究を行っています。理論的
解析では、実験や観測を実施せ
ずに、数式やコンピュータによ
る計算によって、物質の種々
様々な性質を再現したり予測し
たりします。そのため、コン
ピュータ化学とか計算化学とも
呼ばれることがあり、実験が不
可能である不安定な分子や未発
見の新規物質の性質を予測する
ことに力を発揮します」
　波田教授は、計算化学の分野
において「Gaussian03」という
分子計算ソフトの開発に協力し
ている。非常に汎用性が高く、
約9割以上の化学者に愛用され
る最強の分子計算ソフトとし
て、量子的化学原理解明の実現
をサポートしている。

　物質や材料に電磁波を当てる
と、電子がどのような状態で動
くのか解析することにより、分
子の性質や形、どんな化学反応
を起こすのかがわかる。波田研
究室では、物質と電磁波の相互
作用に関する電子状態を理論的
に解析する電子状態理論を主に
研究対象として展開。物質と電
磁波の関係は、理論的に奥深く
容易にはかり知れないが、同時
に極めて日常的な現象でもあ
る。身近な例として、人間の視
覚は、眼の網膜中に存在するレ
チナールと呼ばれる分子が、電
磁波の一種である光を吸収して
構造変化することから始まる。
電子レンジは、マイクロ波と呼
ばれる電磁波を植物中の水分子
に照射して温度を上昇させる。
原子核に電磁波を照射する核

　今まで、分子計算をする場
合、水の分子といった小さな
分子が対象だったが、最近で
は、DNAの二重螺旋など非常
に大きな分子を計算できるよう
になった。「右手を鏡に写すと
左手になるように、鏡像と実像
が異なることをキラルと言いま
す。このキラルな化合物を解析
するためには、円二色性（CD
＝Circular Dichroism）スペク
トルを測定しなければなりませ
ん。そのキラルなアミノ酸の円
二色性スペクトルや、生体の中
にある金属錯体酵素の核磁気共
鳴スペクトルを、従来より格段
に精密に再現することに成功し
ました」現在、その巨大分子を
計算できるプログラム作成のた
めに、文部科学省の支援を得て
取り組んでいる。

URL ◎ http://www.metro-u.ac.jp/~hada

　「今後も現在進めている研究
を続けて完成させるとともに、
短時間で崩壊する超重原子を含
む物質の化学的性質を予測した
いと思います」また、生命体の
ホモキラリティー（地球上の全
生物に共通してタンパク質は

L－アミノ酸のみから、核酸中
はD－（デオキシ）リボースの
みから構成されている）の起源
を解明したいという。「なぜ生
体分子においてこのようなホモ
キラリティーがあるのかについ
ては、まだ解っていません。そ
の究明に取り組みたいと思って
います」

計算化学の視点から、分子物性の精密計算法を開発。
化学者が使いやすい解析方法を導いて開発研究の
バックグランドを支える、化学理論の構築をサポート。

波田研究室
都市教養学部 理工学系 化学コース
理工学研究科 分子物質化学専攻 

ものづくり・バイオ

研究概要
物質と電磁波の関係について
計算化学の手法で理論的に解析

最近のトピックス
生体関連の巨大分子について
従来より飛躍的に高精度な計算を実現

今後の展望
巨大分子や重原子の理論完成と
ホモキラリティーの起源究明を目指して
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村上哲明教授
Noriaki Murakami
理学博士。東京大学大学院理学
系研究科博士課程修了。東京大
学理学部助手、京都大学理学研
究科助教授を経て、06 年より現
職。

植物分類学の草分け牧野富太郎博士と、
博士が採集して新種として発表したヤマトグサの標本

同じ木に繁殖するシダでも、上部に生えているもの
と下部に生えているものは同じように見えても、違う
遺伝子を持っている別の種であった。

研究テーマ

キーワード

野生植物・野生菌類（キノコ類）の
遺伝子情報に基づく分子分類

DNA、遺伝子、種（しゅ）、分子分類、種の同定

最近、中毒になった人がいると
いう話があります。そのキノコ
の中にも、毒があるものとない
ものがあって、たまたま毒があ
るものが増えていたり、人間の
目にとまりやすい所に生えるよ
うになっていたりしている可能
性があるのではないかと考えて
います」

連絡先 ◎ 042-677-2424
E-mail ◎ nmurak@center.tmu.ac.jp

取る技術が発達し、人間の遺伝
子情報はすでに読み取られてい
る。同様に、野生植物の一部の
遺伝子情報を得ることも可能
だ。その技術を使い、野生シダ
植物の1つの種類の中に複数の
種類が含まれていないかを研究
している。

　野生のシダ植物の遺伝子解析
を進める中で、これまで同じ種
類だと考えられていたものに大
きく異なる遺伝子をもつものが
含まれていた。1種類の中に30
もの違う遺伝子をもったシダが
確認されている。
　「違う遺伝子を持ったシダの
場合、同じ地域に生えていて
も、山の高い所と低い所に分か
れて生育しているものもありま
した。また、1本の木に生えて

　今、遺伝子情報を使って種を
同定するプロジェクトが動き始
めている。これまで形で区別し
ていた植物の種類を、遺伝子で
区別しようという研究だ。
　「私たちの研究室では、野生
植物を遺伝子レベルで解析する
研究に力を入れています。私の
専門のシダは花をもたないの
で、葉の形などで種が区別され
ていました。現在認識されてい
るシダだけでも世界に1万種く
らいあります。シダ学者は、そ
の2倍くらいの種類しか存在し
ないと思っていたのです。しか
し、遺伝子レベルで解析する
と、これまで同じ種類だと認識
されていた中にいろいろな種類
が含まれていることが明らかに
なりました」
　現在では、遺伝子情報を読み

いるもので、片方は木の高い所
につき、もう片方は低い所につ
いていた種類もありました。今
までは同じ種類だと考えられて
いたためにわからなかったこと
ですが、遺伝子の違いによって
ちゃんと住み分けていることが
明らかになったのです」
　シダ植物の1群だけが上記の
ような特異な性質を持っている
のかもしれないと、いろいろな
シダ植物を調べたところ、他の
シダ植物でも同じような結果が
得られた。シダ植物は1つの種
が広範囲に分布するとされてい
たが、そうではないことがわか
ったのだ。
　「キノコも同じではないかと
調べてみると、やはり同種類の
キノコとされていたものに大き
く違う遺伝子を持っているもの
がありました。例えば、スギヒ
ガタケというキノコは毒を持っ
ていないとされてきましたが、

URL ◎ http://wwwmakino.shizen.metro-u.ac.jp/herbarium/index.html

て探せば、もっと効率よく探索
できる可能性があります。遺伝
子が似ているものは似た性質を
持っている可能性が高いのです」
　伝統的な研究と先駆的な遺伝
子研究を組み合わせた村上教授
の研究は、今後、医療や食品と
のコラボレーションが考えられ
ている。

　医療分野では、新薬の発見に
つながる野生植物の薬効成分に
期待が集まっている。
　「単に植物の薬効だけを求め
て探すのではなく、遺伝子情
報、種の情報とカップリングし

野生植物や菌類には形だけでは種を決められないものも少なくない。
異なる種は、形は似ていても遺伝子は異なるのが通常なので
遺伝子情報を用いて種を区別し、同定する。

村上研究室
都市教養学部 理工学系 生命科学コース
理工学研究科 生命科学専攻

ものづくり・バイオ

研究概要
種の同定が困難な野生植物を
遺伝子レベルで解析

最近のトピックス
同種と考えられていたシダが遺
伝子の違いで住み分けがされて
いることを究明

今後の展望
医療・食品関連の研究との
コラボレーションに期待
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渡部泰明教授
Yasuaki Watanabe
工学博士。東京都立大学大学院
工学研究科修士課程修了。東京
都立大学助手、助教授、首都大学
東京准教授を経て、07年より現
職。

佐藤隆幸助教
Takayuki Sato
博士（工学）。長岡技術科学大学
大学院博士課程修了。東京都立
大学助手を経て、05年より現職。

五箇繁善助教
Shigeyoshi Goka
博士（工学）。東京都立大学大学
院工学研究科修士課程修了。東
京都立大学助手を経て、05 年よ
り現職。

関本仁教授
Hitoshi Sekimoto
工学博士。東京都立大学大学院
工学研究科修士課程修了。東京
都立大学助手、助教授、教授を経
て、05 年より現職。

試作したCPT原子発振器の周波数安定度

1.0E-12

1.0E-11

1.0E-10

1.0E-09

1.0E-08

0.1 1 10 100 1000 10000 100000 1000000

周
波
数
安
定
度
（
ア
ラ
ン
分
散
）

τ [s]

水晶発振器（TCXO）

セシウムCPT発振器

セシウムガスセルのCPT測定

7.58

7.59

7.60

7.61

7.62

7.63

7.64

7.65

-20000 -15000 -10000 -5000 0 5000 10000 15000 20000

透
過
光
強
度
（
D
C
）
[V
]

Δf [Hz]

• 中心周波数は4.59632534GHz  (+9.5kHz)• 中心周波数は4.59632534GHz  (+9.5kHz)

研究テーマ

キーワード

現代社会を下支えする精密周波数発生とその応用技術（圧電デバイ
ス、電子計測、原子周波数標準および生体医用工学に関する研究）

精密周波数、圧電振動子、振動解析・計測、レーザー計測、原子標準器、超音波診断

　現在、超小型高安定原子発振
器の研究では長期安定度の値を
とって、10-12のオーダーに入る
ことが確認できた。次のステッ
プでは、低消費電力、高安定化
の課題をどうクリアにするかに

連絡先 ◎ 042-677-2758
E-mail ◎ sekimoto@eei.metro-u.ac.jp

て設計時に必要になる振動解析
法、エッチングによる形状加工
技術、レーザシステムによる超
高速モード画像化システム等の
研究をしています」

　これまでの研究を発展させ、
安定度を上げるために原子発振
器の開発を始めた。第1段階と
してモバイル機器やコンピュー
タの中に入るくらいの大きさの
ものを作ろうとしている。最終
的には腕時計に入れられるくら
いの原子発振器を作ろうと研究
を進めている。
　「従来の方法では、量子部だ
けで3～4cmぐらいの大きさに
なってしまい、それではとても
携帯電話には入りません。測定
器に入れることも厳しかったの
ですが、もっと小さくできれ
ば、ポータブルな測定器に入れ

　「私たちの研究室では、圧電
デバイス工学を中心として計測
工学、電子回路、生体医用工
学、原子標準に関する研究を行
っています」
　携帯電話やインターネットを
自由に使えるようにするには、
正確な周波数を発生する装置が
必要である。もっとも身近なも
のでは携帯電話や腕時計に使わ
れている水晶振動子がある。
　水晶は電圧性質を持ち、水晶
自体の機械的振動と外部から加
えられた電圧を相互に変換する
ことができる。この性質を利用
して水晶の正確な超音波機械振
動を電気の波として取り出し、
さらに電子回路と組み合わせ
ることで正確な周波数を作り出
す。
　「私たちは、水晶を中心とし

て12桁ぐらいの精度が取れるよ
うになればいいと考えていま
す」
　この開発ではCPT（Coherent 
Population Trapping）を使っ
た原子発振器に期待が集まる。
CPTは、1つの原子に2つの波
長を同時に当てると透明化とい
う現象が起こり、その現象を利
用すると10-12ぐらいの周波数安
定度が確保できる。
　「CPTを使う利点は、共振
器が必要なく、レーザー、セ
ル、受信部だけで収まる点で
す。実際には1cm角ぐらいの大
きさになるのではないかと考え
ています」
　測定器に収納できるくらいの
超小型高安定原子発振器が実用
化されれば、今後、情報通信や
医療分野でのマーケットがさら
に広がるだろう。

URL ◎ http://www-esys.eei.metro-u.ac.jp/jpn.html

連絡先 ◎ 042-677-2757
E-mail ◎ y.watanabe@ieee.org

連絡先 ◎ 042-677-2768
E-mail ◎ goka@eei.metro-u.ac.jp

連絡先 ◎ 042-677-2768
E-mail ◎ takayuki@eei.metro-u.ac.jp

ついて検討を続けていく。
　「原子発振器が身近なものに
なれば、例えば、携帯電話の電
波の使える領域が広がり、GPS
を内臓した装置は見通しの良く
ない場所でも測位することがで
きます。今の現実的なところで
は、測定器に入れることで周波
数カウンターの精度が驚異的に

上がります。10-12が保証されて
いることがとても重要なので
す」

CPT技術を利用した超小型高安定原子発振器を開発し、
精密周波数を基軸として高度情報社会、医療を支える
工学分野を幅広くカバー。

関本・渡部・五箇・佐藤共同研究室
都市教養学部 理工学系 電気電子工学コース
理工学研究科 電気電子工学専攻

ものづくり・バイオ

研究概要
水晶の性質を利用して正確な超音波
機械振動、正確な周波数を作り出す

最近のトピックス
CPT技術を利用した超小型高
安定原子発振器を開発

今後の展望
原子発振器を身近なものにし
測定器の精度を飛躍的に上げる
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中村成志助教
Seiji Nakamura
01年山口大学大学院工学研究
科博士後期課程修了。博士（工
学）。東京都立大学助手を経て、
05 年より現職。

奥村次徳教授
Tsugunori Okumura
73 年東京大学大学院工学系研究
科博士課程修了。工学博士。東京都
立大学助教授、IBMワトソン研究
所客員研究員、東京都立大学教授
を経て、05 年より現職。

MEMSの基本構造形成プロセスとデバイス応用

10μm

図１　高剛性シリサイド支柱をもつ中空構造形成プロセス概略図

図２　高剛性シリサイド支柱をもつシリコン
　　　中空構造の電子顕微鏡写真

図３　中空構造部分の拡大図

MEMS（Micro Electro Mechanical Systems）の可動部分を形成するのに最も基本的な構造である
中空構造について，先行技術の課題点を解決するような構造および形成プロセスを構築する．

目標
・GaN 高周波トランジスタ実現
　→　ゲート絶縁膜，素子間分離膜
・リセス構造やメサ構造による高性能化
　→　低損傷なプラズマ加工プロセスの実現
・GaNのナノ構造形成
　→　バイオチップなどへの応用

図２　作製したGaAs上の
　　　300nm 径のNi ドット

図１　原子1個1個を見る装置（STM ）
　　　を使って半導体をナノ加工

20nm

図３　作製したGaAs上の数nm径の孔

窒化物半導体の次世代電子デバイス応用に関する研究

研究テーマ

キーワード

化合物半導体デバイス構造のウェット加工プロセス
技術の開発

砒化ガリウム、窒化ガリウム、高周波半導体デバイス、
結晶欠陥の高感度測定と制御、MEMS

をシリコンで全て作れば、小型
化が実現し、一体化されるので
信頼性も上がる。溶液を使う
と、シリコンの特定の面がきれ
いに現れる。自然な方法で削る
ことができ、結晶固有の面がき
れいに出やすいために、無損傷
で平衡性の良い形を作ることが
できる。
　MEMSは医療・バイオMEMS、
パワーMEMS、センサMEMS、
RF-MEMS、光MEMS等、いろ
いろなアプリケーションが考え

連絡先 ◎ 042-677-2760
E-mail ◎ okumura@ecomp.metro-u.ac.jp

に適応しづらく、ナノメートル
領域の制御性・再現性などに課
題が残っている。「私たちの研
究室では、古くからあるウェッ
トプロセスの一つであるメッキ
で直接半導体にナノメートルサ
イズの電極を形成する方法や、
結晶にダメージを導入しないウ
ェット加工プロセスについて研
究しています」
　ドライプロセスでは半導体表
面から深い領域まで結晶にダメ
ージを及ぼし、電子デバイスの
特性を劣化させ、設計通りの特
性を引き出せないことに着目し
て研究・開発を行っている。

　今後の発展が期待されている
のが、半導体微細加工技術を用
いて作製された機械部品と電子
回路を集 積 し た シ ス テ ム
（MEMS：Mi c r o  E l e c t r o 

　半導体の加工プロセスは，加
工寸法が1μm（マイクロメー
トル）をきるnm（ナノメート
ル）となった現在、プラズマや
イオンビームなどを用いたドラ
イプロセスが主流である。しか
しながら、ドライプロセスでは
高エネルギーのイオンが激しく
衝突することにより半導体結晶
が破壊され、デバイス特性を劣
化させてしまうといった問題が
あり、デバイスサイズが小さく
なるほどこの問題が無視できな
くなってきている。一方、古く
からある加工プロセスとして、
酸やアルカリ性の溶液との化学
反応により半導体を溶かして削
るウェットプロセスがある。こ
の方法は、半導体結晶にダメー
ジを与えずに加工できる長所が
あるが、耐薬品性の高い半導体

Mechanical Systems）の研究で
ある。半導体で培われてきた微
細加工技術を使って、電子デバ
イスを作製するだけではなく、
動く部分も一緒に作製するとい
うのがMEMSの概念で、機械・
電気・光・化学等の異分野技術
との融合によって新たな応用分
野を切り開くことが可能であ
る。これまでにない機能を発現
できる構造の提案・解析や精密
な構造をウェットプロセスによ
り形成する手法を研究・開発し
ている。
　例えば、携帯電話には特定の
周波数を使用しているため、機
器の中には周波数の基準になる
発振器が必要になる。現在は水
晶の結晶を振動させ、その振動
の周波数を基準にしているが、
水晶は半導体ではないために、
電子回路を別に作って水晶の機
械的な振動と結びつけて周波数
の基準素子を作っている。それ

URL ◎ http://ee-serv.metro-u.ac.jp/faculty/labs/electronic-devices.html

連絡先 ◎ 042-677-1111（内 4345）
E-mail ◎ s_naka@ecomp.metro-u.ac.jp

ある絶縁膜上極薄シリコン
（SOI：Silicon on Insulator）基
板をベースに、溶液を使って立
体構造、あるいは中空構造を作
るアプローチをしている。ま
た、光電気化学的手法による窒
化物半導体デバイス無損傷形成
法の開発も手がける。無損傷に
nm単位で削ったり、金属電極
を形成したりといった制御を
し、信頼性の高い次世代高出
力・高周波電子デバイスを作製
する。

られている。

　「私たちの研究は、集積回路
で培われて加工技術、製造技術
をベースにしています。今後
は、次世代シリコン基板である
SOIを基にした立体・中空構造
形成手法や、次世代半導体であ
る窒化ガリウムの無損傷加工プ
ロセスについて研究を進めてい
きます」次世代シリコン基板で

化合物半導体デバイス構造において、
古くて新しいウェット加工技術を開発。
次世代の半導体母材（SOI）を使ってnm単位の構造加工を目指す。

電子デバイス工学研究室
都市教養学部 理工学系 電気電子工学コース
理工学研究科 電気電子工学専攻

ものづくり・バイオ

研究概要
古くて新しいウェットプロセス
で半導体を無損傷加工

最近のトピックス
動的要素と知的要素を合体させ
た微小電気機械システム

今後の展望
次世代半導体デバイスの無損傷
形成プロセスの研究・開発
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若山修一准教授
Shuichi Wakayama
工学博士（東京大学）。東京大学
大学院工学系研究科修士課程
修了。
東京都立大学助教授を経て、05
年より現職。

ディスクオンロッド試験の概要

人工股関節
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研究テーマ

キーワード

マイクロクラックの動的検出に基づいた
材料の長期信頼性保証

マイクロクラック、アコースティックエミッション、
高温構造用セラミックス、生体材料

用が考えられる。

　生体内の骨格系等、医療への
応用を視野に入れて、疲労骨折
の早期診断に繋がる研究に取り
組んでいる。
　「徐々に損傷が蓄積して骨折
に至る疲労骨折や、回復が遅れ
る年配の方の骨折などを未然に
防ぐために、AEを用いた検出
法に取り組んでいます。骨の音
を取って危険度が察知できれ
ば、骨折を回避することができ
ると考えたわけです。現在、牛
の骨を利用して試験片を作り実
験を重ねています。今後も、広
く医療分野への貢献を目指し
て、信頼性の高い技術の開発に
向け研究を続けていきます」

連絡先 ◎ 042-677-2714
E-mail ◎ wakayama@ecomp.metro-u.ac.jp

きて、それが徐々に蓄積し最終
的に壊れていく。「セラミック
スは優れた強度を持っています
が、金属と違い、小さな傷が入
ってしまうと割れてしまうのが
欠点です。しかし、目に見えな
いマイクロクラックをきちんと
捉えて、傷がないことを確認で
きれば、様々な材料として金属
以上に能力を発揮します」
　セラミックスの破壊をAEに
よって正確に捉える研究成果が
高い評価を受け、数年前より民
間企業と人工関節の共同研究に
取り組んでいる。

　現在、人工関節の材料は、約
8割を金属が占めている。「セラ
ミックスは金属より生体適合性
に優れています。腐食にも強
く、人工関節の材料としてあま
り体に影響を与えない利点があ

　材料が変形したりき裂が生じ
たりする際に発生する超音波現
象をアコースティックエミッシ
ョン（AE）という。その現象、
つまり材料の悲鳴を検出する手
法が、アコースティックエミッ
ション（以下略、AE）法であ
る。地滑りの予測、ダム、石油
タンク、建物、飛行機、自動車
等、製品や設備の安全性や信頼
性を高めて寿命を長くすること
に役立っている。
　「AEの手法による評価対象
は多岐に及びます。その中で私
は、主にセラミックス材料の破
壊を検出・評価し、事故を未然
に防ぐための基礎的な研究を行
っています」
　セラミックスは、いきなり割
れそうに見えるが、マイクロク
ラック（微細なひび割れ）がで

ります。微細な傷さえ逃さず信
頼性を確保すれば、最適な能力
を発揮するのです」
　そこで、AEによる人工関節
用バイオセラミックスの信頼性
保証技術を開発し、今、製品化
へ向けて前進している。
　同時に、高温用セラミックス
の熱衝撃破壊を検出する技術も
開発した。「高温用セラミック
スが、急激な温度変化を受けた
ときに発生する小さな割れと、
熱応力（熱によるひずみによっ
て生じる、材料を破壊させる駆
動力）を検出するために、オリ
ジナル試験法を開発しました」
この技術は、ディスク全体を温
めて冷媒の役割をするロッドの
上に乗せる「Disc on Rod」と
名付けた試験法と、AEを用い
た測定装置を組み合わせ、より
正確に破壊を捉えるようアイデ
アを凝らしている。例えば、IC
基板等の強度を調べるための利

URL ◎ http://www.eng.metro-u.ac.jp/mater/

セラミックス材料の悲鳴を聴き取る、独自の試験技術を開発。
製品の高信頼性を確保する保証試験の研究を通して、
医療分野への貢献を目指す。

若山研究室
都市教養学部 理工学系 機械工学コース
理工学研究科 機械工学専攻

ものづくり・バイオ

研究概要
セラミックス材料の微細な
ひび割れを正確に検出

最近のトピックス
人工関節の信頼性保証技術をはじめ
利用が期待される高度な技術を開発

今後の展望
疲労骨折の早期診断等
医療への応用に繋がる研究を展開
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土門剛助教
Tsuyoshi Domon
工学士。東京都立大学工学部卒
業。東京都立大学助手を経て、
05 年より現職。

西村和夫教授
Kazuo Nishimura
工学博士。東北大学大学院工学
研究科前期課程修了。東京都立
大学助手、講師、助教授、教授を
経て、05 年より現職。

■近接施工図
都市部では既設構造物との近接施工が多く、周辺への影響を最小に抑えて施工する
必要がある。

■ゆるみ領域
トンネル周辺のゆるみ域を評価し、効果対費用を考慮して
合理的な対策を選択。
「赤がゆるみの大きい領域」
「左上：対策なし，右上：対策あり」
「左下：若干の対策あり，右下：さらなる対策あり」

研究テーマ

キーワード

トンネル・地下構造物の設計・施工・数値解析

トンネル、地下空間、地下構造物、設計、施工、数値解析、実験、均衡解析、耐震評価

ンネルが自然界の生態系へ及ぼ
す影響という点で、動植物の委
員会や絶滅危惧種である大鷹・
熊鷹の委員会などにも参加して
います」

　都心部では、ビルの杭から30cm
位の所を10mのトンネルが通った

連絡先 ◎ 042-677-2785
E-mail ◎ Knishi@tmu.ac.jp

ネルが求められます」
　このように山のトンネルにお
いては、実験と数値解析により
合理的な掘り方を追求してい
る。また、掘るときにどんな地
盤・岩盤が、どのような崩れ方
をするのか、それを防ぐために
どの様な支え方をするのかを研
究する。街のトンネルにおいて
は、トンネル建設時にどのよう
な力が加わるのか、沈下の影響
が地上の建物にどのように伝わ
るのか、また地震のときに地下
構造物がどのような動きをする
のか、数値解析によりシミュレ
ートする。
　「研究的レベルで緻密な解析
モデルを作るのは簡単にできま
す。でも、それでは手間もコス
トもかかり実務に向きません。
私たちは、より現場で使いやす
いように、理論と実務における
インターフェイスを主眼に研究
を進めています」

　土壌は遮へい性が強いため状
況把握が難しく、機器による探
査がなかなか効かない領域であ
る。そのためトンネルや地下構
造物を造るときは、数値解析や
シミュレートが重要な役割を担
う。また、周辺の地盤や岩盤の
強度も利用して造るため、地上
の建築構造物とは全く異なる設
計・施工方法で行われる。
　「トンネルを例に取ると、山
と街のトンネルでは研究ターゲ
ットが違ってきます。山の場合
は、周辺の地盤や岩盤を安定さ
せながら、いかに経済的に掘る
かがポイントとなり、街のトン
ネルには、地上の建築構造物や
地下を走っているライフライン
などに影響を与えないよう、安
全かつ水漏れなど維持管理にコ
ストがかからない質の高いトン

　当研究室は、トンネル・地下
構造物における、より合理的な
設計・施工方法を研究する日本
では数少ない研究室である。

　「従来のシンプルな方法で数
値解析すると、解析対象とする
地盤の広さをどの程度に設定す
るかによって、数値的なバラつ
きが発生し、結果に大きな影響
を与えます。そこで、力の分散
問題として捉えることにより、
より正確に合理的な評価ができ
ることが分かってきました」こ
れにより、様々なニーズに合わ
せて、よりグレードの高い解析
メニューを提供できる用意がで
きた。
　道路や都市計画などの検討委
員会でも、数値解析のノウハウ
が求められ、たいへん有効に生
かされている。「最近では、ト

URL ◎ http://www.eng.metro-u.ac.jp/tunnel/

連絡先 ◎ 042-677-2790
E-mail ◎ dom@ecomp.metro~u.ac.jp

活用することができます。都市
部の地上になくても良いものを
地下へ移せば、地上の空間にゆ
とりが生まれ開放感をもたせる
ことができます」
　人がより快適に暮らすため
に、地下の活用には大きな期待
が寄せられている。

り、いろいろなライフラインが
走ったりということが、今や普
通に行われている。
　「次にまた何かを作ろうとす
るとき、近くの構造物に対して
の影響や地面沈下などをきちん
と評価しなければなりません。
合理的・経済的な方法が明確に
なり、研究がさらに進めば、近
接していてもいろいろと地下を

トンネル・地下構造物の掘削から維持管理まで
人がより快適に暮らすために、地下の有効活用を目指します。

トンネル・地下空間研究室
都市環境学部 都市基盤環境コース
都市環境科学研究科 都市基盤環境工学専攻

ものづくり・バイオ

研究概要
実務レベルに即した
合理的な設計・施工方法を研究

最近のトピックス
新たな視点によるグレードの
高い解析でニーズに対応

今後の展望
地上のオープンスペース拡大により
より快適な暮らしの創造に貢献
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武藤信義教授
Nobuyoshi Mutoh
工学博士。早稲田大学大学院理工学研
究科卒、電気自動車・太陽光発電、風力
発電、燃料電池等の環境・エネルギーに
関する研究に従事。東京都立科学技術
大学教授を経て、05 年より現職。
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FRID 構造の試作車の外観 FRID EVの基本構造

太陽光パネルのアーケードで
駅と商店街を結ぶイメージ図

研究テーマ

キーワード

前後輪独立駆動型電気自動車
FRID Electric Vehicles

様々な路面下での走行性能と故障時の安全性を追求した21世紀の環境対策車
FRID：Front and Rear Wheel Independent Drive Type

溜めたエネルギーを蓄えて夜や
曇りの日に使えるようにして利用
効率を高める研究をしています」
　ダボス会議の場で福田首相
は、日本に環境宣言ができる7
都市を公募すると提言した。そ
れに応募した都市に環境都市宣
言をしてもらうという。「例え
ば、JR、駅前の商店街、関連
する市が一体となって、太陽光
発電のパネルでアーケードを作
ります。そこで溜まったエネル
ギーは、地下の駐車場に設置し
た電気自動車のスタンドに溜め
て循環できるシステムを作りま
す」
　東京都の各駅と駅前商店街を
結ぶアーケードを太陽光パネル
にすれば、大量のエネルギーを作
ることもできる。産学連携に加
え、地域住民も含めて、CO₂を出
さない生活を目指す。そのため
に、地域モデルを作って自治体に
提案していきたいと考えている。

連絡先 ◎ 042-585-8645
E-mail ◎ nmutoh@cc.tmit.ac.jp

境のもとで走れる電気自動車に
よる車社会を実現することで
す。1回の充電で200～300㎞の
走行ができれば不便さは感じな
いだろう。
　「CO₂を出さない考え方に基
づいた車を作る視点から、環境
対策車、電気自動車の開発を進
めています。次の課題は安全性
です。現在、安全性を追求しな
がら走行性能を得る視点から研
究をしています」

　電気自動車の安全性を高める
第一条件は、車の最も重要な部
分である推進力を発生させるモ
ータ駆動系の信頼性を向上させ
ることです。このためには、特
に様々な環境下で走行している
間に生じるモータ駆動系の故障
に対応できるようにしなければ
なりません」

　「私達の研究室は、環境シス
テムに関する研究をメインに行
っています。その中でもCO₂を
出さないシステムの構築をして
産業分野に役立てたいと考えて
います。特に、我が国のCO₂排
出量の20％も排出している輸送
分野に目を向け、環境対策車の
研究をしています」
　では、将来の環境対策車はど
んなものが考えられるのか。1
つはハイブリットカーのように
燃料＋電池で走る車、他には燃
料電池車もある。しかし、両方
とも問題があり、行き着くとこ
ろは既存のガソリンスタンドだ
けでなく、車の出入りする駐車
場やガレージなどに分散配置し
た太陽光発電を核とした充電ス
タンドによって何時でもクリー
ンなエネルギーを取得できる環

　次の課題としては、性能をア
ップさせること。「私達の研究室
で前後輪独立駆動型電気自動車
を開発しました。その車はフェイ
ルセーフ構造を持ち、故障したと
きの安全性が高いのです。今はそ
の実証を行っているところです」
　もう一つ、安全性を確保しな
ければならないのがブレーキ。
どんなに路面状況が変わって
も、ブレーキ性能を維持するこ
とが求められる。前後輪独立駆
動型電気自動車は、前輪と後輪
の駆動方式によって路面の状態
に応じてブレーキ制御ができ、
安全性の高さを実証してきた。

　「今後は、太陽光エネルギー
を安定的に供給するシステムの
構築に力を入れたいと考えてい
ます。例えば、団地や住宅街に
太陽光パネルを設置し、昼間に

URL ◎ http://mutohlab.tmit.ac.jp/

CO₂を出さない次世代電気自動車の開発から
太陽光エネルギーを核としたクリーンな町づくりまで
様々な産業分野に役立てる研究を展開する。

武藤研究室
システムデザイン学部 ヒューマンメカトロニクスシステムコース
システムデザイン研究科 システムデザイン専攻

ものづくり・バイオ

研究概要
環境対策車の開発をはじめCO₂
を出さない環境システムを研究

最近のトピックス
性能・安全性を確保した前後輪
独立駆動型電気自動車

今後の展望
JR・駅前商店街・自治体による
CO₂を出さない環境都市宣言を提案
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桜井毅司助教
Takashi Sakurai
博士（工学）。埼玉大学大学院博
士後期課程修了。06 年より現
職。

湯浅三郎教授
Saburo Yuasa
工学博士。東京大学大学院博士
課程修了。東京都立工科短期大
学助教授、東京都立科学技術大
学教授を経て、05 年より現職。

打ち上げに成功した日本初の高性能
ハイブリッドロケット（2001年 3月）

図（a）60Ｗウルトラマイクロガスタービン用プロパン／空気
　　　fl at-fl ame 超小型燃焼器の断面概略図
 　（b）燃焼時の様子（m4 a=0.15g/s,ϕ=0.7）

研究テーマ

キーワード

燃焼研究と推進機関の融合

燃焼、ハイブリッドロケットエンジン、ウルトラマイクロガスタービン、
極微小燃焼器、金属燃焼、水素、プロパン、二酸化炭素

めて成功した。ロケットエンジ
ンと機体の開発すべてを手が
け、なかでも特徴的だったの
が、固体燃料と気体酸素を使用
したロケットエンジンの製作で
ある。ハイブリッドロケットエ
ンジンは理論性能に優れ、推進

連絡先 ◎ 042-585-8657
E-mail ◎ syuasa@sd.tmu.ac.jp

上も前に学会講演で話した『一
家に1台小型水素ガスタービン
を』の提案は、今では現実味を
帯びています。さらに、それを
推し進めた究極の小型分散発電
UMGT（ウルトラマイクロガ
スタービン）への取り組みは、
重要な課題と言えます」

　「現在、私たちの研究室は、
①UMGT用極超小型燃焼器の燃
焼特性の解明と開発、②200W
級ガスタービン用高負荷燃焼低
NOxプロパン燃焼器の研究に
も取り組んでいます」
　研究を進める際に問題となっ
たのは、燃焼器の超小型化が進
むと、熱損失の割合が高まる点
だ。この点は研究を重ねるうち
に、燃焼負荷率を高く設定する
ことで、熱損失の割合の低下が
可能であることが新たにわかっ

　モノを「燃やす」行為は、人
類の歴史とともにある。当初は
暖をとり、外敵から身を守る手
段であったが、現代では人々の
暮らしのほとんどに「燃焼」が
絡んでいるといっても過言では
ない。
　「燃焼現象の解明と推進機関
への応用を目的として私たちが
取り組んでいる研究は、世界的
な地球環境保全のうねりを受
け、環境への配慮は、いまや欠
くべからざる要素になってきま
した」単にモノは燃やせばよい
とされてきた過去は今や遠く、
有害物質やCO₂排出削減は地球
規模の命題だ。いかに環境に、
人類に優しい「燃焼」である
かが求められる中、「これから
の燃焼研究は効率のよさと同時
に環境というファクターも満た
さなければなりません。20年以

た。
　燃焼器の極超小型化は、水素
を使用すれば比較的容易だ。一
般化するための実用性・汎用
性の観点からすれば、望ましい
のはプロパン燃料である。そこ
で、プロパンの極超小型燃焼器
の基礎的な研究に着手。その結
果、現在ではFlat-fl ame型燃焼
器を用い、燃焼負荷率3000MW
／（MPa・㎥）で安定した火炎を
形成できるまでに至っている。
　「UMGT用極超小型燃焼器
が家庭に普及することによって、
より便利で環境に優しい生活が
できるようになります。暮らし
に欠かせない科学技術の進歩
は、今後もさらに続くでしょう」

　2001年3月、北海道大樹町で
行った高性能ハイブリッドロ
ケットの打ち上げに、日本で初

URL ◎ http://exasyat5.tmit.ac.jp/

連絡先 ◎ 042-585-8693
E-mail ◎ tsakurai@sd.tmu.ac.jp

剤の貯蔵・供給システムが簡
単、コスト・環境への負荷・安
全性のいずれにおいても理想的
なロケットエンジンといえる。
　「次なる目標は、液体酸素を
用いて、小型観測機器を打ち上
げる実用性の高い小型ハイブ

リッドロケットの開発です。私
たちの場合は、液体酸素のガス
化手法が確立されれば、打ち上
げ可能な高性能ハイブリッドロ
ケットの実用化へ近づくことが
できます」

効率のよさと環境に配慮した極超小型燃焼器開発への道。
着々と進む多種多様な研究・実験を通して「燃焼研究」に真摯に取り組む。

湯浅研究室
システムデザイン学部 航空宇宙システム工学コース
システムデザイン研究科 システムデザイン専攻

ものづくり・バイオ

研究概要
環境配慮型の「燃焼研究」

最近のトピックス その1
UMGT（ウルトラマイクロガスター
ビン）と小型分散発電が導く未来

最近のトピックス その2
「ハイブリッドロケットエンジ
ンの開発」がもたらすもの
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森泰親教授
Yasuchika Mori
工学博士。早稲田大学博士課程
修了。防衛大学校教授、東京都立
科学技術大学教授を経て、05 年
より現職。

スライディングモードによる制御法（図1）

Controlled object

x

（a）k＝4の時の軌跡 （b）k＝－4の時の軌跡

スライディングモードの軌跡（図 2）

外乱

Switching Line（切換面）

研究テーマ

キーワード

離散時間予見スライディングモード制御を用いた
スピーカ振動板の広帯域振動制御

スライディングモード制御、振動制御、予見制御、スピーカ、ロバスト性、広帯域、帯域分割

いる。

　スライディングモード制御に
関しては、研究者達がいろいろ
なアイデアを出している。その
中でスピーカや自動車制御によ
りよくフィットするように理論
を直して使う。
　「倒立振子を制御対象に切換
面を動かす設計を検討していま
す。時変切換超平面という考え
ですが、それが予見スライディ
ングモード制御と組み合わされ
ると、オリジナリティのある制
御が実現するでしょう」

連絡先 ◎ 042-585-8640
E-mail ◎ ymori@cc.tmit.ac.jp

位置の状態によって切り換える
ことにする。その時々の条件を
調べ、その条件に応じて制御器
を切り換えることで、図2の黄色
い丸のように結局は切換面に到
達し、その後は切換面に拘束さ
れ動きが安定する。
　この制御の一番の特長は簡単
に設計できることである。もう
1つは、外乱やパラメータ誤差
があっても、その影響を受けず
に切換面に無理やり戻そうとす
ることである。

　「スライディングモード制御
の理論は古いのですが、10数年
前から再び見直されてきまし
た。そこで私もチャレンジしよ
うと考え、理論を修正すると同
時に、アプリケーションを中心
に研究を進めて、その中で課題

　普通の制御は、例えば部屋の
温度を25℃にしたい、今は20℃
だから5℃上がることに対して
エアコンにもっと頑張りなさい
と制御する。一方、スライディ
ングモード制御は構造そのもの
を切り換える手法だ。
　例えば、2つのフィードバック
ゲイン4と－4を与え、制御側を
u＝4x 、u＝－4xに切り換える。
これを可変構造と言い、線形の
領域を超えて非線形の制御を行
う。その結果どうなるかと言え
ば、k＝4では渦巻状に発散し、
k＝－4では図1のように複雑な
動きを示す。
　さらに、図1の構造図にもう1
つ図2のようなピンク色の切換
面を設定して、状態によって切
り換える。例えば、車の速度と

を見つけながら研究していま
す」
　現在は、自動車の四輪自動操
舵、スピーカ振動板の広帯域振
動制御にスライディングモード
制御を用いた研究を行ってい
る。四輪自動操舵は、車の軌道
が外れたときに自動で元に戻す
制御である。例えば、起こり得
る横風の数値より大きな外乱を
事前に想定し、それ以下の大き
さの風が当たっても軌道修正が
できるように設計する。実際に
横風が車に当たったときには、
車が横にぶれても元の軌道に自
動で戻す。
　他に、スライディングモード
の考えを用いたオブザーバを提
案した。オブザーバとは推定器
（観測器）で、位置・温度・圧
力・方向等を測定する際、周り
の状況情報をキャッチし、ノイ
ズ、外乱等で誤差が生じたとき
に自動で調整する機能をもって

URL ◎ http://www.sd.tmu.ac.jp/mori-lab/

スライディングモード制御を用いて自動車やスピーカ等が外乱や
パラメーター変動の影響を受けず安定的な状態で稼動する手段を設計。

森研究室
システムデザイン学部 ヒューマンメカトロニクスシステムコース
システムデザイン研究科 システムデザイン専攻

情報通信

研究概要
位相平面上に設定した切換面を
境にフィードバックを切り換え
安定的な軌道を作る手法を研究

最近のトピックス
古くて新しい理論をアプリケー
ションに合わせて改変し最適な
設計を組み立てる

今後の展望
時変切換超平面によって
オリジナリティを追求
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下村芳樹教授
Yoshiki Shimomura 
工学博士。九州工業大学工学部
卒業。三田工業、川崎重工業、東
京大学人工物工学研究センター・
サービス工学研究部門助教授を
経て、05 年より現職。

サービスCADの基本構成案 Service Explorer の実行画面

研究テーマ

キーワード

サービス工学、知識処理システム

設計支援、CAD、自律分散システム、シミュレーションシステム、メンテナンス自動化

設計を支援する道具である「サ
ービスCAD（Computer Aided 
Design）システム」の開発を
進めています。サービスを特徴
づける因子を明らかにした上
で、計算可能なサービスの表現
形式を提案し、さらにサービス
設計における設計操作の形式化
を行うこと、さらにこれに基づ
くコンピューターを用いたサー
ビス設計支援の在り方を、サー
ビスCADシステムの開発を通
じて例示する。このように我々

連絡先 ◎ 042-585-8425
E-mail ◎ yoshiki-shimomura@center.tmu.ac.jp

造がその役割であると考えられ
ていたため、モノの生産が人類
の幸福に必ずしも直結していな
いこの状況下において、工学は
実学としての新たな役割を担う
ことを求められています。

　私たちが提唱する「サービス
工学」では、実学たる工学にお
ける最も基本的な尺度である
「役に立つということ」、すなわ
ち一般的には目に見えない「価
値（Value）」をパラメーター
として可視化し、計算可能とす
ることを目指しています。従来
の工学が機能（Function）を議
論の中心としていたのに対し
て、サービス工学は、工学をモ
ノの生産手段の体系ではなく、
価値の提供手段の体系という観
点から再構築することを目指し
ています。すなわちサービス工
学は、サービスがもたらす価値

　社会の物質的な飽和状態は多
くの問題を引き起こしました。
その結果、例えば環境負荷／資
源・エネルギー消費量の低減等
の観点から、人工物の過剰な生
産を抑止することが強く求めら
れています。しかし、そのため
には同時に経済的な補償手段を
用意することが必要であり、人
工物の物質的価値だけではな
く、そのライフサイクル全体に
おけるより広い意味での付加価
値を増大することが必要となり
ます。一方、現代社会において
は、モノ（物理的製品）とコト
（サービス）の高度な統合を実
現すること無しに、社会におい
て要求されている多様な価値を
高いレベルで充足することはも
はや困難であると言われていま
す。しかし、これまでの工学で
は、モノの生産を通じた富の創

や満足を高め、またその広義の
コストを下げるための「工学的
手法」を提供することにより、
一般的その生産性が低いと言わ
れるサービス産業のためだけで
なく、人工物の創造主たる製造
業にとっての付加価値を増大す
るための新しい研究領域です。

　サービス工学は、イノベイテ
ィヴなサービスを提供する産業
の創成、既存サービスの生産性
と競争力の向上を実現するため
の手法やツールを提供するため
に、サービスの基礎的理解と設
計・生産・開発のための具体的
な工学的手法を提供するととも
に、コンピューターによるサー
ビス設計支援を確立することを
その目的としています。より具
体的には、モノ（物理的製品）
とコト（サービス）のあるべき
関係を可視化し、その統合的な

URL ◎ www.comp.metro-u.ac.jp/smmlab

は、サービスを工学というスキ
ーム上で取り扱うために、様々
な研究上のアプローチを取って
います。
　近年では、日本国内および特
にヨーロッパ圏を対象とするサ
ービス工学に関する国際共同研
究が加速しており、スウェーデ
ン、ドイツ、デンマーク、イタ
リア等の国々において、サービ
スCADを用いた様々な事例開
発が行われています。

環境への負荷を軽減しながらいかにモノを作り続けるか。
価値創出をモノからサービスへと拡大し
製造業のライフサイクル産業化を実現。

下村研究室
システムデザイン学部 ヒューマンメカトロニクスシステムコース
システムデザイン研究科 システムデザイン専攻

情報通信

研究概要
製品とサービスのあるべき関係

最近のトピックス
顧客の価値を満たす

今後の展望
サービスCAD
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大久保寛助教
Kan Ohkubo
博士（工学）。東北大学大学院博
士課程修了。秋田県立大学助手
を経て、07年より現職。

田川憲男教授
Norio Tagawa
博士（工学）。東京工業大学大学
院修士課程修了。富士通㈱、東京
都立大学助手、助教授、首都大学
東京助教授を経て、07年より現
職。

機械走査式 IVUS（血管内超音波法）

CS－USMの駆動原理。外部ロータは周波数が低いとき
に屈曲波進行方向と同じ方向に回転（通常の超音波モータ
の逆）CS－USMを用いたプローブの試作

Coiled stator Rotor

Mirror
Acoustic waveguide

Imaging transducer

研究テーマ

キーワード

血管内超音波法（IVUS）のための要素技術の開発

IVUN、超音波高調波画像化、パルス圧縮、超音波モータ、超音波伝搬シミュレーション

の漏れを軽減するためにパル
ス圧縮法が効果的に利用できる
ことを確認した。それに基づき、
送信用PZN－PT（単結晶圧電素
子）に受信用PVDFを貼り付け
た送受分離型インライン送受信
システムを考案した。

連絡先 ◎ 042-585-8416
E-mail ◎ tagawa@sd.tmu.ac.jp

る利点があります。しかし、不
均一な回転や振動による画像の
歪みが出ることが問題です。そ
こで、私たちの研究室では、超音
波振動子をプローブ先端で回転
させるための超小型超音波モー
タの研究・開発をしています」
　同時に、送信と受信を別の超
音波振動子で実現させる送受信
機構、生体組織中で発生する高
調波のシミュレーション分析技
術の開発を進めている。

　「私たちは、超小型超音波モ
ータの研究の中でコイル状ステ
ータを持つモータCS－USMを
開発しました。その過程でロー
タをステータの外側に配置して
低い周波数で駆動した場合、通
常の進行波型超音波モータの原
理とは逆向きの回転が生じるこ
とを発見しました。この現象の

　動脈硬化等の診断に有効な
IVUS（血管内超音波法）を念
頭に、超細径で高精細な画像化
が実現可能なプローブシステム
を開発・研究。IVUSとは、超
音波探触子を先端に付けたカテ
ーテルを血管内に挿入し、血管
内部から超音波を照射すること
により血管壁やその内部、血管
壁に付着したプラークからのエ
コーを画像化する方法だ。この
方法は、虚血性疾患の診断等に
有効活用されている。
　「IVUSには、1つの超音波振
動子あるいは反射用ミラーを機
械的に回転させる『機械走査
式』と、複数の振動子をラジア
ル方向に並べて電子スイッチで
切り替える『電子走査式』があ
ります。前者は後者に比べて送
信超音波のパワーを大きくでき

解明は、学術的に重要な課題で
す」
　CS－USM（コイル型ステー
タ超音波モータ）は、駆動用超
音波振動子、音響導波路、コイ
ル型ステータとロータで構成さ
れる。音響導波路に超音波振動
を与えて屈曲波を発生させる
と、導波路を通して屈曲波がコ
イル型ステータに伝搬し、コイ
ル表面の粒子が楕円運動を行
う。この表面粒子とロータが接
触することにより、一定方向の
摩擦力が働き、ロータは回転運
動を行うという原理だ。

　CS－USMの開発にあたって
は、超音波の非線形伝搬に起因
する高調波を高感度で受信する
ためにはPVDF（圧電フィルム）
を受信用振動子とするのが有効
であること、基本波の高調波へ

開発に進展が見られました」
　高度医療機器の発展が目覚し
い中、直径1mm以下のIVUS用
プローブの開発には、社会的に
大きな期待が寄せられている。

　「振動子をプローブ先端で駆
動することによって、画像に生
じる回転ぶれの影響を除くこと
ができます。また、送受分離型送
受信機構によってS／Nの高い
高調波画像化を実現できる直径
1mm以下のIVUS用プローブの

高度医療が進む中で機器の進歩もめざましい。
血管診断に有効な IVUSのためのより超細径で高精細な画像化を実現する
プローブシステム、要素技術を研究・開発。

田川・大久保研究室
システムデザイン学部 情報通信システム工学コース
システムデザイン研究科 システムデザイン専攻

情報通信

研究概要
血管の診断に有効なIVUSのための
超小型音波モータを研究・開発

最近のトピックス
CS－USMの開発の過程で学
術的に重要な現象を発見

今後の展望
直径1mm以下のIVUS用プロー
ブに医療関係者の期待が集まる
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西内信之准教授
Nobuyuki Nishiuchi
博士（工学）。横浜国立大学博士
課程修了。神奈川大学助手を経
て、05 年より現職。

人工物メトリクス

指紋と人工物のパターンマッチング指屈伸

研究テーマ

キーワード

人間の生体特徴を利用した個人認証法に関する研究

生体特徴、バイオメトリック認証、セキュリティ、なりすまし、画像処理

研究室での実験段階だが、認証
精度はかなり高い。

　今後の注目すべき認証法とし
ては、銀行のATMでの利用が
広まっている静脈認証である。
　静脈認証では、「なりすまし」
が非常に難しいといわれてい
る。しかし一方で、すでに静脈
認証の脆弱性も指摘され始めて
いる。当研究室では、静脈認証

連絡先 ◎ 042-585-8665
E-mail ◎ nnishiuc@cc.tmit.ac.jp

　「私たちの研究室では、人工
物メトリクスを利用したハイブ
リッド型指紋認証法、指の屈伸
運動を利用した個人認証法を研
究しています」
　人工物メトリクスを利用した
ハイブリッド型指紋認証法は、
人工物メトリクスと従来の指紋
認証を組み合わせた認証法であ
る。「人工物メトリクスとは、
人工物のもつ固有パターンを用
いて認証を行う技術です。私た
ちの提案する手法では、この人
工物を指紋の裏側にある爪に接
着し、指紋の照合、そして、人
工物の照合、さらに、指紋と人
工物との位置関係の照合を組み
合わせることで、セキュリティ
を高めています」
　たとえ本人であっても、人工
物を一度爪から取り外すと再登

　情報セキュリティ技術の進歩
とともに、個人を認証する技術
が注目され、これまでにも様々
な方式が提案され、利用されて
きた。その中でも、人間の生体
特徴である指紋・静脈・虹彩等
を計測し、個人の認証に用いる
バイオメトリック認証が、近年
その重要性を増している。
　一方で、バイオメトリック認
証の安全性の問題が指摘されて
いる。その問題の一つが「なり
すまし」である。例えば、指紋
認証であれば、コップに付着し
た残留指紋から人工的な指を作
成し、既存のシステムをパスし
てしまうという事例が報告され
ている。そこで当研究室では、
生体認証で「なりすまし」を防
ぐにはどうすればよいかを研究
している。

録しなければならない。爪に取
り付けたときの位置のランダム
性も一つのセキュリティになっ
ている。だから、指紋の情報と
人工物が同時に盗まれたとして
も、「なりすまし」はできない。
　バイオメトリック認証は、身
体的特徴と行動的特徴の2つに
大別される。行動的特徴による
認証法は「なりすまし」が難し
いといわれているが、認証動作
の再現性の低いことが欠点とさ
れている。指の屈伸運動を利用
した個人認証法では、行動的特
徴として再現性が高く、さらに
本人の特徴を表している指の屈
伸運動に着目している。認証装
置の中に指を入れ、そこで指を
曲げる。その動きを連続的に撮
影し、その形状パターンから本
人であると認証する。3次元的
な可動式の偽造指を作成するこ
とが困難であることから、「な
りすまし」を防いでいる。現在、

URL ◎ http://www.tmit.ac.jp/~nishilab/

する情報を、生体情報でないも
のにしておけば、それは個人情
報ではなくなり、個人情報保護
法に関連する義務は生じない。
システムが生体情報を所有しな
いで照合を行う方式の代表的な
手法が相関認証である。この手
法では、企業が所有するデータ
から個人を特定できないため、
システムのセキュリティ面から
見ても安全である。

においても、なりすまし耐性の
ある認証法の研究を進めてい
る。
　また、個人情報保護法と生体
認証の関係にも注目すべきであ
る。生体認証システムを企業が
導入する場合、所有している生
体情報が個人情報にあたるた
め、企業側はさまざまな対策を
講じる義務が生じる。このこと
は、企業が生体認証システムを
導入する際のハードルとなって
しまう。そこで、企業側が所有

生体特徴の偽造による「なりすまし」を防ぐため、人工物メトリクス、
指の動きを利用した新しい個人認証法を研究、開発。
より安全性の高い認証システムを提供する。

西内研究室
システムデザイン学部 経営システムデザインコース
システムデザイン研究科 システムデザイン専攻

情報通信

研究概要
生体認証で「なりすまし」を防
ぐ方法を研究、開発

最近のトピックス
2重、3重の照合を必要とする安
全性を追求したシステムを開発 今後の展望

個人情報保護法と関係する相関
認証の研究
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會田雅樹教授
Masaki Aida
工学博士。立教大学博士前期課程
修了、東京大学博士、NTT 研究所、
首都大学東京准教授を経て、07年
より現職。

emailはwebと異なり、ユーザ数が増えると通信相手が増える。
これを利用して、人と人のつながりの強さを分析する。

i-modeユーザ数とトラヒック量

webトラヒック

emailトラヒック

コンピュータウイルスの感染過程は、ユーザのネットワーク利用特性
を反映している。

新規感染ホスト数の経時変化

ANTINNY.A NETSKY.Q
ワーム型コンピュータウィルスの新規感染ホスト数

（トレンドマイクロ社のデータによる）

研究テーマ

キーワード

情報通信ネットワークを利用した社会ネットワークの構造解
明とその応用技術の研究

社会ネットワーク、通信トラヒック、ベキ乗則、インターネット、携帯電話

ら全体像を覗くと、1つに結像
しつつあります。全く違う側面
からアプローチしたにもかかわ
らず、1つの根源的な枠組みを
原因とする、社会ネットワーク
構造のモデルが現れてきまし
た」

　ネットワークの各種データか

連絡先 ◎ 042-585-8627
E-mail ◎ maida@sd.tmu.ac.jp

性が反映されているはずです。
そこで、通信に関連したデータ
から社会ネットワークの構造に
関する情報を抽出し、背後にあ
る根源的な社会ネットワークの
構造を探る研究をしています」
もちろん、個人情報を扱うのは
不可能である。そこが研究を面
白くしている点でもあり、目的
と合致しているところでもある
という。
　「年齢構成やアクセス分野な
どミクロの法則を見たいのでは
なく、広く世間一般の情報流通
を司る基本的な法則は何か、つ
まり目の前の現象の裏にある
もっと大きい根源的な性質を掴
みたいわけです。だから、人間
関係が絡むようなデータを用い
て、日本人全体がどんな人間関
係で繋がっているのか、マクロ
な観点からデータの裏にある構
造を探っています」

　インターネットや携帯電話
は、社会活動を支える一つの基
盤として、もはや欠かすことの
できない存在になっている。こ
のため人々の活動は、通信ネッ
トワーク上にユーザ数やトラ
ヒック量（通信網の流れ）等の
履歴データとして残される。そ
のデータは、例えば、トラヒッ
クの需要が大きい地域の設備
増強など、今まで主に効率的な
ネットワークの設備設計に利用
されてきた。設備設計への反映
は、データの量的側面に注目し
た利用法である。では、質的な
側面からどんなことがわかるの
か、工学的な新しい利用法はあ
るのか、という点に會田教授は
着目した。
　「通信の履歴データには、何
らかの形で人間社会の活動の特

　通信ネットワークの背後にあ
る社会ネットワーク構造を明ら
かにするため、携帯電話の通信
量、mixi（ミクシィ）に代表さ
れるインターネットのソーシャ
ルネットワーキングサービスの
普及課程、コンピュータウイ
ルスの感染過程等を調査・分
析。各通信データから予測され
る社会ネットワーク構造を具現
化すると、本来は独立だと思わ
れていた各データが、社会ネッ
トワーク構造のレベルで密接な
関連があることがわかりつつあ
る。
　「ある通信サービスのある側
面、また違う通信サービスのあ
る側面、といった形で目には見
えない大きな全体構造の特徴を
抽出しました。各側面を小窓に
例えた場合、それぞれの小窓か

URL ◎ http://homepage.mac.com/aida_lab/

ら社会学的情報を抜き出すこと
ができれば、企業の経営戦略や
マーケティング戦略等に工学
的なメスが入るかもしれない。
「まだ、どのような利用価値が
あるのかまで至っていません
が、マクロな社会ネットワーク
構造を調べる手法の整備と、そ
の応用技術を展開していきたい
と思っています。そして企業の
マーケティングや広告戦略、そ

れを受け止めるユーザの支援に
繋がるような応用技術の実現に
努めたいと思います」
　このような観点の研究は世界
的にも珍しく、今まさに始まっ
たばかりだ。ネットワークサイ
エンスの展開として新たな潮流
が生まれようとしている。

マクロな通信データが物語る根源的な社会ネットワーク構造を追求。
企業とユーザの支援に繋がる通信データの新たな利用価値を探る。

會田研究室
システムデザイン学部 経営システムデザインコース
システムデザイン研究科 システムデザイン専攻

情報通信

研究概要
通信データを用いて、社会ネット
ワーク構造に関する情報を抽出

最近のトピックス
様々な側面から、社会ネット
ワーク構造の1モデルを発見

今後の展望
社会的支援に繋がる
応用技術の開発を目指して
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串山久美子教授
Kumiko Kushiyama
筑波大学修士課程修了。JSTさ
きがけ研究員、東京農工大学客
員教授を経て、07年より現職。

 Waves 2004

Transparent Blue 2006

Thermoesthesia-2007 Thermoesthesia-2007

研究テーマ

キーワード

インタラクティブ・メディアアートの
作品制作・表現と技術の研究

メディアアート、インタラクティブ、インタフェース、触覚ディスプレイ

る触覚コミュニケーションの可
能性も提案していきたい。

　冷温感ディスプレイは、障害
を持った人達にも楽しんでもら
える。例えば、目に障害がある
人は、点字という情報手段はあ

連絡先 ◎ 042-585-8451
E-mail ◎ kushi@ea.mbn.or.jp

ーを使ったインタラクティブな
触覚ディスプレイの作品では、
ディスプレイに触ると映像が変
わる。とりわけ、触覚をテーマ
にした研究をしている。水の中
の映像イメージはみずみずしく
て冷たい感じがするが、触覚と
映像を一致させた感覚を持たせ
たいと、『サーモエステシア』
を制作した。

　情報社会の発展に伴い、人と
人の直接的なコミュニケーショ
ンのあり方が注目されてきた。
『サーモエステシア』は冷温感
覚等の温度感覚をインタラクテ
ィブに表示できる新しいディス
プレイを使用した作品である。
例えば、映像が炎であれば、デ
ィスプレイそのものが温かくな
る。
　「私のスタートはアーティス

　メディアアートは先端の科学
技術を取り入れた新しい芸術
表現の試みである。「レオナル
ド・ダビンチが、当時の先端科
学技術を使って創造的な表現を
試みたように、現代の私達にし
かできない表現があるかもしれ
ないと考えています」特に、イ
ンタラクティブなインタフェー
スの開発と表現の研究を行い、
新しい創造表現を目指す。
　「表現の手段としてメディア
アートに関わってきました。研
究のテーマはインタラクティブ
アートを中心にこれからの社会
のインタフェースの表現と技術
を研究し、新しいデザインやア
ートの提案をしています」イン
タラクティブアートは、鑑賞者
が参加できるような作品体系を
している。例えば、光学センサ

トなので、最終的には、皆さん
が楽しめる作品として研究成果
を提案したいと思っています。
例えば、冷温感のディスプレイ
は、大阪の科学技術館で常設さ
れていて、一般の方々が体験で
きるようになっています。子ど
も達もディスプレイで遊んだり
していますが、遊びの中から、
科学やアートに興味を広げても
らえればと思います。その他、
オーストリア・リンツのアルス
エレクトロニカという国際的に
も評価の高いメディアセンター
で1年間常設もされました」国
際的な科学展示やアートとして
の展示でも評価が高い。
　映像と音と温度を融合させた
新しい触覚刺激によって、忘れ
ていた感覚を呼び覚ましたり、
情報社会の中で触ることの意味
を考えたりする媒体にもなる。
さらに、冷温感ディスプレイ
は、日常の情報活動をも支援す

　現在、冷温感以外にも、綿の
ようにフワフワとした触感、柔
らかく突かれる触感等、いろい
ろな触感を体験できるディスプ
レイを制作している。その産業
界への波及効果は、映像産業だ
けに留まらず、広範なものにな
ると期待される。

ったが、冷温感という別の触覚
でアートを楽しめる。また、幼
児に向けては、知的な刺激を与
えるツールとして教育的な支援
ができると期待されている。こ
れまでになかった新しい情報メ
ディアの創成も期待でき、日常
の情報活動を支援するコンテン
ツの創造も可能だろう。

現代の科学技術を駆使したインタラクティブなインタフェースを開発。
温度感覚を表現できるディスプレイを使い視覚・触覚・聴覚に訴える
アートを創造する。

串山久美子研究室
システムデザイン学部 インダストリアルアートコース

情報通信

研究概要
インタラクティブアートを研究
新しい創造表現を目指す

最近のトピックス
科学とアートが融合した
温度感覚を伝えるネオアート

今後の展望
福祉、教育関連はもちろん
新情報メディアとしても有望
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岡部卓教授
Taku Okabe
東京都立大学助教授、教授を経
て、05 年より現職。

岡部教授が中心になってま
とめ、板橋区と首都大学東
京の共著で出版された。
発行：ぎょうせい

社会保険制度・社会手当制度・生活保護制度は低所得や貧困層を助
けるセーフティーネットになる。

研究テーマ

キーワード

貧困層に対する社会保障や公的扶助についての研究

貧困対策、生活保護、自立支援

　今後は○社会保障におけるナ
ショナル・ミニマム（最低生
活）に関する研究　○ホームレ
ス、DV、地域で孤立した高齢
者の社会的排除に関する理論
的・実証的研究　○貧困・低所

連絡先 ◎ 042-677-2127
E-mail ◎ takuo@bcomp.metro-u.ac.jp

支援プログラムの構築』は、2007
年末に出版されたばかりであ
る。大学と自治体が共同でこの
ような総合的なプログラム作り
を行うのは、全国でも初めての
画期的な試みである。
　「生活保護受給者の『生活再
建』を目指すこの本では、種々
のプログラムの具体的な作成方
法や手順だけでなく、体制の作
りかたや課題の提出、手引書の
作成までを紹介し、これまで客
観的な評価のしにくかった、支
援に対する評価事業の構築も行
っています」
　構築されたプログラムは、不
登校児支援、高校進学支援、ひ
きこもり改善支援、精神科等受
診支援、在宅要介護（支援）高
齢者等支援、成年後見制度利用
支援、多重債務解消支援等16あ
り、児童から高齢者までがカバ
ーされている。
　「生活保護受給者は年々増加

　国民全てが平等に暮らせるな
らそれが理想的である。とはい
え、私たちの生きる資本主義社
会では、当然所得の格差も出て
くる。
　「しかし、格差がありすぎる
というのは問題です。実質的に
生活が出来なくなっている貧困
層が、少しでも生活改善へ向か
うにはどうすればいいか、所得
の再分配をどう行うか等につい
て、今の社会制度の枠組みの中
で実際に役立つ研究をするの
が、私たち社会福祉学分野の人
間の役割だと思っています」

　岡部教授をはじめとする社会
福祉学分野の教員が、板橋区と
共同でまとめた『生活保護自立

していますが、その抱える問題
は金銭面だけではありません。
DVや多重債務、児童虐待、アル
コール等の依存症、引きこもりや
不登校など複雑です。そのよう
な現実に対し、組織的、効率的、
継続的な援助を実施するための
今回の研究プロジェクトの意義
は大きく、行政側から積極的に
住民の生活保障をすることも高
い評価を得ています。利用者の
立場に立ったこの自立支援プロ
グラムは、他の自治体にとって
も参考になるものと考えます」
　生活保護行政は財政的にも厳
しくなっており、貧困層に税金
が回ることに対し、どこまで許
容されるかという問題もある。
しかし、このようなプロジェク
トは、たとえ目先のお金がかか
ったとしても、長い目で見れば
意味のある投資になり、結局は
行政の財政の軽減にもつながっ
ていく。

URL ◎ http://members3.jcom.home.ne.jp/asoeda/

得層に関する制度・政策研究と
実践的研究　等を中心に据えて
いこうと考えている。
　「理論研究・実証研究あって
こその実践です。今後も理論研
究・実証研究は進めつつ、フィ
ールドにもさらに力を入れてい
きたいですね」

貧困層が生活保護制度においていかに生活再建していくか
自立支援の実際的方法とその評価

岡部研究室
都市教養学部 人文・社会系 社会学コース
人文科学研究科 社会行動学専攻

ライフサイエンス

研究概要
貧困層が生活保護制度において生
活再建するための対策・公的扶助

最近のトピックス
「生活保護自立支援プログラム」
を板橋区と共同で構築

今後の展望
国民最低限の生活に関する
制度・理論・実証を研究
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副田あけみ教授
Akemi Soeda
東京大学大学院教育学研究科教
育社会学博士課程修了。東京都立
大学助教授、教授を経て、05 年よ
り現職。

高齢者虐待防止ネットワーク全体図

高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会
虐待防止計画・対応マニュアルの策定、ネットワークの構築について
検討し、各ネットワークをコーディネートする。　

高齢者虐待防止ネットワークの構築・運営
地域包括支援
センター

ワンストップ
相談窓口

連絡・調整

連携・調整
連携・調整

高齢者虐待防止ネット
ワーク庁内連絡会

虐待防止計画に関する
検討、運営委員会での
内容協議を行う。

＜早期発見・見守りネットワーク＞

＜保健医療福祉サービス
　　　　　　介入ネットワーク＞

＜関係専門機関
　　　　介入支援ネットワーク＞

（あんしんネットワークを活用）

構成員

構成員

構成員

民生委員・自治町会・高齢者
クラブ・傾聴ボランティア等

区・包括支援センター
ケアマネージャー・医療機関
・介護支援事業所等

区・警察・医療機関
・弁護士等

研究テーマ

キーワード

高齢者虐待防止

高齢者養護、ネットワーク、ソーシャルワーク

になってきたことが明らかと
なった。
　「これから高齢者が増えるの
で、啓発すればするほど高齢者
虐待の早期発見のケースも増え
るでしょう。最終的な目標は予
防なので、重いケースではな
く、早期の、虐待かどうかわか
らないような段階で気づいても
らうほうがいいのです。でも監
視社会を作るわけではないの
で、そこが難しいですね」
　地域の人には、虐待防止とい
うより、地域で高齢者が安心し
て暮らせるための支え合いの
ネットワークを作ろうという呼
びかけを、地域包括支援セン
ターが中心となり始めている。

連絡先 ◎ 0426-77-2131
E-mail ◎ soe@tmu.ac.jp

の親子関係の不全に陥っている
場合も少なくない。高齢者だけ
でなく、養護者に対しても外部
の支援が必要なのは間違いない
ことだ。このようなときに、い
ろいろな立場の専門家が集り、
対応策を考えていくためのネッ
トワークづくりが必要だ。

　虐待の早期発見には、民生委
員等の草の根レベルのネット
ワーク、社会福祉士等専門職の
ネットワーク、専門職にアドバ
イスできる精神科医や弁護士
等、より専門的なネットワーク
の3つが必要となる。
　「ある自治体で、独自の『虐
待防止計画』を立てることにな
り、私たちが関わってその3つ
を束ねるネットワーク運営委員
会の運営に協力することになり
ました。多くの関係者に出席し
てもらい、区の計画案を検討す

　2006年高齢者虐待防止法の施
行以来、地域包括支援センター
が中心となり、行政と連携した
高齢者虐待防止のための取り組
みが始まった。だがそれだけで
はとても対応しきれないのが実
情だ。
　「高齢者虐待は、1つの機関、
1人の専門職だけで納まる問題
ではありません。関係諸機関が
ネットワークをつくり、現場で
『おかしい』と感じたときの迅
速な対応が必要です。そのため
には関係者同士が日頃からうま
く連携を取っていなければなり
ません」
　介護を必要とする高齢者を養
護者ひとりだけで看ていたら、
特に問題のない家族でも3年と
もたないと言われている。養護
者が介護ストレスや人格障害、
アルコール依存、失職、長期間

るほか、実際に自分たちが使う
ものとしてマニュアルも作成し
ています」
　ほかに虐待防止チェックシー
ト類の作成や専門家のカンファ
レンスのためのシート類の使い
方指導、新規事業に関する講
義、マニュアルを実際に使って
もらうための研修会、虐待啓発
のための区民向け講演会なども
精力的に行い、その成果を検証
している。
　「研修を受けると、知識も参
加意欲も向上するという結果が
出ています。検証結果を踏まえ
て、改善法の提言、課題の解決
法などを、自治体にフィード
バックしているところです」

　研修後、関係機関、行政機関
等にアンケート調査やヒアリン
グ調査をしたところ、虐待に関
してはかなり連携がとれるよう

URL ◎ http://members3.jcom.home.ne.jp/asoeda/

行政や民間でのネットワークづくりが虐待の早期発見を可能にする。
現場参加型のマニュアルづくりで市民・関係者の啓発も

副田研究室
都市教養学部 人文・社会系 社会学コース
人文科学研究科 社会行動学専攻

ライフサイエンス

研究概要
高齢者虐待防止のための取り組み

最近のトピックス
自治体との連携とフィードバック

今後の展望
虐待の早期発見と意識の啓発
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市原茂教授
Shigeru Ichihara
文学博士。東京都都立大学人文
科学研究科博士課程修了。東京
都立大学助手、中京大学助教授、
東京都立大学助教授、教授を経
て、05 年より現職。

左手人差し指の指先と付け根のいずれか一方を振動させ、振動したと思えるほうのボタンを押す。画
面には振動と同時に、対応する写真や線画の中の2点のいずれか一方がランダムに黄色く点滅する。

研究テーマ

キーワード

感覚間相互作用

視触覚相互作用、視触覚干渉効果

　「実験心理学の立場から研究
を重ね、味覚や色彩の個人の受
け取り方の違いなど、謎の多い
知覚のメカニズムを解明してい
きたい」
　研究の応用としては、視覚デ
ザインにおける錯覚の効果的な
使用はもちろん、実験心理学の
測定法を利用して、好き嫌い等
の心理評価をきめ細かく行うこ
とも可能で、例えば、2つのア
イスクリームの旨さの違いをど
う評価するかというような場合
にも、この心理評価の手法が使
える。また企業や店舗、製品等
の評価・調査等に際して、適切
な感性データの収集法、処理方
法と使用法など評価手法のノウ
ハウの指導も可能という。

連絡先 ◎ 042-677-2096
E-mail ◎ Ichihara-shigeru@c.metro-u.ac.jp

早く正確にボタンを押せるが、
不一致の場合は、間違いも多く
なることが判明しました。また
手の写真やイラストだと単なる
楕円に比べ、その影響はより大
きくなります。つまり “手” と
認識できる視覚刺激を受ける
と、視触覚間の相互作用はより
強くなるわけです」私たちの身
体感覚に関わる手の画像が内的
な手のイメージを喚起させ、視
触覚相互作用が起きた可能性が
あると思われる。

　滝のように上から下に一方向
の動きをしばらく見て動かない
物に目を移すと、それが上に
動いて見えるのを “運動残効現
象”、拡がる円を見続けた後に
動きが止まると円が縮小し、か
つ、遠ざかって行くように見
えるのを “奥行運動残効” とい

　人間は日常生活の中で、耳や
目など様々な器官から同時に複
数の情報を得ている。例えば、
音を響かせて近づくトラック
（聴覚情報と視覚情報）や、色
と香り、味（視覚情報、嗅覚情
報、味覚情報）を持つジュース
のようにである。しかし、複数
の感覚情報の統合の仕方や相互
作用については、まだ謎の部分
が多い。その解明には、感覚同
士がずれて起きる錯覚がキーポ
イントになる可能性もある。腹
話術師の声が大きく開けた人形
の口から聞こえるように感じる
のは、視覚と聴覚の相互作用で
起きる錯覚現象の例だ。現在行
われている、視覚が触覚判断に
与える影響についての研究も、
その一例と言える。
　「実験の結果、視触覚刺激の
組み合わせが一致すれば、より

う。
　「私たちが注目したのは、こ
のような視覚的な前進後退と音
声の拡大縮小とがリンクしてい
るのではないかということで
す。前進する映像は必ず音声の
拡大を伴います。拡大する映像
に順応するなら、拡大する音に
順応するのと同じ効果があるだ
ろうと考えました」
　これらを、聴覚に対する “ラ
ウドネス変化残効”（縮小音を
聞いた後で平常音を聞くと、拡
大音に聞こえる。またその逆）
と組み合わせてみた。拡大する
正方形を見た後で平常音を聞く
と、音が縮小して聞こえるので
はないかと考え、そしてそれは
予想通りの結果になった。その
後、視覚と聴覚刺激をさまざま
に組み合わせて、研究が進めら
れている。

URL ◎ http://www.bcomp.metro-u.ac.jp/perception/

視覚、聴覚、触覚等の感覚情報がいかに影響を与え合い、干渉し合うか
知覚のメカニズムを行動心理学の立場から究明していく

市原研究室
都市教養学部 人文・社会系 心理学・教育学コース
人文科学研究科 人間科学専攻

ライフサイエンス

研究概要
視覚・聴覚・触覚の相互作用

最近のトピックス
運動視や奥行き視等の様々な
視覚現象についての研究

今後の展望
心理学の視点から人間の知覚の
メカニズムを明らかに
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山下利之教授
Toshiyuki Yamashita
文学博士。東京都立大学博士課
程修了。東京都立大学助手、桐
蔭横浜大学講師、山形大学助教
授、東京都立科学技術大学教授
を経て、05 年より現職。

喜び

悲しみ

嫌悪
怒り

恐れ

驚き

能面の表情はあいまいなので、能面
からどのような感情を読み取るかに、
その人の心の内面が投影される。そ
れを利用した心理検査を開発（㈱筑
波心理科学研究所より販売）人間の表情から識別できる感情は6つの基本感情であるとされている

悲しみ

はい いいえ

あてはまると思うキーを
押してください

研究テーマ

キーワード

人の感情の理解とその心理学的応用

感性評価、感情、表情、ヒューマンインタフェース、意思決定支援

　「今後も、人の感情の動きを
把握し、それを活かせるような
人にやさしいインタラクティブ
なシステム開発を目指していま
す」

連絡先 ◎ 042-677-2101
E-mail ◎ yamashita-toshiyuki@center.tmu.ac.jp

コミュニケーションですから、私
たちはまず表情に着目しました」
　たとえば、電子メールでは、
相手の顔が見えないためにしば
しば議論が感情的になることが
知られている。そのため、心理
的クッションとしてフェイスマ
ークを入れたりすることがよく
行われてきた。山下教授の研究
室では、メールを開くとその文
章を自動的に解析し、そこに込
められている感情を推測し、そ
の感情を表す表情を自動的に選
択、表示するシステムを開発し
たり、テレビゲームにプレイヤ
ーの感情を反映した表情を表示
して、ゲームをより楽しく、あ
まり熱くなりすぎないようにす
るシステムを試みてきた。

　腹が減っているときには、雲
がパンのように見えたり、怖が

　感性工学、情緒工学、感情工
学など、工学の上に人間の内面
状態を表す言葉を冠する領域が
あたりまえになってきた。これ
は、製品に基本的な機能を備え
付けることが技術的に飽和して
しまった結果、モノを売るため
にはプラスαとして、人間の感
性に訴える付加価値が求められ
てきたためである。
　「私たちは以前より、感性評
価などにより人間の主観を定量
化してシステム設計に活かした
り、人間に優しいシステムにす
るためにはヒューマンインタフェ
ースをどのようにすればよいかと
いった領域の研究をしてきまし
た。最も人間的なコミュニケー
ションの形態は、相手の表情か
らその人の気持ちの動きや意図
を知ることができるface- to-face

っているときには枯れススキが
幽霊に見えたりする。つまり、
あいまいなものに接したとき
に、そこに何を見るかに心の内
面が投影される。これを利用し
たものが心理学における投影法
心理検査であり、あいまいなイ
ンクブロットが何に見えるかを
問うロールシャッハテストはそ
の代表的なものである。
　ところで、能で使われる能面
は、角度や陰影や動きによって
表情を変え、いろいろな感情を
表現しているかのごとく見え
る。特に、女面を代表する小面
は、そのもの自体に豊かなあい
まいさ、すなわち、人間のあらゆ
る感情を含んでいるとされる。
　そこで、幾つかの陰影や角度
を変えた小面を用いて、どのよ
うな感情を表していると感じる
かを用いた心理検査を（株）筑波
心理科学研究所において開発し
た。

　「最近では、中高年離職者の
ための再就職支援ツールを
（独）労働政策研究・研修機構と
共同開発していますが、今後と
もそのような心理的支援システ
ムを発展させていく予定です」

　「例えば、進路選択、職業選
択などの意思決定を心理的に支
援するためには、先ず相手の心
の状態を知ることが大切です。
知った上で、その状態に応じて
適切なアドバイスを与えること
ができるようなシステムを目指
しています」

人の感情はどのように揺れ動くのか、それはどのように表情に
表われるのかなどを解明し、ヒューマンインタフェース設計、
心理検査の開発、心理的支援システムの開発へ活かしている。

認知心理学研究室
都市教養学部 人文・社会系 心理学・教育学コース
人文科学研究科 人間科学専攻

ライフサイエンス

研究概要
人間の主観を定量化して
心理と工学の境界領域を研究

最近のトピックス
あいまいなものを見たとき
その解釈に心の内面が投影される

今後の展望
人を心理的に支援する
システムの開発
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山田昌久教授
Masahisa Yamada
修士。明治大学大学院人文科学研究科博士前期課程
修了、明治大学考古学陳列館嘱託職員、筑波大学歴史
人類学研究科大学院研究生、筑波大学歴史・人類学
技師官、筑波大学歴史・人類学助手、東京都立大学助
教授、首都大学東京助教授を経て、07年より現職。

1日何キロの薪で3 食煮炊きできるのか、
薪の使用量と温度上昇効果を測定。

当時の道具を再現し実際に用いて、樹木の
伐採から丸木舟の製作、乗船までを実験に
より検証。

研究テーマ

キーワード

実験考古学

実験考古学、植物資源、器具効力測定、人類－森林関係

の講演依頼を受けている。さら
には、国指定史跡の専門指導や
各地にある博物館の展示指導、
教育委員会に招聘されての講演
など、幅広く社会貢献を行って
いる。

　「ヨーロッパやアメリカに
は、『実験考古学センター』が

連絡先 ◎ 042-677-1111（代）
E-mail ◎ masahisa@tmu.ac.jp

観察による考古学は、決して分
かりやすいものではなかった。
そこで山田研究室は、日本の他
大学では行っていない “実験考
古学” を展開している。
　「例えば、石斧がどのくらい
の時間で木を切れるのか、その
木材を使って家を建てるとどの
くらい手間がかかるのかなど、
器具の効力や施設の具体的な効
果を明らかにし数値情報にして
います。樹木の伐採や住居作
り、丸木舟作りなどを行った
り、土器や住居暖房などが燃料
材をどのくらい必要とするか、
必要量の調査や温度上昇効果の
測定、住居の構造強度に関する
計算を行ったりしています」

　「実験により、自然との関わ
りや当時の暮らしぶり、木を生
産経済にしていく過程など人々

　これまで考古学は、遺跡の施
設や出土した器具を観察して、
技術や文化の違いなどを整理す
ることに留まり、観察による類
型研究の域を出なかった。しか
し最近は、理工系の様々な分野
の技術を導入して科学的に研究
する方向へ進んでいる。首都大
学東京の考古学研究室は、特に
その傾向がある。
　「遺跡が残される大地の研究
や環境研究は、地理学や生命科
学などが基盤になっていて、土
や環境がどうなっているかとい
うことをよく理解して、人は歴
史を作ってきました。特に私
は、植物と人の関わり方を探り
ながら、人間社会の起源や将来
について研究を進めています」
人類の起源研究は、多くの人々
の興味をかき立てるが、従来の

がどのように生きてきたか、そ
の様々な在り方がわかってき
て、いろいろな議論ができるよ
うになりました」
　人類の技術発達史や環境交渉
史に次々と新しい研究成果が上
がっているという。縄文時代か
ら始った里山づくりの研究は、
現代の課題にも通じる、人間の
自然知研究でもあるとのこと
だ。このような成果は各方面も
注目しており、NHK教育テレ
ビ「知るを楽しむーなんでも好
奇心」で、原始住居の構造や仕
様材、耐久性、暖房効果、消費
燃料材量などの実験結果が紹介
された。同じくNHKのETV特
集では、鳥取県で発見された弥
生時代の木工房を取り上げ、ど
うしてそこに木工房を作ったの
か、それはどんな意味があるの
か、実験考古学を通して紹介さ
れた。
　また、地方自治体からも多く

URL ◎ http://www.bcomp.metoro-u.ac.jp/shigaku

ありますが、日本にはまだあり
ません。ぜひとも．首都大学東
京に『実験考古学センター』を
開設したいと考えています」
　実験考古学は、様々な分野に
課題を発見することで、また多
くのコトを解き明かし新しい議
論へと発展していく。
　「この大学には、生命科学、
生態学、人文・地理等を研究す
る様々な専門分野があります。

学際的な協力関係のもと、人間
の文化や自然との関係について
フィードバックしながら研究し
ていく1分野として実験考古学
を発展させ、日本の中でも独自
の研究室として、次世代へ繋げ
る提案を発信していきたいと思
います」

遺跡の施設や器具がどのように使われてきたのか
実験を通して説き明かす「実験考古学」を展開。
人間社会の起源を探りながら人と自然と地球の今後を展望する。

山田昌久研究室
都市教養学部 人文・社会系 国際文化コース
人文科学研究科 文化基礎論専攻

ライフサイエンス

研究概要
住居作りや器具の再現・使用など、
実験を通して、その効果や効力を数値化

最近のトピックス
実験考古学による新しい研究成果に
多方面の人々が注目・評価

今後の展望
独自の研究成果を提供する
「実験考古学センター」開設を目指して
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萩原裕子教授
Hiroko Hagiwara
博士（言語学）、カナダ・マッギル大学大学院博士
課程修了。文部科学省中央教育審議会専門部会委
員、科学技術振興機構社会技術研究開発センター
（RISTEX）研究代表者。東京都立大学助教授、首都
大学東京助教授を経て、06 年より現職。

脳計測専用車「わくわく脳科学」号。この車内で、
機能に伴った脳波や血流の変化を測定する。

小学生の英語の脳波：英語の能力が上がるにつれて、
意味の理解度を示すN400が早いタイミングではっきりと現れる。

小学生の英語の脳波
正しい
間違い

習 熟 度
低 高

研究テーマ

キーワード

言語の脳科学と教育

音韻、文法、語彙の獲得、脳の発達、脳波・事象関連電位、光トポグラフィー、
磁気共鳴画像法、脳磁図、言語教育、ことばの障害

　ことばは、人間にとってなく
てはならないものだ。人は、こ
とばを失って初めて不自由に気
づく。「若くして失語になった
日本人女性のことばが、外国語
のように聞こえたことがありま
す。このような失語症からの回
復や外国語学習にも、母語の習

連絡先 ◎ 042-677-2217
E-mail ◎ hagiwara@tmu.ac.jp

とを目指している。この「言語
の生物学」ともいうべき新たな
アプローチは、言語の遺伝的要
因、さらには動物からヒトへの
進化のプロセスもわかるかも知
れない。

　日本人は、英語習得に多くの
時間を割いているのにもかかわ
らず、なかなか上手にならな
い。どうすれば効率的に習得で
きるのか、その解明のために、
文部科学省主導のプロジェク
ト「脳科学と教育」の研究代表
者として、小学生の大規模追跡
（コホート）調査に取り組んで
いる。コホート調査では、「わ
くわく脳科学」プロジェクトを
設立して、特注した脳計測トラ
ックで、英語学習の途上にある
小学生の脳波や脳血流などを計

　ことばと脳の研究は古くて新
しいテーマだ。昨今の脳科学ブ
ームもあり、巷には脳科学の本
が溢れている。しかし、きっち
りとした科学的なデータに基づ
いたものは少ない。萩原教授
は、人間の脳活動を測る方法を
用いて、言語の発達や学習、障
害に関与する要因を特定し、そ
の神経基盤を明らかにする研究
を行っている。「人間の誕生か
ら死に至るまでの一生を通じ
て、言葉の健やかな発達や学習
を助けるために、さらには脳に
起因する様々な疾患のメカニズ
ムを解明するために、脳イメー
ジング技法で調査・実験を行っ
ています」
　研究により、早期教育、思春
期の健康管理、脳損傷によるリ
ハビリ等に有効な提言を行うこ

測・分析している。
　「首都圏を中心に、2006年度
は6校の小学校1～3年生約380
人、2007年度は7校の2～4年生
約500人を対象に、英語力と脳
活動の変化を調べています。
2008年度も同じ小学生を追跡し
て、3年間の結果をまとめる予
定です。
　これほど大規模な調査は、世
界でも例がありません。これま
でに、英語に親しんだ経験や能
力によって、英語を聞いた時の
脳活動に違いが出ることがわか
ってきました。直感や思い込み
ではなく、データを基に最も効
果的な学習方法が見つかるはず
です」
　言語能力向上において、脳の
生物学的メカニズムに基づいた
貴重な科学データは、大きな期
待が寄せられている。

URL ◎ http://www.comp.metro-u.neuroling/

ハビリを行っていて、交流の機
会はめったにありません。人間
の脳の仕組みと働きには一定の
法則があり、年齢によらない共
通性と一貫性があります。それ
らの知見を統合して、有益な交
流、情報交換の場となることが
できればと考えています。脳科
学に基づいた学習と教育にご関
心をお持ちの方は、ぜひご相談
ください」

得と同じ仕組みが脳で働いてい
るのではと考えます。今後は、
『ことば』を基軸にして、教育
と障害の統合も目指したいと思
っています」。今は英語を調査
しているが、同じ方法で数学や
理科、音楽の能力も探っていこ
うとしている。
　「現在の教育や臨床現場で
は、学校と病院という異なる機
関で、それぞれ個別に教育やリ

言語脳科学の草分け。「脳機能イメージング」を用いて幼児や成人の母語・
非母語獲得から、ことばの障害にともなうリハビリまで、
生物学的視点から脳の学習機構にアプローチ。

萩原研究室
都市教養学部 人文・社会系 国際文化コース
人文科学研究科 人間科学専攻

ライフサイエンス

研究概要
ことばの健やかな発達と学習早期教
育と再獲得、学習機序の本質とは

最近のトピックス
英語教育に脳科学の力を。
小学生の大規模追跡（コホート）
調査で効果的な学習法を探る

今後の展望
言語の脳科学で得られた研究成
果を広く社会に還元
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小谷重徳教授
Shigenori Kotani
博士（工学）。名古屋工業大学大
学院修士課程修了。トヨタ自動
車30 余年の勤務を経て、05 年
より現職。

伐採した杉を下ろすため、斜面でワイヤーをかける作業

枝打ちし、同じ長さに切った杉をトラックに積み込む作業。工場以外の管理しにく
いケースでも、コストを下げ、生産性を上げるためにトヨタ生産方式の応用が可能

研究テーマ

キーワード

トヨタ生産方式の体系化とその適切な導入方法の確立

トヨタ生産方式

　トヨタ方式を体系化すれば、
自動車の生産以外の畑違いの分
野でも十分適応できる。
　「自動車や家電に限らず、人
が活動する作業であれば、多く
の産業に応用できます」
　官庁や郵便局等の物流分野で
は、まさにトヨタ方式の考え方
や具体的な手法が様々なところ
で活かせる。地方自治体ではゴ
ミの収集、リサイクル等の物理
的な作業で、またサービス業で
も、品質を維持しながらいかに
効率を上げるかという観点でこ
の方式を取り入れることができ
るだろう。

連絡先 ◎ 042-677-2320
E-mail ◎ s.kotani@center.tmu.ac.jp

み、価格も安く抑えられます」
　注文に素早く応えることがで
きれば、あまり在庫を持つ必要
がなくなる。「在庫があるのは、
生産の仕方がうまくいっていな
いということです」
　受注生産は別にして、車や家
電製品等の在庫を持たざるを得
ない多くの製品は、在庫を減ら
そうと思えば、結局、素早く作
るしかない。そこで問われるの
は設備、人、材料等をいかにム
ダなく組み合わせて品質の良い
ものを、安く、素早く作るか
だ。トヨタ生産方式は、いわゆ
る「かんばん」、「にんべんのあ
る自働化」などを具体的な運用
手段にし、「just in time」とい
う考えを具現化した。
　今後は、トヨタ生産方式を自
動車の生産方式としての体系化
から発展させて、一般的な生産
方式として体系化していくこと
が望まれる。「全体の運営をど

　早く、大量に作れば安くなる
と思われている大量生産方式は、
結局大量の在庫を抱えることに
なり、品質の維持も困難になる。
必要以上に早く作る必要はな
い。売れる分だけ作ればよい、
「just in time」＝売れに合わせ
てつくる、というのがトヨタ生
産方式の柱である。設備や人の
ムダを省き、高品質の製品を必
要なときに必要な分だけ作ると
いうトヨタ生産方式は、日本で
生まれた革命的な考えである。
非常に小回りがよく、少量多品
種を作る中小企業に向いた生産
の仕組みでもある。
　「1ヵ月200個売れるものなら
1日8個、1日8時間稼働として1
時間で1個作ればいい。設備も
コンパクト、人数も少なく済

うするか、各工程や各ラインの
つなぎの仕組みをどのようにす
るのかなどを考えなければなり
ません。トヨタ生産方式の導入
の方法について、手順を確立す
る研究を進めています」

　現在、東京都の花粉症対策の
一環として、木材の伐採のコス
ト削減のプロジェクトがあり、
これに参画している。
　「現場が山間地なので条件が
厳しいですが、生産活動という
点では同じです。林道や伐採規
模も重要ですが、いろいろな角
度から検討し、“離れ小島” に
よる手持ちの解消や作業の効率
化などにより、生産性が上がる
ようにしていきたいと思ってい
ます」

売れ筋に応じて作る「just in time」に代表される、
ムダのないトヨタ生産方式を一般的な生産方式として体系化し、
各種産業への適応を図る。

小谷研究室
都市教養学部 経営学系 経営学コース
社会科学研究科 経営学専攻

ライフサイエンス

研究概要
トヨタ生産方式を各種産業に適
応するための体系化とその適切
な導入方法の確立

最近のトピックス
木材の伐採の効率化にトヨタ生
産方式を適応

今後の展望
中小企業・地方自治体の現業部
門の効率化にも適応可能
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森本博行教授
Hiromichi Morimoto
早稲田大学大学院アジア太平洋研究科博
士後期課程満期退学。マッキャンエリクソ
ン、ソニー㈱、インスティチュート・オブ・ス
トラテージVP、イノベーション戦略VPを
経て、05 年より現職。

土壌汚染用地買い取りスキーム

土地所有者

ランドマネジメント
グリーンアース㈱

ランドソリューション

SPC
特別目的会社

買い取り先
土壌保険出資

浄化工事 SPCの運用・管理

土壌浄化費用を
負担できない企業

投資家
（企業・機関投資家） 金融機関

駐車場の証券化スキーム

土地所有者

パラカ（PARACA）

SPC
特別目的会社

信託銀行
（受託者）購入 信託

出資

駐車場の
管理・運営

アセット
マネジメント

投資家
（企業・機関投資家） 金融機関

都市集積の構造
産業（工業）集積

サービス集積

情報集積

金融集積

都市集積

■事業機械の頻度
■多様性な事業

中小製造業

飲食業
駐車場業

機関投資家
金融機関

放送・出版業
印刷業
コンテンツ制作業

研究テーマ

キーワード

東京の新しい発展

都市型ベンチャー企業の新しいビジネスモデル

いにするだけではない。
　このような都市における新し
いベンチャー企業を発掘してい
る。

　各地域毎に産業育成政策があ
る。例えば、東京では秋葉原と
渋谷周辺にソフトウエアを制作
している人間が集中している。
各エリアでばらばらに制作して
いるが、1つ入れものを作って
そこで安定的にソフト開発がで
きるようになれば、さらに発展
するかもしれない。
　東京は、情報の集積地であ
る。その特性に関連した印刷、
広告、出版が集まり、そこにク
リエイターが群がっている。そ
の人たちを生かすネットワーク
作りが可能だと考える。

連絡先 ◎ 042-677-2315
E-mail ◎ morimoto-hiromichi@tmu.ac.jp

ミッション（自動変速機）の部
品のほとんどはフィリピンで製
造、ガソリンエンジンはインド
ネシア、ディーゼルエンジンは
タイと、部品の水平分業化をア
ジア全体で行うようになった。
税に関しては各国が相互に協定
を結んで部品を安く抑えている
ため、各国の自動車メーカーが
安心してアジアに進出し、アジ
ア諸国が発展していく。そのよ
うな経済を研究している。

　「都市型ベンチャーの新しい
ビジネスモデルの研究もしてい
ます。パラカという会社がある
のですが、外資系の証券会社を
辞めた数人が集まってベン
チャーを起こした。彼らが駐車
場経営を始めたのです」彼らの
何がすごいか、単純な駐車場ビ
ジネスではないところだ。都心

　東アジアの産業政策、すなわ
ち日本企業は東アジアに対して
どんな行動をとってきたのか、
今後はどんな行動をとるべきか
を研究している。「私の研究
テーマは、東アジア諸国の産業
政策と日本企業の戦略的行動で
す。もう1つは、企業間で同じ
業界にありながら業績に差異が
出るのは何が原因なのかという
研究もしています。加えて、都
市型ベンチャーの新しいビジネ
スモデルも研究しています」
　今、アジアでは水平分業化体
制になっている。例えば、フィ
リピンからインドネシアに部品
を入れる場合、5％あるいは無
税で取引がされている。これは
日本の企業がアプローチした。
そうしなければ、安い車が作れ
ない。例えば、車のトランス

の一等地に車を2台ぐらいしか
駐車できない物件がある。その
ようなビルが建てられないよう
な土地を買い、それを証券化す
る。投資家を集め、土地に出資
してもらう。都心の一等地なの
で車はいつも止まることが予想
され、利用料金を平均より高く
設定するが、駐車スペースが空
いている時間はほとんどないほ
ど繁盛している。
　「もう1つ面白いベンチャー
企業があります。台東区や江戸
川区に昔の工場用地がたくさん
あります。土壌汚染の恐れがあ
る土地を安く買って、土壌をき
れいにして不動産会社に売りま
す。また、その土地を証券化し
てさらに保険をかけるのです。
それは、後で土壌汚染が発覚し
たときの保障問題に対応するた
めです」この事例の会社は、不
動産売買と保険のビジネスをし
ている。単に土地の汚染をきれ

東アジア諸国の産業政策と日本企業の戦略、同じ業界の企業間の差異
都市型ベンチャー企業に見る新しい日本の経営戦略を研究する。

森本研究室
都市教養学部 経営学系 経営学コース
社会科学研究科 経営学専攻

ライフサイエンス

研究概要
日本企業は東アジアに対して
何をすべきかを研究

最近のトピックス
都市型ベンチャーの新しい風が
起きつつある

今後の展望
地域の特性を生かした
ビジネスモデルに期待する
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渡辺隆裕教授
Takahiro Watanabe
博士(工学)。東京工業大学理工学研究科経営工学
専攻修士課程修了、東京工業大学工学部社会工学
科助手、岩手県立大学総合政策学部助教授、東京
都立大学助教授を経て、05 年より現職。

■東京都幹部候補生の
研修資料

実践：先手か後手か？

• 2006年F1サンマリノGP
• ルノーとフェラーリのデットヒート
• ルノーの方が少し早いが、前の車は抜けない
• ルノーのピットインはフェラーリより先か、後か？

Ferrari
Renault

参考書：図解雑学「ゲーム理論」（2004年発売）

• ナツメ社の出す人気シリーズ
• 図解雑学「ネコの心理」「遺伝子」「フェルマーの定理」「経営分析」
など

第1位 ゲーム理論
第2位 M&A
第3位 自動車のしくみ
第4位 色彩心理
第5位 社会心理学

ナツメ社「図解雑学」ランキング

2007.11.03 Amazon.co.jp

■絵と文章でゲーム理
論をわかりやすく紹介
した「図解雑学　ゲー
ム理論」　
　近刊の「ゼミナール
理論入門」（2008 年
4月発行。日本経済新
聞社）も好評

研究テーマ

キーワード

ゲーム理論

オークション、競争状況下でのリアルオプション、
組合せオークション

にゲーム理論を使うという考え
方です」実際に企業からの要請
で、具体的なオークションのシ
ステムについて相談を受けるこ
とも増えてきている。

　ゲーム理論は、広く認知され
るようになったが、10年くらい
前は、TVゲームを作る理論だ
と勘違いされることもあった。
「今は公開講座を開くと、前か
ら興味があったのでぜひ勉強し
たいと思っていたという人がた
くさん集まってきます。ゲー
ム理論を役立てていただくため
に、これからも普及活動を続け
ていきたいと思っています」
　また、研究面においては
「オークションの設計をすると
いっても、実際のオークション
の取引が分からないとアドバイ
スのしようもありません。ゲー

連絡先 ◎ 0426-77-1139
E-mail ◎ forward0@nabenavi.net

の行動を読み合いながら合理的
に戦略を選択することが、あた
かも囲碁や将棋のようなゲーム
をしているようなところからこ
の名称が付けられました」
　ゲーム理論は、特にビジネス
の現場において、論理的で戦略
的な思考を高める実践ツール
としてニーズが高まっている。
「ゲーム理論は、ある程度の答
えが方程式を解くように出てく
る面白味があります。10年来、
あちこちで講演していますが、
学問として学ぶわけではないの
で、いかに分かりやすく教える
かという点で苦労しました。そ
こで、図を使いながらドリルの
ように答えを求める練習をし、
その後、自分にとって身近な実
際の問題をゲーム理論に直すよ
うな練習をする形で、社会人向
け研修プログラムを開発しまし
た」
　東京都幹部候補生研修、電力

　経済学から生まれたゲーム理
論は、社会現象の様々な問題を
解く有効なツールとして、近
年、政治学、社会学、経営学、
法学等あらゆる社会科学に取り
入れられている。最近では、ビ
ジネスの意志決定や日常生活の
いざこざまで問題解決の糸口を
与えてくれる手法としてもブー
ムを呼び、注目を集めている。
　「ゲーム理論を簡単に説明す
ると、2人以上の人がいるとき、
ある状況下の中でどのように動
くか、理論的に数学を使って意
志決定を分析し解く学問です。
2人以上のプレイヤーというい
い方をしますが、それは人間だ
けでなく国家や企業、組織など
様々な意志決定の主体を指しま
す。そのプレイヤーが、お互い

会社、中小企業、大学等の講演
や、イラストを多用した一般向
け書籍の出版など、様々な要望
に応えて、ゲーム理論の普及・
啓蒙活動を意欲的に展開してい
る。

　ゲーム理論のブレイクととも
に、研究者の数も増え、ゲーム
理論の中でもさらに細分化が進
んでいる。「例えば、貿易の制
度や企業の競争政策などをゲー
ム理論中心で考えるとか、ゲー
ム理論の研究も問題ごとに分か
れてきました。その中で私は、
オークションを選択しました。
ゲーム理論を使ってオークショ
ンの設計をすることが最近の
テーマになっています。オーク
ションを作るとき、様々な人の
行動を何かの理論で予測する道
具が必要になります。その道具

URL ◎ http://www.nabenavi.net

ム理論をよく知っている以上
に、現場のことや歴史をはじめ
情報科学、法律など幅広い知識
が必要となります。その意味
で、オークションを深く研究
し、発展させていきたいと思っ
ています」

あらゆる状況下での意志決定に有効な｢ゲーム理論 ｣の啓蒙活動を展開。
同時に「ゲーム理論」のさらなる深化を求めて
オークションとの融合研究を追求。

渡辺研究室
都市教養学部 経営学系 経営学コース
社会科学研究科 経営学専攻

ライフサイエンス

研究概要
｢ゲーム理論｣の分かりやすい研
修プログラムを開発し、様々な
講演依頼に対応

最近のトピックス
「ゲーム理論」を用いて、
オークションを研究

今後の展望
｢ゲーム理論｣の啓蒙継続と
オークションのさらなる研究へ
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渡邊欣雄教授
Yoshio Watanabe
社会人類学博士。東京都立大学
大学院社会科学研究科博士課
程修了。武蔵大学教授、東京都立
大学助教授、教授を経て、05 年
より現職。

明代の風水都市計画図：現福建省長汀

風水計画都市の例：福建省長汀の北から南を眺望

研究テーマ

キーワード

風水思想研究

東洋科学、環境アセスメント、国策、都市計画

　香港や台湾などでは今でも
日々の生活に風水を取り入れ、
地域開発や開店、新築の際の指
針とするケースが多い。日本に
おいても「風水」を生かした町
並みや都市計画に組み込んだ
「風水都市」を作ることは可能
なのだろうか。
　「可能でしょうね。風水の気
の良し悪しは、人の気の良し悪し
に影響します。歴史的根拠の豊
富な神社仏閣のある都市は多数
存在しますし、地形や一定の特長
を満たす場所もありますから」
　都市計画は、土木建築など先
端技術の粋を集めて行われる
が、科学では解明できないもの
も含まれる。様々な地域の町づ
くり事業の中で、フィールドワ
ークを重ねながら研究は続けら
れる。

連絡先 ◎ 042-677-2063
E-mail ◎ dubianxx@ballade.plala.or.jp

や環境調和などの日本人の『環
境観』に深く関わっています。
環境破壊をすれば人体に影響す
るというのは、科学のいう意味
とはまた異なる意味で『風水』
でも表現しています」　　
　古から脈々と伝えられてきた
「風水」が、「環境」や「気」と
深く関連する話は、科学万能な
現代にあって、思いがけない新
鮮さで迫ってくるはずです。

　ハイテク全盛の時代にあっ
て、「風水」はある意味ローテ
クな学問として注目を受けてい
る。もともとは古代中国で生ま
れた思想である。例えば、新た
に都市を作ったり、家や墓を建
てる際に、吉を呼び込み、凶か
ら逃れる場所を選ぶ。その位置
を決めるために日本でも使われ
てきた環境測定法である。

　近年、様々な場で「風水」と
いう言葉と出合う。「開運」や
「方位」、「固有の色」と密接な
関係があると思われがちだが、
それが実際の「風水」なのだろ
うか。素朴な疑問を持つ人も多
い。
　「風水の名前を冠するには、
歴史的根拠や確実な証拠となる
ものが必要不可欠です」加え
て、風水と日本人の環境観は密
接な関係にある。「『今日はよい
陽気ですね』という挨拶です
が、これは天の気が陽に転ずる
ことと人の気が陽に転ずること
を同様に考える哲学で、『今日
はよいお天気ですね』とは、自
分の心理が陽気ですね、という
「天人合一」の表現です。これ
を土地に当てはめると『風水』
になる。『風水』は、環境保護

「陰・陽は、実は科学ではなく、
森羅万象に対する思想です」前
近代までは陰陽調和のある場所
を選択していた。例えば、都城
のどのような場所に都を造るか
を決める際、陰陽調和の発想で
行われ、それは江戸時代まで続
いた。
　「工学は、いくらでも環境を
整備することはできます。その
後、人が住んだ場合をどうする
かという風景の作り方は、風水
に関係する問題です。京都府の
綾部市に工業団地を造成した
際、風水の研究家を招いたこと
をご存知の方はそれほど多くは
ないでしょう」
　「現代社会でも、人間のここ
ちよさと深く関わる「風水」
と、先端技術を駆使する都市計
画は関連しており、町づくりは
風水と工学の両輪で行われる事
業だと言えます」

先端科学を追い求める現代にこそ祖先が築きあげた「風水」空間を
見直すべし。
都市計画に必要不可欠な、古よりの東洋科学「風水」を探求する。

渡邊研究室
都市教養学部 人文・社会系 社会学コース
人文科学研究科 社会行動学専攻

地域

研究概要
日本人の環境観と深く関わる
「風水」が意味するもの

最近のトピックス
東洋科学「風水」の思想を生かし、
都市計画に反映させる新たな試み

今後の展望
未来の町づくりにここちよさを
提供する「風水」の探求
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下川昭夫准教授
Akio Shimokawa
博士（学術）。東京都立大学大学
院博士課程単位取得退学。東京
都老人総合研究所、東亜大学助
教授、東京都立大学助教授を経
て、05 年より現職。
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このネットワーク図は、そこにいる
人達がやりたいことができるように
なったプロセスでもある。自律的
に誰かとつながることができれば、
ネットワークは自然に広がっていく
ことを目の当たりにした臨床例

研究テーマ

キーワード

地域臨床

地域、コミュニティ、臨床心理学

プロジェクトが立ち上げられ
た。これは2007年度から特別支
援教育が各学校で始まり、学校
運営協議会でどのようなサポー
トができるのか、まず現状把握
とニーズの調査をしようという
試みである。その中で今までう
まくつながれないことが多かっ
た、ニーズのある保護者と学校
とをつないでゆく仕組みが必要
なのではないかということが見
えてきた。「今後、どうすれば
この仕組みを先生方の負担を増
やさず、実現してゆけるのかを

連絡先 ◎ 042-677-2100
E-mail ◎ akios@c.metro-u.ac.jp

て、コミュニティに対する心理
臨床的支援は何ができるんだろ
うということを考えさせられま
した」
　そこでの経験を検討する中
で、お互いをインスパイアしあ
う有機的なつながりと、異なる
視点に折り合いをつけ共通の視
点を見いだしてゆくことが自律
的な地域ネットワークが形成さ
れていくために必要なのではな
いかと考えた。また、共通の視
点を見いだしてゆく過程に心理
臨床的支援が役立つのではない
かと考えるようになった。南大
沢地域でも身の回りで同じ様な
ネットワークできるのか、また
違った形のネットワークはある
のだろうか研究を続けている。

　2007年度、大学近隣の中学校
にコミュニティ・スクール（地

　従来の臨床心理学は、心理面
接や検査など、主に個人を対象
とした支援研究が主だった。し
かしながら近年では、スクール
カウンセリングや育児支援など
の広がりと共に、コミュニティを
対象とした支援アプローチの検
討の必要性が高まってきている。
　「以前、下関の大学で地域ネ
ットワークの研究をしました。
そこでは異なる領域の専門家
と、様々な障害を持った子ども
たちのおかあさんたちのつなが
りができ、そこに社会福祉協議
会や市長を巻き込んで大きな地
域ネットワークができる現場を
目の当たりにしました。また支
援を受ける側だったおかあさん
たちが、ネットワークを通じて
積極的に支援する側になり、生
き生きと活動されているのを見

域運営学校）が設けられ、その
学校運営協議会に参加して、ス
クールカウンセラーとは違った
立場から学校や保護者への支援
を行っている。コミュニティ・
スクールとは、保護者や地域の
人たちの声を学校運営に反映さ
せ、保護者・学校・地域などが
一体となって学校を作り上げて
ゆくことを目指す制度である。
　「これまで学校は校長や副校
長などの管理職が運営をしてき
ました。そこに保護者や地域の
人たち6人くらいが学校運営協
議会委員として関わっていま
す。この制度のいいところは、
先生方だけでなく、保護者や地
域の人たちがその学校に今何が
必要か考え、どうやったらそれ
を実現できるか、お互いに話し
合いながら取り組めるという点
です」
　その具体的な取り組みの1つ
として、特別支援教育サポート

　下関でも最初はみんな地域の
センターにいろいろなことを何
とかしてもらおう思っていた
が、よいネットワークさえあれ
ば自分たちが欲しいものは自分
たちで手に入れられることが多
いじゃないか、と気がついたと
きに大きな転換が起こってい
る。こういった自律的な動きが
どういう支援があればできるの
か、またその動きを阻害してい
るものは何か、研究室からすぐ
歩いていけるところにクエスチ
ョンは豊富にある。

模索しているところです」

　「心理臨床はあくまで支援な
ので、それ自体が新しいネット
ワークを地域の中に立ち上げて
ゆく力はありません。ホットな
つながりが生まれている現場を
見つけ出し、当事者たちが自ら
やりたいことを見つけていける
よう、個人臨床で培った心理臨
床的な視点から支援してゆくと
いうスタンスになります」

障害を持つ子ども達と保護者への支援、問題が山積する教育現場への支援。
人を支える地域の力を総合的に高めていくために心理臨床は何ができるのか。
臨床心理学の視点から必要な支援のあり方を追究する。

臨床心理学研究室
都市教養学部 人文・社会系 心理学・教育学コース
人文科学研究科 人間科学専攻

地域

研究概要
人を支える地域の力を高める
ネットワークのあり方を研究

最近のトピックス
都市型コミュニティの中でどんな
心理臨床的支援ができるのかを追求

今後の展望
センターからネットワークへ、
心理臨床の新しい形を求めて
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和田清美教授
Kiyomi Wada
社会学修士。立教大学大学院社会学
研究科博士課程後期課程終了。立教
大学助手、常磐大学講師・助教授、東
京都立短期大学助教授、首都大学東
京准教授を経て、07年より現職。

写真左から「大都市における地域医療、看護・介護の理想と現実～東京都
足立区セツルメント診療所 50 年のあゆみ～」（こうち書房、2001）、「大都
市東京の社会学─コミュニティから全体構造へ」（有信堂、2006）、「福祉
コミュニティ論（第二版）」（学文社、2003）

写真左から「大都市における『地域防災』に関する住民意識アンケート調査報告書
─東京都大田区の社会調査実習報告─」、「地域防災と災害弱者支援活動に関す
るアンケート調査報告書－東京都板橋区住民防災組織リーダーアンケート調査－」、
「建設業職人の妻の生活と意識─東京都土建世田谷支部『主婦の会』調査から─」

研究テーマ

キーワード

都市政策とコミュニティ研究

市民協働、地域連携、コミュニティ形成・まちづくり、地域防災、地域防犯、地域福祉、地域
医療、地域看護・介護、住民組織、NPO、地域力、コミュニティ政策

ニティの6つに類型化されると
述べている。
　「住民意識の多様化や個別
化・分散化等の変化の中にあっ
ても、地域社会は柔軟に対処し
ながら共同関係を保ちそれぞれ
特有のコミュニティを形成して
きました。2000年代から、行政、
市民、NPO、事業所等の協働に
よる『新しい公共論』が議論さ
れていますが、何に向かって何
のためにパートナーシップを組
むのか、その方向性が大事だと

連絡先 ◎ 042-677-3142
E-mail ◎ wada-kiyomi@tmu.ac.jp

ティ政策を掲げるが、様々な時
代の変遷とともに、コミュニテ
ィのあり方も翻弄されてきた。
特にバブル経済期、大都市とく
に東京では居住機能の排斥とコ
ミュニティの崩壊が顕在化す
る。「都市は、人が住み、働き、
憩う『共同生活の場』であり、
都市の活力を生み出しているの
は人間です。それが壊れていく
ことに大きな危機感を感じ、本
格的に都心の実態調査を始めま
した」
　1980年代の前半から自発的な
地域の住民活動や行政と協働し
た住民の取り組みを中心に、約
20年にわたり一貫してフィール
ドワークを実施している。より
有効なコミュニティ政策に繋げ
たいという熱い思いを込めて、
大都市コミュニティの実証的研
究に取りくんでいる。
　「私は、アンケート票を用い
た訪問面接調査によるフィール

　「コミュニティ」という言葉
は普及しているが、それゆえに
イメージのばらつきがある。古
くは地域の中の共同社会を、最
近ではソーシャルキャピタルを
意味する。この概念が、日本に
おいて現在のように浸透したの
は、1969年、国民生活審議会調
査部会コミュニティ問題小委員
会報告「コミュニティ：生活の
場における人間性の回復」が起
点となっている。
　「高度経済成長期、農村から
都市へ急激な人口移動が始ま
り、都市・農村ともに従来の地
域社会の繋がりは変化せざるを
得ませんでした。そこで、今ま
でとは異なる地域社会を作って
いこうと託された概念がコミュ
ニティでした」
　以来、国や自治体もコミュニ

ドワークを実践しています。そ
の地域にどのような人達が住
み、どのような暮らしがあるの
か、実際にフィールドワークし
て把握することは、政策を現実
に推進するためにとても大切な
ことです」実証的研究による生
きたデータは、都市の現状と課
題に迫り、政策課題の解明に貢
献している。

　変貌著しい東京の実態を、20
年間にわたり調査した研究成果
の集大成『大都市東京の社会学
─コミュニティから全体構造
へ』（有信堂、2006年）の中で
東京23区のコミュニティが、①
都心コミュニティ、②都市近接
住宅地コミュニティ、③産業コ
ミュニティ、④下町コミュニテ
ィ、⑤山の手住宅地コミュニテ
ィ、⑥雑居型一般住宅地コミュ

考えます」市民の自発的活動に
よるパートナーシップを強く支
持し、真のコミュニティ形成へ
の期待と住民への優しい視点が
注がれている。演習の授業では
毎年社会調査を実施している。
2006年度は「地域防災」、2007
年度は「まちづくり」をテーマ
としてとりあげた。

　「今後も、都市政策とコミュ

ニティの研究を進めていきま
す。その一環として、大連や台
北、ソウルなどの都市政策とコ
ミュニティの研究を手始めに、
ひろく東アジアの諸都市の都市
政策とコミュニティの比較研究
を行う予定です。その研究成果
は、日本のこれからの都市政策
とコミュニティの研究に生かさ
れ、さらに東京の都市づくりに
役立てていきたい」

大都市は、どんな問題を抱え、どこへ向かうのか…
フィールドワークを展開し、コミュニティの実態と都市政策の課題を解明。
住民の自発性に根ざした豊かな市民社会への貢献を目指す。

和田研究室
都市教養学部 都市政策コース
人文科学研究科 社会行動学専攻

地域

研究概要
一貫した現場第一主義で
都市のコミュニティの実態を解明

最近のトピックス
大都市東京のコミュニティからみた
全体の有様を明らかに

今後の展望
東アジアの都市政策と
コミュニティの比較研究を推進
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服部久美子教授
Kumiko Hattori
理学博士。東京大学大学院修了。
信州大学教授を経て、07年より
現職。

津村博文教授 高桑昇一郎教授
Shoichiro Takakuwa
理学博士。東京工業大学大学院
博士課程修了。東京都立大学助
手、助教授を経て、05 年より現
職。

Hirofumi Tsumura
理学博士。東京都立大学大学院
修士課程修了。青山学院高等部
教諭、東京都立短期大学講師・
助教授、首都大学東京助教授を
経て、07年より現職。

フラクタル図形。どんなに拡大して
も、どこを切っても同じ複雑な形を
している。この図形を数式で表す。大学祭での発表会と授業を終えて修了書をもらう町田高校の生徒

研究テーマ

キーワード

数学の啓蒙活動を中心とした高大連携事業への取り組み

出前授業、地域交流、リカレント教育支援

により早い段階で出合わせたい
と、いろいろなスタイルの高大
連携を考えている。

　現在、SPPは町田高校だけだ
が、そのほかの都内や近県の公
立高校、私立高校にも高大連携
をもちかけている。様々な学校

連絡先 ◎ 042-677-1111（内 3174）
E-mail ◎ tsumura@tmu.ac.jp

の数学の啓蒙活動を中心におい
た高大連携のあり方を研究・模
索している。

　2007年度、科学技術振興機構
のSPP（サイエンス・パートナ
ーシップ・プロジェクト）に採
択され、東京都立町田高校の2
年生の数学好きな生徒達と「目
に見える数学を究める」という
テーマで一緒に勉強をした。11
月の大学祭には、町田高校の生
徒を招き「素数の不思議な世
界」を一緒に探検したり、フラ
クタルの面白い図形を解析した
りと、高校の数学では出合わな
い世界を学んだ。
　「このプロジェクトは、最初
に大学の教員の授業を受けても
らい、その後はメールのやり取
りで進めています。その中で高
校生がまとめたレポートに関し

　素数と呼ばれる、1とそれ自
身しか約数を持たない正の整数
がある。素数は無限個あるが、
整数全体の中にどのように分布
しているのか、特定の性質をも
つ素数全体はどのように分布し
ているのか等、未知なることが
たくさんある。
　「ゼータ関数という特別な関
数を調べると、素数に関する情
報が得られます。素数だけを眺
めていても見えてこない不思議
な性質がいろいろと見つかりま
す」
　整数論が専門の津村教授を中
心として、数学の不思議な世界
を高校生にも伝えたいという目
的で、高大連携プロジェクトを
展開。フラクタルが専門の服部
教授、微分方程式が専門の高桑
教授と共同で、地域の高校生へ

て、私たちが意見を述べるとい
う形です。大学祭のときは、彼
らの研究を発表してもらい、そ
れを大学の教員や大学院生が聞
くというスタイルで行いまし
た。一方的に数学の専門的な授
業をするのではありません」
　研究発表は、事前に渡した手
作りの大学のテキストを基にし
て勉強した成果を話すというも
の。発表の場で出てきた課題
は、再び持ち帰って勉強する。
その結果をメールで教授に送
り、評価してもらう。
　「高校生たちは、わからない
ところをインターネットで調べ
ているようです。こんな考え方
もあるのかと驚かされることも
あります」
　SPP以外に、これまでも数理
科学コースでは全国の高校生を
対象にした高大連携も行ってき
た。数学が好きな生徒を対象
に、数学への興味が広がる世界

URL ◎ http://www.comp.metro-u.ac.jp/~tsumura/

連絡先 ◎ 042-677-1111（内 3171）
E-mail ◎ khattori@tmu.ac.jp

連絡先 ◎ 042-677-1111（内 3161）
E-mail ◎ takakuwa@tmu.ac.jp

だ。教師の再教育の意味もある
が、高校生向けのSPPと同じ形
式で、春休みや夏休みに研修と
いう形でできないかを検討して
いる。

の学生が集まれば、さらに刺激
的な学びが生まれることが期待
される。
　その一方で、社会人向けに授
業を行うオープンユニバーシテ
ィで、高校の数学や理科の教師
向けの講義も考えている。高校
生のレベルを上げるためには、
教師の数学的知識を拡充し、教
育環境を整える必要があるから

地域

地域の高校生への数学の啓蒙活動を中心とした高大連携事業を通して、奥深い
世界を持つ数学の面白さを伝える。同様に指導者である教師のリカレント教育
支援も行い、中学・高校の学びをより充実したものにする環境を整える。

高大連携プロジェクトチーム
都市教養学部 理工学系 数理科学コース
理工学研究科 数理情報科学専攻

研究概要
数学の不思議な世界を
高大連携の中で一緒に探検する

最近のトピックス
高校生と大学教員・大学院生が
協同して学ぶ場を提供

今後の展望
様々な学校の高校生・教師の
レベル向上を目指す
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山田幸正教授
Yukimasa Yamada
博士（工学）。東京都立大学大学
院工学研究科建築学専攻修士
課程修了。東京都立大学助手、助
教授、首都大学東京助教授を経
て、06 年より現職。

上羽生家のたたずまい：
明治期の山林地主の威容を今に伝えている豪壮な薬医門と3 階蔵、その
奥には手の行き届いた庭園や主屋建物などを垣間見ることもできる。

御岳御師集落内の文化的景観：
御嶽神社への参道は木立のなかにある風情ある山道で、道沿いには茅葺き
屋根の家屋、石垣や板塀などが残る。

研究テーマ

キーワード

文化的景観を活かした町づくりに関する基礎的研究－奥多摩
（御嶽・日の出町）観光町づくりでの取り組み

文化的景観、文化観光、町づくり、住民参加、ヴァナキュラー

秋川渓谷沿いに玉堂美術館や吉
野梅郷等の観光スポットも点在
する。今後は、秋川渓谷沿いの
自然や観光スポットも含めて、
広く奥多摩地域の観光まちづく
りを展開することを考えてい
る。

連絡先 ◎ 042-677-2815
E-mail ◎ yyamada@comp.metro-u.ac.jp

れており、林業で栄えた町であ
るという文化背景をも取り入れ
ながら観光資源として活かす方
法を研究している。

　山上集落は、関東一円に分祀
を持つ御嶽神社信仰の拠点。各
地の氏子達は「講」を結成し、
それを束ねるのが「御師（お
し）」と呼ばれる道案内人であ
る。各地の講の代表者が、毎年
4月、御嶽神社の大祭に代参す
るが、そのときに御師の家が宿
泊所となる。このような御師の
家が、山上集落には25軒程あ
り、今でも御師の人達が住み、
御嶽神社に代参する人達を迎え
ている。その中には、川合玉堂
をはじめ多くの芸術家や文人達
が定宿としていたところもあ
る。
　一方、日の出町では建築遺構

　世界遺産に登録された島根県
の石見銀山、登録手続きが進む
岩手県の平泉文化等、文化的景
観は観光もからめて関心を集め
ている。その中で現在、青梅市
の御岳山と日の出町の2箇所の
文化的景観をどのように町づく
りに活かしていくかについて事
例研究を進めている。
　御岳山では、御嶽神社の山上
集落を対象に、観光に活かせる
まちづくりに取り組んでいる。
この集落は、学校が林間学校を
始めた頃を皮切りに年々観光客
が増えたが、バブル期を頂点と
して減少の一途をたどってき
た。
　日の出町では、蔵の町として
の文化観光のあり方を検討して
いる。江戸中期頃までに遡

さかのぼ

るも
のを含めて160棟もの蔵が残さ

や古文書から明治期における林
業を中心とした奥多摩地域の繁
栄ぶりが明らかになりつつあ
る。それを証明するかのよう
に、現存する古民家のなかに
は、3階建ての大型の土蔵を含
め6棟の土蔵、武台玄関や書院
造の座敷をもつ主屋、数寄屋風
の離れ、豪壮な薬医門などから
構成されるものもある。それら
の家には御嶽神社の御札がはら
れ、建築の観点からも山上集落
との深いつながりもわかってき
た。
　「このような調査・研究を今
後も続け、利便性だけを追求し
た観光ではなく、奥多摩の自然
と歴史・文化的景観を活かした
町づくりを展開させて観光客を
呼びたいと考えています」

　御嶽、日の出町の近くには、

URL ◎ http://www.eng.metro-u.ac.jp/yamadalab/

集落のような休憩できる場所を
作り、のんびりと奥多摩を散策
できる環境を整える必要があ
る。「こういったことを提言し
て、地域の人達と一緒に観光客
を集められる町づくりを進めて
いきたいと考えています」

　例えば、山歩きを趣味にして
いる人達に日の出町からスター
トしてもらい、御嶽神社を守る
山上集落を通って、秋川渓谷へ
下って芸術と自然を楽しむ、と
いったルートが作れないか。そ
の拠点として日の出町にも山上

地域

山岳信仰の御師集落、社寺や武家屋敷のような格式ある建築、
林業の繁栄を伝える古民家や蔵など奥多摩に残る観光資源を活かし、
地元の文化に根ざした町づくりを研究。

山田幸正研究室
都市環境学部 建築都市コース
都市環境科学研究科 建築学専攻

研究概要
文化的景観を活かした町づくり
に関する基礎的研究の取り組み

最近のトピックス
利便性ばかりを追求せず新しい
山岳観光のあり方を探究

今後の展望
奥多摩の周辺地域も取り込みのんびり
と観光山歩きができるコースも提言
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羽貝正美教授
Masami Hagai 
法学修士。東京都立大学社会科学
研究科（政治学専攻）博士課程。新
潟大学法学部教授、東京都立大学
都市科学研究科教授を経て、05 年
より現職。

八王子市都市政策研究会議の研究をまとめた『まちづくり研究はちおうじ』
『自治と参加・協働　ローカル・ガバナンスの再構築』羽貝 正美（編著）、
学芸出版社、2007.

研究テーマ

キーワード

住民参加と地域自治を重視したまちづくりのあり方、住民・
行政の協働とローカル・ガバナンスに関する研究

都市行政、都市政策、自治、参加・参画、協働、ガバナンス、地域自治、広域的な都市連携

交流内容によっては地域住民も
積極的に参加する必要がありま
す」
　また、2007年は、都市システ
ム科学専攻の企画、自らの編纂
で住民参加のまちづくりの現状
と課題について論文集『自治と
参加・協働　ローカル・ガバナ
ンスの再構築』を出版した。

連絡先 ◎ 042-677-2361
E-mail ◎ mhagai@comp.metro-u.ac.jp

でいる。
　例えば、フランスには約36,000
の基礎自治体があり、フランス
革命当時から大きな変動はな
い。日本と比較すると、総人口
は約半分、国土面積は1.6倍、
広い国土に少ない人口で構成さ
れている。
　「諸外国の取り組みと日本の
取り組みを総合的に検討する
と、共通しているのがガバナン
ス（民主的な合意形成と公共サ
ービスの供給のあり方）をめぐ
る議論です。行財政管理や政策
形成への有権者・納税者である
住民の関わり方が基礎レベルか
らより大きなレベルまで多様で
興味深く、それをテーマに研究
を進めています」

　2003年から羽貝教授は、自治
体シンクタンクとしての役割を

　地方分権が進む中、自治体、
特に基礎自治体（市区町村）を
より暮らしやすく、望ましいも
のにするためには、どのような
まちづくり、都市づくりが求め
られているのか。「基礎自治体
の基本的な体力（権限・財源・
政策形成能力）を高めるために
は、どのような改革が必要なの
か、また都道府県の役割、国の
役割は何か」を念頭におきなが
ら「住民と行政の協働、地域と
行政の協働を主眼に研究を継続
しています」
　世界的にも地方分権や基礎自
治体が担う役割については様々
な議論や試みがあり、その意味
では世界的な潮流でもある。た
だ、各国、各自治体の事情や歴
史的背景も様々であり、それら
の調査も含めて課題に取り組ん

担う八王子市都市政策研究会議
に座長として参加している。都
市政策研究会議では、八王子市
にとって中・長期的に重要だと
考えられる課題を設定し、共同
研究をしたり、サブテーマを設
けて個人研究を行ってきた。テ
ーマによっては市民も研究員と
して参加する。
　八王子市の場合は職員参加型
で、すでに約50名の職員が参加
している。2007年度は都市間交
流をテーマに、他の自治体とど
のような交流、協力・連携の関
係を結んでいるか、またいかな
る課題があるかを調査した。調
査・考察の結果は『まちづくり
研究はちおうじ』第5号に掲載
されている。
　「都市間交流は公共サービス
の向上にも寄与するところが大
きく、これを充実するために
は、職員自身がその重要性を認
識し情報を共有するとともに、

ようとの動きもある。各自治体
の資源、財産をどう活かすかが
課題になっている。
　「諸外国におけるガバナンス
のあり方を参考にしながら、今
後、地域の資源をどう活用して
いくか、地域にある人的資源や
目に見えない潜在的な力を含め
て都市間交流と協力・連携のあ
り方を探っていきたいと考えて
います」

　日本はかつてフルセット主義
と言われた。各自治体に文化・
スポーツ等の公共施設を整える
ことを競い合いながら充実させ
てきた。今、その公の施設をそ
の中身、活用の仕方とともに見
直そうという動きがある。その
一環として政策評価を充実させ

自治体が置かれている環境の変化やローカル・ガバナンスのあり方を
念頭に置き、諸外国の動向や取り組みも参考にしながら
基礎自治体が抱える課題を調査・研究

羽貝研究室
都市環境学部 建築都市コース
都市環境科学研究科 都市システム科学専攻

地域

研究概要
住民と行政、地域と行政の協働を主
眼にまちづくり、都市づくりを考察

最近のトピックス
自治体シンクタンクに参加し
中・長期的な課題を研究

今後の展望
各自治体の地域資源・財産を検
証し地域間連携のあり方を探る
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安達久美子准教授
Kumiko Adachi
博士（保健科学）。浜松医科大学
大学院医学系研究科修了。神戸
市看護大学講師を経て、06 年よ
り現職。

鈴木享子准教授
Kyoko Suzuki
看護学修士。北里大学大学院看
護学研究科修士課程修了。東京
都立保健科学大学講師を経て
05 年より現職。

恵美須文枝名誉教授
Fumie Emisu
博士（医学）。聖路加看護大学大
学院修士課程修了。東京都立保
健科学大学教授、首都大学東京
教授を経て、08 年より現職。

研究テーマ

キーワード

大学と地域連携による子育て支援ボランティア活動

地域連携、子育て、ボランティア
子育て支援シンボルマーク

の発育や母親の健康問題などに
ついて、教室での学びを自然に
深められる機会にもなってい
る。それに加えて、日ごとに成
長する子供の愛らしさや愛着、
そして、母親からの感謝の言葉
がメンバーの活動を強く引きつ
け、継続の力になっている。学
生には、人はお金で動くのでは
ないこと、ボランティアとして
の多様な人間関係に関わること
でも学んで欲しいと先生達は語
る。
　これまで、地域支援システム
の開発について、この活動を学
会等でも発表してきた。その
他、新聞各紙で活動が紹介され
たこと等で、全国からの問い合
わせや講演会等を依頼される。
その場合には、できるだけ地域
のメンバーに、その役目を依頼
し、新しい体験に挑戦する機会
の提供等、地域ボランティアの
やり甲斐をふくらませる努力も

連絡先 ◎ 03-3819-1211（代表）
E-mail ◎ mwadach@hs.tmu.ac.jp（代表安達久美子准教授）

で、ボランティア活動や子育て
に関する講演会を開催し、同時
に活動の呼びかけを行ってそれ
に応じていただいた方々に協力
を得ることができました」育児
支援活動の内容は、産後6カ月
までの赤ちゃんを連れての外
出、赤ちゃんのお風呂や家事の
手伝い、上の子の遊び相手など
である。原則的にお母さんの手
伝いに限るが、助産学教員はお
母さんと赤ちゃんの健康相談に
も応じている。
　「反響は大きく、現状では依
頼も多いのですが、常時、5件
程度の支援に応じることで手一
杯の状態です」1人の母親に対
して、地域ボランティア及び学
生ボランティアの4人が1チーム
を編成し、交替で週に2回程度
の訪問支援を行う。しかし、双
子を抱える母親には、毎回2人
で訪問するなどで支援している
が、大勢の活動メンバーを長期

　生まれたばかりの赤ちゃんを
抱えたお母さんは、昔のように
大家族の中での支援も、近所か
らの助けも期待できず、1人で
大きな責任を背負って疲れきっ
ている。そのような実状に少し
でも手をさしのべたいと考えた
ことが現在の活動のきっかけに
なっている。
　「出産後の母親には、退院し
て自宅に戻ってからの生活がど
のようなものか実感としての予
測が難しい。実際の育児生活が
始まってその場での悩みを見聞
きし、地域と大学の双方に役立
つ支援方法は無いものかと考
え、文部科学省の研究費を得て
育児支援モデルの構築の研究か
ら出発しました」
　地域住民へのボランティア活
動の提案は、「大学の公開講座

的に確保してゆくことが学生生
活の中では困難な場合も多い。
したがって、同時期の支援件数
には限界がある。名称の “35
（さんご）サポネットin荒川”
には、産後と35名以上の活動メ
ンバーを維持するという意味が
含まれている。
　ボランティア実践の場は、ま
た教育の場にもなる。「月1回の
報告会では、各事例の支援状況
の報告と同時に、活動上の相談
やシステムへの提案なども出て
来るので、それをみんなで考
え、相談し合います。まず何よ
り重要なのは、学生たちが壁に
ぶつかってそのつど考え、話し
合って問題を解決していこうと
することです。実践の場でこそ
多くを学べるので、私達も保健
医療専門家の立場からアドバイ
スをしています」と担当教員は
話す。
　また活動は、一人一人の子供

URL ◎ http://www.geocities.jp/kosodate_arakawa/index.html

している。新メンバーの導入教
育などもできるだけ地域メンバ
ーに担当して貰い、学生と地域
の交流を深めるシステムの工夫
を行っている。

　行政でも「子育て支援」の必
要が認められ、2006年度からは
荒川区の予算を獲得した。「3年
ほど活動し、実績を積んで区長
さんに『地域の困っているお母
さん達のために、お手伝いをす
る活動を区でもサポートして下
さい』とお願いに行きました。
その後、荒川区では『子育て支
援部』がつくられた。「子育て
は、今や国の大きな課題です。
この1、2年大きく話題になって
きましたが、2003年から取り組
みを始めていた私達は、少しだ
け先を読んでいたことになった
と思います」

　活動の継続と地域に定着でき
るようにメンバーを増やし、活
動のコーディネーターを確立す
ることが今後の重要課題であ
る。「活動にはお母さんの状況
を見極め、必要なときは専門家
に連絡を取り、時には他の社会
資源を紹介したりもします。そ
して、ボランティアとケースの
調整を行いつつ、できない事を
きちんと断るコーディネーター
が必要です」地域の多くの人々
が活動を続けることで、経験を
積んだコーディネーターが次第
に育ってゆき、この活動が地域
の財産として、ますます根づく
ようにと願っている。

子育て支援シンボルマーク

地域

産褥期の子育てに悩む地域のお母さんのため大学ならではの提案を
地域に呼びかけ、行政への働きかけも行う。学生たちが現場で学び、
地域に還元していくことを目指す

助産学・母性看護学研究室
健康福祉学部 看護学科コース
人間健康科学研究科 看護科学系

研究概要
子育て中のお母さんに学生と地域
の人々で行うボランティア活動

最近のトピックス
行政でも「子育て支援」の必要
が認められるように

今後の展望
地域メンバーを増やし、活動の
コーディネーターを確立するこ
とが今後の重要課題
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菅又昌実教授
Masami Sugamata
博士（医学）。日本獣医畜産大学
卒業、アメリカ国立衛生研究所、
東京都立神経科学研究所、東京
都立短期大学教授を経て、05 年
より現職。

左から鈴木浩平副OU長、小柴教授、菅又教授、渡邊教授、黒川准教授

学部・学系横断的教育・研究体制

研究体制

理工学系

都市環境学部

システムデザイン学部

社会人類学
考古学

生命科学
数理科学
化学
地理環境
都市基盤環境

健康福祉学部

オープンユニバーシティー

人文・社会系

法学系

経営学系

大学院教育

学部教育

インターンシップ
単位互換・公開教育

教員再教育
生涯・社会人教育

中・高大連携教育
公開実習・授業野外体験的教育

実習・巡検・講義
講座・研修・ゼミナール・体験etc…

の検討・開発
理学療法学

研究展開

ヒューマン
メカトロニクス

法律学

基礎ゼミナール・都市教養プログラム・専門科目

渡邊欣雄教授
都市教養学部 人文・社会系 社会
学コース 
人文科学研究科 社会行動学専
攻

中林一樹教授
都市環境学部 建築都市コース 
都市環境科学研究科 都市システ
ム科学専攻

小泉明教授
都市環境学部 都市基盤環境コー
ス 
都市環境科学研究科 都市基盤
環境工学専攻

小柴共一教授
都市教養学部 理工学系 生命科
学コース 
理工学研究科 生命科学専攻

高桑史子教授
都市教養学部 人文・社会系 社会
学コース 
人文科学研究科 社会行動学専
攻

黒川信准教授
都市教養学部 理工学系 生命科
学コース 
理工学研究科 生命科学専攻

ロング ダニエル准教授
オープンユニバーシティ 日本語教
育
人文科学研究科 人間科学専攻

福士政広教授
健康福祉学部 放射線学科
人間健康科学研究科
人間健康科学専攻

研究テーマ

キーワード

都内の観光資源・地元有識者・本学の「知」の連携による、
野外体験講座を通じた新たな総合的価値の創出

観光資源、野外体験講座、自然、歴史、文学、産業振興

　「東京都には今アジアからの
留学生が多くいます。地域と学
生だけでなく、留学生も育てる
国際的支援をしていきたい。
　首都大学東京の強みは、防災
に対するノウハウの蓄積がある
ことです。アジアの留学生が東
京都水道局・下水道局・福祉保
健局の高齢者施設などで実地体
験をし、集中豪雨、火山噴火、
洪水等の防災対策、施設に多い
感染症への対処の仕方等を学ぶ
ことには大きな意義があると思
います」
　今後は、国内外からの参加者
を募れるような体験型野外講座
の企画も検討されている。

連絡先 ◎ 042-677-2320
E-mail ◎ bmsasuga@tmu.ac.jp

ことが可能です。東京の特徴を
理解し、東京都と効率よく連携
できるのが本学の強みです。
　具体的には大島、八丈島、小
笠原諸島、奥多摩等の地域にお
いて、地元有識者を講師に招
き、学際的観点から本学の教員
を組み合わせます」
　地元の自然・文化・歴史を、
体験もふまえて立体的に楽しむ
宿泊体験型公開講座が年に複数
回企画され、継続して実施され
ている。文学、歴史についての
話を聞き、地元の人と話し、産
業を実際に見る、そのような立
体的な知的体験の提供が、新た
な産業のシーズになる可能性が
ある。地元の観光産業はもとよ
り、一次・二次産業の発展も惹
起して、東京都全体の知的活性
化をベースにした総合的活性化
を目指す。
　「継続に意味があるので、5
年10年のスパンで地道に定着し

　生物学、植物系統学、社会人
類学、動物生理学、公衆衛生
学、工学等、様々な分野の研究
者が学部の枠を越えて新しい価
値の創造を目指してチームを組
んだ。
　「これまでにない挑戦という
意味でフロンティアグループと
名づけました」
　都内には自然・文化・歴史等
の様々な観光資源がある。しか
し、趣味の多様化、国内外の観
光地域の増加・拡散化等によ
り、経済規模の縮小や地域活性
の低下が問題となっている。
　「様々な資源を再発見し、産
業的なシーズとして捉え直した
い。首都大学東京ならではの特
性を活かすことにより、教育研
究活動や様々な知的資産を都民
をはじめ多くの人々に提供する

ていくことを望んでいます。ま
た学生を対象とした新しい教育
プログラムの作成は、新しい人
間教育・人材教育にもつながり
ます。学内的にも教育の実践に
フィードバックしていくことに
なるでしょう」

　大島町、青梅市、八丈町等地
元の有識者にも研究の意義が認
められつつある。また多くの人
が訪れたことが地元の人の自己
再発見につながり、反響を呼ん
で野外講座のニーズも増えてい
る。
　「大学から発した地域活性化
が軌道に乗りつつあります」
　島しょ以外にも、下町等を対
象として年間5回以上の講座の
実現を目指した企画が進められ
ている。

URL ◎ http://www.comp.metro-u.ac.jp/oshima/index.html

地域

都内の観光・人的資源と首都大学東京の知的資源を融合し、
野外体験講座による新しい価値を創出し地元への
還元と教育へのフィードバックを行う。

学際的教育・研究開発フロンティアグループ
オープンユニバーシティ 身体健康栄養
人間健康科学研究科 ヘルスプロモーションサイエンス系

研究概要
東京の資源の再発見と新しい価値
の創出、教育へのフィードバック

最近のトピックス
地元との協同

今後の展望
留学生の現場体験型教育を
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篠田粧子教授
Shoko Shinoda
農学博士。Longwood College卒
業。東京都立短期大学助教授、
教授を経て、05 年より現職。

福家洋子教授 渡邊容子助教
Yoko Watanabe
栄養学修士。女子栄養大学大学
院修士課程修了。東京都立短期
大学助手を経て、05年より現職。

Yoko Fuke
農学博士。日本女子大学卒業。東
京都立短期大学助教授、教授を
経て、05 年より現職。

将来肥満や糖尿病になりやすいと考えられる3つの遺伝子を持つハイ
リスクグループは24％であった。

今後の展開など

AdiponectinPPAR　2 3ーAR
High risk

HNHN-1

遺伝子多型解析結果と肥満リスク

G/G276Pro12 Arg64

HNHN-2 HNHN-7HNHN-6HNHN-5HNHN-4 HNHN-8 HNHN-9 HNHN-1010

HNHN-2020HNHN-1919HNHN-1818HNHN-1717HNHN-1616HNHN-1515HNHN-1414HNHN-1313HNHN-1212HNHN-1111

HNHN-2121 HNHN-2222 HNHN-2323 HNHN-2424 HNHN-2525 HNHN-2626 HNHN-2727 HNHN-2828 HNHN-2929 HNHN-3030

HNHN-4040HNHN-3939HNHN-3838HNHN-3737HNHN-3636HNHN-3535HNHN-3434HNHN-3333HNHN-3232HNHN-3131

HNHN-4141 HNHN-4242 HNHN-4343 HNHN-4444 HNHN-4545 HNHN-4646 HNHN-4747 HNHN-4848 HNHN-4949 HNHN-5050

HNHN-3HN-1 HN-2 HN-7HN-6HN-5HN-4 HN-8 HN-9 HN-10

HN-20HN-19HN-18HN-17HN-16HN-15HN-14HN-13HN-12HN-11

HN-21 HN-22 HN-23 HN-24 HN-25 HN-26 HN-27 HN-28 HN-29 HN-30

HN-40HN-39HN-38HN-37HN-36HN-35HN-34HN-33HN-32HN-31

HN-41 HN-42 HN-43 HN-44 HN-45 HN-46 HN-47 HN-48 HN-49 HN-50

HN-3

日本人特有の
遺伝子多型

解析データの蓄積

生活習慣病の予防
健康寿命の延伸

高齢者医療費の適正化

肥満リスク
体質の把握

運動・栄養指導による
効率的な体重管理

遺伝的素因をもとに運動と栄養によって生活習慣病の
発症リスクを低下させることが可能

健康施策への導入のための
基礎的データの蓄積

研究テーマ

キーワード

生活習慣病予防を目的とする肥満に関わる
遺伝子多型解析とリスク評価の検討

肥満、遺伝的素因、遺伝子解析、SNP、体重管理、健康施策

化され、すでに実用の段階に入
っている。地方自治体ならば、
そのデータを応用して運動・栄
養指導に活かすこともできる。
　「しかし、遺伝子情報は大変
センシティブな領域にありま
す。要するに個人情報保護が関
わってくるからです。『あなた
にはこういう遺伝子がある』と
いう情報は、例えば、就職差別
につながる場合もあります。そ
れを避けるためには、まず全体
的な教育と啓蒙活動が必要なの
は間違いないでしょう」

連絡先 ◎ 042-677-1111（内 4662）
E-mail ◎ fuke@tmu.ac.jp

　「そのような遺伝子があると
知らせるだけではいけません。
精神的なバックアップとして専
門家のカウンセリングが必要で
す」
　同時に都民800人に行ったア
ンケートによれば、肥満と遺伝
子診断に対する都民の関心の深
さもうかがい知れる。専門家に
よる適切な情報提供、個人情報
の大切さなどの教育啓蒙、健康
教育の必要性が明らかになっ
た。

　この研究のため食品機能科
学、栄養生化学、食品化学分野
の専門家が、各専門性を活かし
てチームを組んでいる。
　「がん予防の確立を目指し、
ワサビスルフィニルなどの食品
由来抗腫瘍活性とメカニズム解
明を進めています」 （福家）

　肥満はいわば生活習慣病の入
り口にあたる。将来肥満になる
可能性の高い遺伝子の解析は、
自分の体質の自覚にもつなが
る。この研究は、自覚を促し、
将来的には医療費の削減にもつ
なげていこうという東京都の健
康施策に協力・展開していくた
めに行われた。19歳、20歳代お
よび30歳代の女性50人の爪を試
料とし、4種類の遺伝子の多型
（変異）評価を行った。
　この実験によって、現在はや
せていても、将来的に太りやす
いかもしれない体質が判明し
た。太りやすいとわかれば、そ
の後の生活習慣や食事、運動へ
の取り組み方も変わり、肥満や
生活習慣病への予防に役立つ可
能性も高い。健康寿命の延長や
医療費の削減にもつながる。

　「ミネラルの吸収を調節する
メカニズムについて、特に鉄を
中心に研究を進めています」
 （篠田）
　「豆乳・牛乳混合系からのチ
ーズよう食品の製造と凝固メカ
ニズムについて研究を進めてい
ます」 （渡邊）

　遺伝子診断については、日本
ではまだ法制化が進んでいな
い。今後は、日本人特有の遺伝
子解析の方向へ進むことは間違
いない。そのときに科学的デー
タの蓄積によって、より効率的
な健康増進と疾病予防を計るこ
とができるだろう。
　ミレニアム・プロジェクトと
いう、政府の行ったプロジェク
トで生活習慣病をターゲットに
した遺伝子多型がデータベース

URL ◎ http://www.comp.tmu.ac.jp/sport/HPS/

連絡先 ◎ 042-677-1111（内 4663）
E-mail ◎ sshinoda@tmu.ac.jp

連絡先 ◎ 042-677-1111（内 4667・4668）
E-mail ◎ yokowtnb@tmu.ac.jp

地域

日本人特有の遺伝子多型解析データを蓄積。
リスク体質を把握して生活習慣病・肥満予防に活かす。

遺伝子多型による生活習慣病リスク評価研究チーム
オープンユニバーシティ 身体健康栄養
人間健康科学研究科 ヘルスプロモーションサイエンス系
栄養・食品科学分野

研究概要
肥満対策において遺伝子解析を導
入するための基礎的データを提供

最近のトピックス
3人それぞれの研究に基づいた
チームづくり

今後の展望
遺伝子解析を含めた個人の科学
的データの蓄積が、効果的な健
康増進と疾病予防に不可欠
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技術相談等をお寄せください

打合せ
打合せの結果により、次のようになります。

問題点や疑問点が解決し
た。

具体的なテーマが見出さ
れ、共同研究や受託研究が

望ましいとの結論に到達した。い
つまでに、だれが、何を行うか、
また、得られた知的財産権の取扱
い、研究費の負担など研究を行う
に際しての種々の事柄について打
ち合わせます（知的財産権等の取
扱いについては、当センターの知
的財産本部がご相談に応じます）。

更なる調査や具体的なテー
マの掘り下げが必要と判断

したり、専門教員による助言や指
導を受けたいとの要望がある。

特定研究寄付金終了

各種様式はセンターHPからダウンロードできます。

共同研究／受託研究

申し込み

本学所定の申込書を提出して
いただきます。

研究成果の報告

研究終了後、研究成果の
報告書を作成します。

寄付金の納付

所定の口座に振り込んで下さい。

実施

打合せに沿って研究を実施します。
研究期間は、単年度でも
複数年度でも可能です。

実施

最新の知見が得られます。
また、適切な指導や助言が

受けられます。

研究費の納付

所定の口座に研究に係る費用を
振り込んで下さい。

申し込み

本学所定の共同研究申込書・
受託研究申込書を提出して

いただきます。

www.tokyo-sangaku.jp/
コーディネーターが最後までフォローいたします。

契約の締結

本学の共同研究契約書（雛形）・
受託研究契約書（雛形）を

ご確認下さい。

コーディネーターが研究テーマにふさわしい教員を紹介します。
本学教員の研究内容をまとめたシーズ集から適切な教員を探すこともできます。
シーズ集はセンターHP（www.tokyo-sengaku.jp/）でもご覧になれます。

相談案件の取扱いプロセス
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